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　溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうがそれと初めて対面したのは、およそ一三年前のことだった。

「ったく、冗じよう談だんじゃねえっての」

　染めた髪かみに派手な指輪やピアス、よれよれの白衣が違い和わ感を漂ただよわせている。今も昔も変わらない、ロッケンロールな出いで立ちだった。

　リノリウムの薄うす暗ぐらく狭せまい廊ろう下かに、足音がかつかつと響ひびく。

「師し匠しようから言われて来てみれば、待っていたのは顔も知らない陰いん気きな自衛官。いきなり車に拉ら致ちられて目め隠かくし付きのドライブに、ようやく到とう着ちやくした目的地じゃ半日かけて検査や確かく認にんのフルコースときたもんだ」

「必要な措そ置ちです、溝呂木博士」

　廊下を先導していた自衛官（下しも村むらという名の一いち尉いだった）が、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「この先にあるものは単なる防衛機密というだけではなく、政治的な観点からも非常にデリケートな存在でして。鈴すず木き教授の推すい薦せんと言っても、我々としては慎しん重ちような対応を取らざるを得ないのです。勘かん弁べんしていただきたい」

「そりゃ技ぎ本ほんとズブズブなあの爺じい様から『内密な話』と来た日には、ある程度の覚かく悟ごはしてたけどよ。物事には限度ってモンがあるだろうがよ、限度ってモンが」

　ツアー感覚で気ままな留学を繰くり返し、ＭＩＴマサチユーセツツ工科大学やプリンストンなどで様々な学位や武勇伝や悪名をコレクションしてきた溝呂木にとっても、大学の恩師である鈴木教授はなぜか昔から頭が上がらない相手だった。

　ちなみに技本──防衛省技術研究本部とは読んで字のごとく、自衛隊の使用する各種装備の開発研究や試験を行なう機関だ。民間企き業ぎようとはいえ防衛産業である恵比寿重工ＥＨＩで研究員をしている溝呂木にとっては、同業者とも言える。

　実のところ、溝呂木には自分が呼ばれた理由について、ある程度の推測や期待があった。半年ほど前から、この業界で密ひそかに囁ささやかれてきた一つの噂うわさ……

「ここです」

　廊下の突つき当たりに、頑がん丈じような扉とびらがあった。案内役の下村は護衛の自衛官と二言三言交かわすと、手持ちのカードキーをカードリーダーに通した。

　ドアの奥おくの暗がりを確認し、下村は溝呂木にうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶです、お入りください」

「はいはい、お邪じや魔ましますよー」

　うながされるまま溝呂木は、気楽な物もの腰ごしで扉の向こうに踏ふみ入った。

「何も見えねえ──うおっ」

　溝呂木が暗がりを見通そうと目をこらした瞬しゆん間かん、計ったようなタイミングで一いつ斉せいに照明がついた。強い光に、溝呂木は目を瞬しばたたかせる。

「失礼」

「……わざとやってるんじゃねえだろうな、おい」

　段々と視力が戻もどってきた。薄うすぼんやりとした視界に映る、黒々とした影かげ。その正体に気づき、溝呂木は絶句する。

「こいつは──」

　確かにある程度の予想はしていたが、驚おどろかざるをえなかったのだ。

　それを目にして溝呂木がまず連想したのは、恐きよう竜りゆうの全身化石だった。

　太古の昔に朽くち果て、骨格しか残されていない骸むくろに過ぎないのに、在ありし日の姿をまざまざと思い起こさせるその威い容よう。

　それもまた、同様だった。

「間ま違ちがいねえ。畜ちく生しよう、マジだったのかよあの与よ太た話は……」

　砕くだかれた頭部。もぎ取られた四し肢し。引き裂さかれた胴どう体たい。完全に沈ちん黙もくしたその骸は、人間のものではなかった。人体をおよそ五倍のサイズへと拡大した鋼鉄の体たい軀くは白く塗と装そうされており、完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされてもなお、かつてのしなやかさと力強さを残している。

　間違いない。軍用人型兵器ＡＳアーム・スレイブ──それも米ソ両大国でようやく実用化されつつある、最さい新しん鋭えいの第三世代型だ。

「Ｍ９か？　いや、見たことねえぞあんなタイプ。だがあのフレームは──」

　見ているだけでは我が慢まんできなくなり、溝呂木はＡＳに駆かけ寄った。まるで玩具おもちやを前にした子供のような姿に、下村は苦く笑しようする。

「お気に召めしたようで、何よりです」

「ああ──」

　うなずいて同意しながら、溝呂木は最大限の賛辞をそのＡＳに贈おくった。

「こいつは、ロックだ」




　溝呂木の長い話が一段落したところで、市いち之の瀬せ達たつ哉やは息をついた。

「それが、調ちよう布ふでの拾い物ですか」

　ゆっくりと一つずつ、達哉は言葉を確かめる。太平洋に沈しずみかけた夕陽の残光が、その横顔を照らし出した。

　ここは達哉たちが所属する民間軍事会社ＰＭＣ、新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの移動拠きよ点てんである偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かん〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱんだ。

「ああ、そういうこった」

　タバコの煙けむりを吐はき出しながら、溝呂木克郎はそう笑った。傍かたわらのアデリーナ・ケレンスカヤは眉まゆをひそめながら、無言で話の成り行きを見守っている。

　日本政府から新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に依い頼らいされた、試作ＡＳであるＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉およびその開発責任者である溝呂木の奪だつ還かん作戦。ジオトロン社の北ユーコン研究所に潜せん入にゆうした達哉とアデリーナは、首しゆ尾び良く〈レイヴン〉と溝呂木の身み柄がらを取り戻すものの、脱だつ出しゆつの際に初めて見るＡＳ──溝呂木によると〈ケントゥリア〉という機種らしい──と交戦した。

　二人の〈レイヴン〉は〈ケントゥリア〉の卓たく越えつした戦せん闘とう力に苦戦しながらも、辛かろうじて撃げき破はした。だが〈ケントゥリア〉は信じがたいことに、人工知能ＡＩのみによって制せい御ぎよされ人間のオペレータが不要な無人ＡＳだったのだ。

　これは、驚きよう異い的なことだ。

　現在の戦場でも、哨しよう戒かいや偵てい察さつのため無人ＡＳが運用されることもある。だがＡＩの限界等もあり、やはり戦闘では通常の有人ＡＳの敵ではないというのが現状だ。

　にもかかわらず〈ケントゥリア〉は、達哉やアデリーナ相手に互ご角かくに戦った。そして何よりも奇き怪かいなことは、〈ケントゥリア〉が随ずい所しよで達哉自身のものと酷こく似じした戦闘機動を見せたことだ。

　作戦成功後、事態の説明を求めた達哉とアデリーナに対して溝呂木が答えたのが、『一三年前の拾い物』という意外な言葉だった。

「一三年前に東京郊こう外がいで起こったＡＳテロ。お前はどれくらい知ってる？」

「そりゃまあ地元の大事件ですからね。その頃ころは俺まだ幼よう稚ち園えんだったけど、けっこうあれこれ覚えてますよ。幼稚園の先生がえらく慌あわててたこととか、うちのお袋ふくろがわざわざ会社の車で迎むかえに来たこととか、日曜返上で復旧作業に出てた親父おやじに弁当を届けたりとか。あー、でも……」

「でも？」

「言われてみたら、事件そのものについてはあんまりよく知りませんね。せいぜい、ＡＳが暴れたってことくらいで」

「だろうな」

　やや頼たよりなさげな達哉の答えに、溝呂木はさもありなんとうなずいた。

　実際、一九九九年一月末に西東京で起きた大規模なテロは、今でも謎なぞが多い。

　朝から散発的な銃じゆう撃げき戦せんや軍用ヘリの墜つい落らくが起こり、最終的には市街地の真ん中で所属不明の第三世代型ＡＳ同士が交戦するという、未み曾ぞ有うの事態となった。

　にもかかわらず現在に至るまで、真相は闇やみの中だ。マスコミも不自然なまでに沈黙を保ち続けている。

「聞いたこともないような海外のテロ屋が報道されて、本当にそれっきりだったからな。上の方でどんな工作があったかは知らないが、薄気味悪いったらありゃしねえ」

　そう言うと溝呂木は、吸い殻がらを海へと放ほうり投げる。ささやかな環かん境きよう破は壊かいを咎とがめる余よ裕ゆうは、達哉にもアデリーナにもなかった。

「むしろドクターは、工作を仕し掛かけた側ではないのか？」

「冗談じゃねえ。俺たちはむしろ、振ふり回された被ひ害がい者しやだぞ」

　挑ちよう発はつ的なアデリーナの質問に、溝呂木は顔をしかめる。

「何せ回収したＡＳが日の目を見たのは半年後、しかも四機あったはずの機体が、なぜか一機に減っていたときたもんだ」

「いかにも訳ありだな」

　アデリーナの言葉に、溝呂木は苦笑した。

「陰いん謀ぼうはともかく、俺にとっての本命はＡＳそのものだった。大破した残ざん骸がいとはいえ、宝の山だったよ。何せ当時の日本じゃ、図面さえ引いてなかった第三世代型の現物だからな。だけど──」

　そこで溝呂木は、不意に言葉を切った。

「どうしたんですか、センセイ？」

「ここから先は、絶対に他では言うなよ」

「は？」

　初めて目にする溝呂木の真しん剣けんな表情に、達哉は何事かと戸と惑まどう。だが、アデリーナの察しは早かった。

「日本の軍事機密に抵てい触しよくすることか？」

「まあな。広まれば色々とやばいことになる──かもしれん」

「いいんですか、それって？」

「構わないって。言っただろ、こうなりゃ話しとくのが筋だってよ」

　急に不安になった達哉の前で、溝呂木は鷹おう揚ようにうなずく。

「お前たちを完全に巻きこんじまったわけだからな。この期ごにおよんでまだはぐらかすってわけにはいかねえよ」

「わかった、続けてくれ」

「おうよ──」

　続く溝呂木の言葉に、アデリーナたちは表情を引き締しめた。




「まずは、こちらを」

「おう」

　下村にうながされるまま、溝呂木は白く塗装された機体をよじのぼった。半はん壊かいした頭部と対面する。

「やっぱりＭ９で間違いないか。しかし、双そう眼がん式のメインセンサか。確かドイツで造ってたらしいＤ系列が、こういう仕様だっけ？」

　ぶつぶつとつぶやきながら、溝呂木はコクピットにすべりこんだ。

「こいつはひでえな」

　胸部が強ごう引いんに引き剝はがされているため、コクピットの正面にはぽっかりと大穴が開いている。溝呂木からはその大穴越ごしに、倉庫の壁かべがはっきりと見えた。

「見晴らしよくて風通しも抜ばつ群ぐん、俺のコルベットも驚きの快適さだな」

　愛車であるアメリカ製のオープンスポーツカーを引き合いに出しながら、まだ残っているスイッチをいくつか押しこむ。当然ながら反応はない。完全に死んでいる。

「中枢制御機器ＣＣＵはどうなってんだ？　ログが残ってるなら見ときたいんだが」

「それが──」

　溝呂木の問いかけに、下村は言い淀よどんだ。

「あー、やっぱりおしゃかになってるのか？　なら仕方ねえな」

「いえ、そもそも見あたらないのです」

「は？」

　予想外の返答に、溝呂木はサングラスの下で目を丸くした。

「ですからＣＣＵが、周辺のデバイスごと消失しているのです」

「何だそりゃ」

「申し訳ありません。なにぶん、機体そのものが技本の手に渡わたったのが最近のことでして。それまでの経けい緯いは非常に不ふ透とう明めいで、かつほとんど記録に残っておらず──」

「分かった分かった」

　下村の言い訳じみた長ちよう広こう舌ぜつを、溝呂木は手を振って止めた。そのまま仏ぶつ頂ちよう面づらでコクピット周りを見回す。

「とりあえず機体をバラしながら、残ってる車載電子機器ヴエトロニクスからデータを吸い出して、と。少しは生きてるといいんだが──」

　その言葉が、ふと途と切ぎれる。

「……何だこりゃ？」

　コクピットの上部、ちょうどオペレータの後頭部付近で、内ない壁へきが剝がれ落ちている。その向こうから、優美な書体の英文字がのぞいていたのだ。

　どうやら、内蔵された何らかの装置に描えがかれているらしい。受けた損傷のため、綴つづりの後半はかすれている。

「Transfer And Response〝Om──Sp──〟……くそ、読めねえ」

「転移Transfer　とAnd　反応Response、ですか。これは一体」

　つられてコクピットをのぞきこんだ下村も、首を傾かしげていた。それを尻しり目めに、溝呂木はつぶやく。

「Operation System──じゃねえな、mやpが余計だ。それにしても……ＴＡＲＯＳタロス？」

　頭文字を連ねただけの、意味のない言葉の羅ら列れつ。だがその響ひびきに、なぜか溝呂木は薄ら寒さを感じた。




「実際にバラしてみてようやく分かったんだが、ＴＡＲＯＳってのは無数の電子素子の集積体でな」

「ＴＡＲＯＳ──聞いたことのない名だ」

　溝呂木の言葉に、アデリーナは眉をひそめる。

「コクピット周りのフレームに、構造材のレベルで微び細さいな結けつ晶しよう状の素子が配列されてたんだよ。数え切れないほどの素子がまるで脳のう細さい胞ぼうみたく三次元的に連結し合ってて、複雑で大規模な回路を形成していたんだ」

「ていうか、何でそんなところに電子機器を積んでるんですか？　ひょっとしてカーナビか何かに使ってるとか？」

「あれをカーナビに転用すれば、ざっと一〇〇万台分は賄まかなえただろうさ、多分な」

「一〇〇万台!?　スゲー！」

　見けん当とう違ちがいの感心をする達哉に、溝呂木はにやりと笑った。

「スゲーんだよ、実際。最初はＭＲＩみたく核かく磁じ気き共鳴を利用したものだと思ってたんだが、より高度で複雑なシステムだった。つまりだな、分かりやすく言えばタウ粒りゆう子しの波動拡散を応用した、時空間連続的な──」

「いやいやちょっと待ってくれセンセイ、何を言ってるんだかさっぱりですよ」

「ちっとも分かりやすくないのだが」

　話しているうちにノッてきたのか、わけが分からない説明を始めた溝呂木を、達哉とアデリーナは押しとどめる。

「ったく、ノリが悪い奴やつらだなお前ら」

　あからさまに舌打ちした溝呂木だが、少し考えた後でようやく言葉を選んだ。

「要するにそのＴＡＲＯＳって装置はな、オペレータの脳内に生まれた特有の電気活動を読み取って、機体の制せい御ぎよシステムに転送するためのものだったんだよ」

「…………は？」

「────？」

　思いがけない言葉に、達哉もアデリーナも戸惑う。

「えーっと、それって一体、何の役に立つんですか？」

「最初は正直サッパリだった。構造からしてＣＣＵに直結しているらしいことは分かったんだが、そのＣＣＵが影かげも形もないときてやがる」

　ひどく苦い顔だった。

「解かい析せきチームじゃ、マンマシン・インターフェースとして使ってたという予測を立てた。従来のマスター・スレイブじゃ再現できない、細かな動作を再現するためのな。たとえばマニピュレータに、Ｖサインだのサムズアップだのをさせてみたりとか……」

「そんなことＡＳにさせて、何の意味があるんですか？」

「ハンドサインは冗じよう談だんだとしても、機体のレスポンスは飛ひ躍やく的に向上するだろう」

　達哉の疑問に、アデリーナが考えながら言った。

「モーション・マネージャの限界に縛しばられず、機体がよりダイレクトにオペレータの意図を実行できるなら、特に格かく闘とう戦では大きなアドバンテージが得られる」

「ま、そうはうまくいかなかったがな。信しん頼らい性せいが乏とぼしいもんで機体制御を丸投げするのは難しいし、さりとてマスター・スレイブと併へい用ようしようにもすりあわせが厄やつ介かいだ。実際ＡＳ─１にもＴＡＲＯＳは積んでるが、通常の操縦系統とは切り離はなしてある」

「〈レイヴン〉に？　だが、なぜわざわざ──」

　アデリーナが、不意に絶句する。

「まさか──そういうことなのか……いや、しかし──」

「多分、嬢じようちゃんの考えてることで正解だ。ＴＡＲＯＳを使えばマスター・スレイブじゃ再現できない動作でも、ＡＳに取らせることが可能になる。そのさらに先があるんだよ」

　一度、言葉を切った溝呂木が、続く言葉を口にする。一言一言を、確かめるようにゆっくりと。

「オペレータのイメージ次第じゃ、本来なら人体には存在しない器官でもダイレクトに操作できるって寸法だ」

[image: ]

「あ──」

　達哉の脳に、電流が走った。ようやく、溝呂木の言わんとすることが理解できたのだ。

「……アジャイル・スラスタ？」

「正解だ」

　驚おどろきの一方で、どこか達哉は納なつ得とくしていた。

　視線誘ゆう導どうだと説明されていた、アジャイル・スラスタの操作。だが時として〈レイヴン〉は、それでは説明できない挙動を繰くり返したではないか。

　他ならぬ達哉自身が、初めて〈レイヴン〉に乗って戦った時。窮きゆう地ちに追い詰つめられた〈レイヴン〉はスラスタの噴ふん射しやを敵機の目め潰つぶしに利用し、さらには左右のスラスタを逆方向に向けた回転斬ぎりを繰り出した。共に、視線誘導では再現のしようがない。

「視線誘導システムも、フェイクってわけじゃねえ。ちゃんと〈レイヴン〉に組みこんである。だが本命は、ＴＡＲＯＳによるコントロールだけどな」

　盛大に紫し煙えんを吐はき出しながら、溝呂木はじっと達哉を見つめる。

「とはいえ、未完成で不安定な装置だからな。まともに作動させられたのはお前と、ユーコン研で乗ってた菊きく乃のって娘むすめくらいだよ」

「ええっと、それじゃ一号機の専属に俺が選ばれたのは、ＡＳ乗りの腕うでってよりも──」

「単にＴＡＲＯＳの適性が一番高かったからだな」

「そうですか……」

　何となく気の抜ぬけた声で、達哉は答えた。

「純じゆん粋すいな腕前なら、嬢ちゃんがピカイチだったからな。不自由な視線誘導だけで、あそこまでスラスタ機動を使いこなすとは思わなかったぞ」

「わたしに二号機が任せられた理由は、それか」

　対照的にアデリーナは、どこかほっとした様子だ。

「ただ、それですめばよかったんだがな」

「何か予想外の弊へい害がいでも？」

「弊害、じゃねえな。ＴＡＲＯＳとＡＳ制せい御ぎよ用の高性能ＡＩが組み合わさったことによる、予想外の相乗効果──なのか、アレは……」

「要するに、どういうことですか？」

「つまるところだな、ＴＡＲＯＳが読み取ったオペレータの精神活動パターンは、ＡＩに転写されるってわけだ。戦せん闘とうという極限の状態で、オペレータが下した判断や直感的な反応、そういった諸もろ々もろがな」

「え、ええっと……」

　困こん惑わくする達哉の様子に、溝呂木は話題を変えた。

「コンピュータによる人工知能ＡＩってのは、ものすごく頭が良くて計算も速いが、その反面とてつもなく突つき抜けたバカでもある。それは知ってるな？」

「ええ、まあ、それくらいなら」

「うむ」

　達哉とアデリーナは、それぞれうなずく。

　良い例が『リンゴとトマト』検査である。コンピュータにとってこの二つを見分けるのは、実のところかなり厄介なのだ。大きさや形や色といった視覚的な分ぶん析せきでは、重複するケースがあるため結論が出せない。嗅きゆう覚かくテストや科学的組成の調査、あるいはＤＮＡサンプルの分析によって初めて、コンピュータはリンゴとトマトを判別できる。

　人間なら子供でも出来る直感的な判断が、コンピュータには不可能なのだ。

「それは、ＡＳにも言えることだ。普ふ通つうの無人ＡＳがどんなものかは、お前らも知ってるだろ？」

「正直、ブリキのゼンマイ人形に毛が生えたようなものですからね。だから〈ケントゥリア〉の異常さが……」

　その何気ない言葉が、達哉自身の思考に引っかかった。まるで、のどに刺ささった魚の小骨のように。

「だから、どこかの阿あ呆ほうが考えた訳だ。ＴＡＲＯＳで転写されたＡＩを、無人機に流用したらどうなるかってな」

「────!!」

　抑おさえた静かな溝呂木の声が、達哉の耳にはまるで雷らい鳴めいのように響き渡わたった。

「人間が当たり前に持っている、直感や柔じゆう軟なんさ、創造性──そういった、言わばセンスのある無人ＡＳを造れるって寸法だ」

　達哉の脳裏には、アラスカで〈ケントゥリア〉が見せた多た彩さいな戦術コンバツト・機動マニユーバがまざまざと思い浮うかぶ。

　至近距きよ離りで放たれた〈ドラゴンフライ〉の穂ほ先さきをつかみ取り、アジャイル・スラスタによる突とつ撃げきを巴ともえ投なげで捌さばこうとした。

　その動作を、達哉はよく覚えている。そう、誰だれよりもよく──

「つまり、あいつには……」

　我知らず声が乾かわき、下腹が重く冷えこむ。いつの間にかきりきり痛み出した胃を、達哉は右手で押さえた。

「坊ぼう主ず──いや、達哉。〈ケントゥリア〉の制御ＡＩには、〈レイヴン〉からぶっこ抜いたお前さんのデータが使われている」

「────」

　視界が揺ゆれる。

　手足から力が抜け、体重を支えきれない。まるでもつれるような覚おぼ束つかない足取りでふらつくと、そのまま尻しり餅もちをつく。

「タツヤ！」

　しゃがみこんだアデリーナにも、達哉は気づかない。

　いつの間にか、日はとっぷりと暮れていた。




　その深夜──

　整備員たちも引き揚あげ、人ひと気けの絶えた〈シンドバッド〉号のＡＳ格納庫に、達哉は一人たたずんでいた。

　照明は、すでに落とされている。薄うすぼんやりとした常夜灯に照らされた〈レイヴン〉一号機の姿を、達哉は無言で見つめていた。

「ここにいたのか」

　静かな声に振ふり向く。アデリーナの声だった。かつかつという足音が響ひびき、ほの暗い明かりの中に彼女が姿を現す。

「よう、リーナ。どうしたんだ」

「わたしたちの、当面の方針が決まった」

　低い声でぽつぽつと、アデリーナは言った。

「引き続き日本政府からの依い頼らいで、〈ケントゥリア〉についての調査を行なう」

「そりゃまあ、そうだろうな……」

　政府にせよ自衛隊にせよ、自国から盗ぬすまれた技術が他国の兵器体系に使われるというのは、見過ごせない事実なのだろう。たとえ元が拾い物だとしても。

「調査、とは言っても相手はミハイロフやキクノたちだ。実力での衝しよう突とつになる可能性は高い。まず間ま違ちがいなく、実戦になる」

「それも、そうだろうな」

　アデリーナにしては珍めずらしく、奥おく歯ばに物が挟はさまったような物言いだった。

「これから君はどうする？」

「どうするって、そりゃ──」

「ジオトロンから〈レイヴン〉を取り戻もどせたのは、君のおかげだ。もう十分に、君は働いてくれた。いや、十分以上にだ」

「リーナ、お前ひょっとして……」

　ようやく達哉にも、アデリーナの言いたいことが分かってきた。つまり──

「俺に、この船を下りろって言うのか？」

「…………」

　押おし黙だまったアデリーナだが、ややあって小さく、だが確かにうなずいた。

「わたしの方から誘さそい、巻きこんでおいてこんなことを言うのは無茶苦茶だと分かっている。だがこれ以上、君がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で戦い続けたら、きっと取り返しのつかないことになる。後戻りできなくなる。だから、その前に──」

「もう十分、後戻りできなくなってるみたいだけどな」

「そんなことはない」

　ゆっくりと首を振った達哉に、アデリーナはそう言った。

「いくらジオトロンの手が長くても、日本まではそうそう届かないだろう。君は東京に、ユカリたちのところに帰ってくれ」

「そいつはできないな。あんなことを知っておいて、俺だけ知らんぷりして日本に戻るわけにはいかないだろ」

「わたしたちのことを気にする必要はない。まずは、自分のことを考えてくれ。もし君に万一のことがあったら、わたしは君の家族や友人に合わせる顔がない」

「そういうことじゃないんだ、リーナ」

　困ったように達哉は、自分の頭をかく。

「去年の終わりにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞やめてから、正月にお前が来るまで、俺は東京でずっと宙ぶらりんだった。ＡＳとか戦争とかそういうのが全然頭から離はなれなくって、東京での普通の生活に全く現実味がなくって、それで周りのみんな──由ゆ加か里りや親父おやじや楓かえでたちにすごく心配かけて」

「…………」

　今度はアデリーナが、無言で達哉の言葉に耳を傾かたむけている。

「俺さ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．では今までずっと流されっぱなしだった。何となく入社して、言われるままＡＳに乗って、襲おそわれたから戦って、ずっとそんなのばっかりだった。今回だってそうだ。お前が迎むかえに来たからついて行って、ベルさんやユースフから言われるまま戦って。だけど、これからは違ちがう」

　静かに、だが確固とした意志をもって、達哉は言葉を続ける。

「ここから先は、俺自身の戦いなんだ。それに決着をつけず逃にげ帰ったら、きっと俺はこれから、ずっと宙ぶらりんなままになっちまう」

「なぜだ？　なぜ君は、自分の戦いだと思うのだ？」

　そうアデリーナが問いかける。

「〈ケントゥリア〉のことか？　あれは君の責任ではない。責任があるのは造ったジオトロンと、君を巻きこんだわたしたちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．だ」

「それは──」

　その言葉に達哉も、ゆっくりと最初から自分の思いをまとめる。

「俺ってさ、ずっと〈ダイダラ〉が一番の自じ慢まんだったんだよ」

「…………」

　唐とう突とつに切り替かわった話題だが、アデリーナは戸と惑まどいを見せず静かに聞き入っている。

〈ダイダラ〉とは、日本製のＰＳパワー・スレイブ──ＡＳの技術を流用した民生用の人型重機だ。国内のみならず世界各国に輸出されて大きなシェアを占しめており、特に日本ではＰＳそのものの代名詞として知られている。

　達哉の実家である市之瀬建設は、長年〈ダイダラ〉を使って仕事を請うけ負ってきた。

「〈ダイダラ〉がうちに来たのは、もう一〇年近く前だ。今はあんなオンボロだけど、あの時はまだピカピカの新品でさ」

　当時まだ小学生だった達哉は、一目で〈ダイダラ〉に夢中になった。

「親父や源げんさんにせがんでさ、俺が乗れるように運転席をいじってもらったりしてさ。初めて〈ダイダラ〉で一歩踏ふみ出した時は、本当にすげー嬉うれしかったんだ。あやうく事故を起こしかけたこともあったけど」

　過去を思い出しながら、達哉は言った。

「そりゃ子供のころから無免で重機乗り回してたとか、人前で胸を張れることじゃない。それでも俺にはそれが密ひそかな自慢だったんだ。つまり俺にとって〈ダイダラ〉ってのは、えーっと、何て言うか……」

「ＰＳそのものが、君にとってのアイデンティティーということか」

「ああ、うん、要するにそういうことだと思う……多分」

　うまく言葉にできない思いをアデリーナにまとめてもらい、達哉は小さく頭を下げた。

「それでさ、俺にとってはＡＳも同じで、そういうものなんだ」

　もう半年になると言うべきなのか、まだ半年しか経たってないと言うべきなのか。去年の七月──アデリーナと出会った日、初めてＡＳに乗りこんだ時を、達哉は鮮せん明めいに思い起こす。

『最高でした』

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のメリッサ・マオからＡＳの感想を尋たずねられて、達哉が答えた言葉だ。思い起こせば、達哉が流されてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入った理由の一つは、確かにそれだった。

「その大切なものがあんな鉄てつ屑くずにコピーされて、切り売りされる。俺は、それが我が慢まんできない」

『だとしたら、ろくなもんじゃねえよ、俺の才能なんて』

『大体もしその才能ってヤツがどうしようもなくくだらなくて、誰かを傷つけることしかできないなら、どうしたらいいんだよ？』

　冬の川原で、友人の武たけ村むら健けん司じと交かわした言葉だ。

　今なら言える。どんなくだらない才能でも、それは自分自身のものなのだと。自分だけのものなのだと。

「つまり、何つーか……そんなちっぽけな意地だ。俺は、そいつを張り通すために戦う。バカみたいだけどそれが俺の、この船に乗る理由だ」

「…………」

　じっと聞き入っていたアデリーナだが、しばらくしてゆっくりとうなずく。

「そうか、分かった」

　何やら必要以上に、重々しい仕草だった。

「考えてみれば、この船も人手不足だからな。ここで君に下りられては、イモの皮むき当番にさしさわる」

「そこかよ？」

「冗じよう談だんだ」

　げんなりした達哉に、アデリーナは表情を緩ゆるめると、そっと左の拳こぶしを突つき出した。

「やはり君がいてくれると心強い。頼たよりにしているからな」

「お、おう」

　そんなアデリーナの素す直なおな言葉に驚おどろきながら、達哉は表情を引き締しめて右拳を伸のばす。

「こちらこそ、よろしくな」

　拳同士をこつんとぶつけ合い、達哉は後ろを振り向いた。

「お前もな、相棒」

　駐ちゆう機き姿勢でうずくまる〈レイヴン〉を見上げ、そう語りかける。

「お前のせいで色々と面めん倒どうな羽目になったんだ。責任は取ってもらうぞ」

　物言わぬ鋼鉄の巨きよ人じんが、確かにうなずいたように見えた。








第一話　悪徳の花
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　男が意識を失っていたのは、ごくわずかな時間だった。

　全身が軋きしむように痛い。目の前のスクリーンやコンソールは完全に死んでいて、黒く沈ちん黙もくしていた。

「くそ」

　悪態をつきながら、男は機体から這はい出した。そして、周囲の光景に目を見はる。

　響ひびき渡わたっていた砲ほう声せいはすでに止やんでおり、谷間を覆おおう黒こく煙えんが風に乗ってゆっくりと流れていく。流れ出したオイルが、清流を黒く汚よごしていた。

　渓けい流りゆうを埋うめ尽つくすような、十数機ものＡＳアーム・スレイブの残ざん骸がい。ロシア製の第二世代型ＡＳであるRk─92〈サベージ〉が大半だが、うち二機は第三世代型のRk─02〈セプター〉だ。

　そして鋼鉄の骸むくろの中を闊かつ歩ぽする、異い形ぎようの影かげが二つ。

「くっ」

　明めい滅めつする十字形のメインセンサににらまれ、男は息を吞のむ。彼の部隊を全ぜん滅めつさせたのは、この二機の見知らぬＡＳだったのだ。

　油断はしていなかったはずだ。前進の際にも入念な索さく敵てきを欠かさず、その結果として電磁迷彩ＥＣＳで身を隠かくしてこちらを待ち伏ぶせるＡＳを事前に発見できた。断じて奇き襲しゆうを受けたわけではない。

　にもかかわらず、戦せん闘とうは一方的なものだった。指揮を取っていた隊長の〈セプター〉が真っ先に喰くわれ、動どう揺ようした〈サベージ〉が一方的に狩かり立てられた。

　もう一機の〈セプター〉に乗っていた彼は、その一部始終を見ていた。機械じみた素す早ばやく的確な判断と、随ずい所しよで見せるずば抜ぬけた直感の閃ひらめき。機体性能もさることながら、操あやつるオペレータの腕うでが並みではない。

「化け物め」

　観念した男は、そのままへたりこむ。だが『十字目』は、こちらに銃じゆう口こうを向けようとはしない。それどころかまるで男に興味を失ったように、背を向けて上流の方向へと撤てつ退たいを開始した。

『十字目』の装そう甲こう各所が展開すると、同時に機体の姿が揺ゆらぎ、大気へと溶とけこむように消え去る。

　まるで、悪霊レギオンの部隊ケントウリアであるかのように。

「なぜ、見み逃のがした……？」

　一人取り残された男は、呆ぼう然ぜんと答えのない問いを繰くり返した。




　一面の花畑を、爽さわやかな風が吹ふき抜けていった。

「ふわあ」

　白、赤、紫むらさきといった色とりどりの花が儚はかなげに揺れるのを、少女──オー・ルワットは草むしりの手を休めてながめていた。緩ゆるやかに編み上げた褐かつ色しよくの髪かみと肌はだを、風が優しく撫なでていく。

　山々の斜しや面めんへと、へばりつくように開かれた花畑。まだ花々の多くは固く蕾つぼみを結んでおり、咲さいているのは全体の三割ほどだ。おそらくあと一週間もすれば、満開の花盛りを迎えるだろう。

　その光景を想像し、ルワットは幼さの残る愛らしい顔をほころばせる。と、そのまなざしがぴたりと止まった。狭せまい畑道を歩く、少年の姿に気づいたのだ。

「アキラ！」

　元気よく声をかけると、少年は足を止めてこちらを振ふり向いた。ルワットより少し年上の東洋人だ。ややくたびれた野戦服を着てライフルをかついでおり、整った目鼻にはちょっぴりシニカルな笑えみが浮うかんでいる。

　少年の名前は、三さん条じよう旭あきら。半月ほど前から、このダナエ村に滞たい在ざい中の客人だ。

「やあ、ルワット。あいかわらず精が出るね」

　軽く手を上げた旭の側に、ルワットは小走りで近寄る。

「アキラはまた見張りか？」

「西の谷の方を、ちょっとね。また連中が攻せめてくるとしたらあの谷沿いか、東の峠とうげ越ごえか、南の尾お根ね伝いだろうから。ちゃんと地形は確かめとかないと」

「そっか、お疲つかれだな」

　そう言うとルワットは、草の生おい茂しげった路ろ肩かたに座りこむ。旭もまた、その隣となりに腰こしを下ろした。

「そっちこそ。この畑を一人で管理するのは大変だろうに」

「大変、当たり前」

　何気なく旭がそう言うと、ルワットはふるふると首を振った。

「父ちゃん兄ちゃん、兵隊に取られた。母ちゃん、病気で寝ねこんでる。村のみんな、この季節はそれぞれ忙いそがしい。だからアタシがこの畑を守る、当然」

「そうか、ルワットはえらいな。昼間からだらけきってるうちの姉さんに、爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませたいよ」

「キクノさん、この村守ってる。だから休むの、当然。みんな、感謝してる」

「……あんな姉で本当にごめんね」

　深々とため息をつく旭だが、すぐに野戦服の袖そでをまくり上げた。

「もう今日は上がりだし、なんならこの前みたいに草むしり手伝おうか？」

　その申し出に、だがルワットは首を振った。

「どうしてだい？　遠えん慮りよなんてしなくていいんだよ」

「アキラ、ぶきっちょだから。この前も、雑草と一いつ緒しよに花をむしってた」

「え……？」

　思いがけない言葉に、旭は凍こおりついた。

「花はむしったら、お金にならない。それ、とてもとても困る」

「ごめんねルワット、本当にごめん」




　そんな二人のやりとりを、そっと見守る人影があった。

「ああ、微ほほ笑えましい光景ですわね」

　草くさ葺ぶきのあずま屋で陽光を避さけながら、三条菊きく乃のはうっとりとつぶやいた。弟の旭とよく似た顔には、夢見るような笑みが浮かんでいる。

　あずま屋の中央にあるテーブルに、しどけない仕草で頰ほお杖づえを付きながら、菊乃は向かいに座る男に目線を向けた。

「農村で生まれ育った純じゆん朴ぼくな少女と、外から訪れた少年の温かな交流。心が洗われると思いませんか、カルロスさん」

「…………あーそうだな」

　顔をしかめたカルロス・メンドーサは、ウィスキーの小こ瓶びんに口をつけながら花畑の方を振り向いた。着き崩くずした野戦服は、やや薄うす汚よごれて見える。

　そんな相手の態度には全く頓とん着ちやくせず、菊乃は一方通行で語り続ける。

「正直、あまり気乗りのしないお仕事でしたけど、今は引き受けて良かったと思っていますわ」

「…………」

「あの子があんな、年相応の表情を見せてくれるなんて。姉としては素直に嬉うれしいです。少し妬やけますけどね、ふふふ」

「…………」

「そう、あの美しい花々を戦せん禍かから守る、それだけでもこの戦いには意味が──」

「ケシの花だろうがあれは!!」

　酒瓶をテーブルに叩たたきつけ、カルロスはわめいた。

　ケシ──ケシ科ケシ属の一年草植物。果実の乳液からはアヘンが採取され、精製することによってモルヒネやヘロインの原料となる。

　言うまでもなく、歴れつきとした麻ま薬やくだ。

「無理矢理いい話っぽくまとめてんじゃねえよ！　くそ、何で俺が麻薬ビジネスの用心棒なんぞ」

「なぜも何も、お金のためではありませんか」

　何を今さらと言わんばかりに、菊乃は小首を傾かしげる。

「ご安心なさってください。ステンカ小お父じさま──もとい社長は、約束した報ほう酬しゆうを違たがえることはありませんので」

「けっ」

　毒づくカルロスの姿に、菊乃は小さく笑った。

　ふと畑の方を見ると、旭と村の兵士が何やら話している。

「それに、あなたならお分かりなのではありませんか？」
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「ああん？　何をだよ」

「この村がそういった、善悪の価値観の向こう側にあることを、ですわ」

「────」

　菊乃の意味ありげな言葉に、カルロスは押おし黙だまった。と、その沈黙を破って足音が近づいてくる。

「あら、どうしたのかしら旭？」

　菊乃が振り向くと、旭と村の兵士がいた。

「司令官殿どののお呼びだよ。二人とも一緒に来て」




　ここダナエ村は、インドシナ半島北部にある貧しい山村だ。周囲は切り立った山々に囲まれ、雑ぞう木き林ばやしや竹ちく林りんの合間を縫ぬうようにして畑が広がっている。

　この一帯では複数の国が境を接し、軍ぐん閥ばつじみた武装勢力や少数民族の自治政府が、中央政府から半ば独立していくつも割かつ拠きよしている。ダナエ村もまたそういった武装勢力の一つである、バ・チェン軍の支配下に置かれていた。

「おお、よく来てくれた」

　村の中央にある、駐ちゆう留りゆう部隊の司令部で、アイ・グン司令が菊乃たちを待っていた。でっぷりと太った禿とく頭とうの中年男性で、村役場の係員か何かにしか見えない。

　つけ加えるならば、司令部の外見も周囲の民家とほとんど変わらなかった。

「ささ、座りたまえ」

「失礼します」

　うながされるまま、旭たちは席に着いた。

『司令部』の半分は土間になっており、作戦室として使われている。とはいえそれらしい設備と言えば、剝むき出しの地面の上にしつらえられた会議用の机と椅い子す、それに古ぼけた無線機くらいしかないが。

　壁かべ際ぎわにはライフルや弾だん薬やくが無造作に積み重ねられており、その間を庭から迷いこんできた鶏にわとりがうろついている。

（相変わらず、牧歌的なのか殺さつ伐ばつとしているのか、よく分からないよね）

　そう内心で思いながら、旭は机に広げられた地図に視線を落とした。

　ちなみに菊乃は黒くろ髪かみの手入れに夢中で、カルロスはむっつりと押し黙っている。いつもどおり、司令とのやり取りは旭が引き受けていた。

「実は政府軍が、再度侵しん攻こうを企くわだてているという情報があってだね」

　あれこれと地図を指し示しながら、アイ・グン司令は説明を始めた。

「どうやら前回と同様、エスマルの街に戦力を集中させているようだ」

「それは、ずいぶんと早いですね。偵てい察さつに間ま違ちがいはありませんか？」

「う、うむ、そのはず……だ」

　旭の相当に無礼な質問にも、司令は気弱そうに答えるだけだった。真っ赤になった禿頭を、しきりにタオルでぬぐっている。まるで、茹ゆだったタコのようだ。

「で、でだね、相変わらず我が軍の主力は北の国境から動かせんらしいのだ。つまり援えん軍ぐんは来ないのだが、君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、その──」

「ご安心ください、契けい約やくはお守りします。幸い〈ケントゥリア〉の整備も終わりましたしね」

「そ、そうかね」

　アイ・グン司令は、明らかにほっとした様子だった。

「いやね、中国との国境が不ふ穏おんなのも分かるのだがね。この村もアヘンの収しゆう穫かくが近い。何とかそれまでは、政府軍から守りきらねば」

　この地方では一九世紀からケシの栽さい培ばいが盛んであり、長らく武装勢力の資金源になっていた。このバ・チェン軍も、その一つである。

　当然ながら政府も、そういった麻薬ビジネスの取り締しまりを進めているのだが、成果は遅ち々ちとして上がっていない。

（政府も、かなり焦あせっているみたいだね）

　そう旭が内心で思っていると、今まで黙っていたカルロスが皮肉そうに言った。

「要するにアヘンさえ採とっちまえば、後は野となれ山となれ。この村がどうなってもかまわねえってことか？」

　ラテン系の浅黒い顔には、皮肉な笑みが浮かんでいる。

「こ、言葉が過ぎないかね、君」

　司令が不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめるのを見て、旭は素早く腰を浮かせる。

「申し訳ありません、司令。同どう僚りようの非礼をお詫わび申し上げます」

　そう謝罪しつつ、カルロスに鋭するどい一いち瞥べつを送る。そっぽを向いたカルロスは、そのまま立ち上がった。

「悪い、後は任せた。よろしくな」

「ちょ──」

　出口に向かおうとするカルロスを呼び止めようとしたが、旭は思いとどまった。そのまま再び司令に向き直り──

「…………あれ？」

　その時になってようやく旭は、いつの間にか姉の菊乃もまた姿を消していたことに気がついた。




　薄うす暗ぐらい土間から外に出て、カルロスは大きく息を吸った。

「やってられねえ」

　髪をぼりぼりかきむしり、そうぼやく。

　反政府武装勢力と、麻薬ビジネスの厭いとわしい癒ゆ着ちやく。故郷のコロンビアで軍にいたころ、何度も目にした光景だ。

　違うのは、育てているのがコカかケシか。そしてコロンビアでは兵士としてゲリラと戦っていたカルロス自身が、このインドシナでは逆に麻薬組織の用心棒紛まがいに身を落としていること。

「何やってんだろうな、俺は」

　ぶらぶらと畑の方に歩きながら、カルロスはつぶやく。

　彼が軍を辞やめた後にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入ったのは、コロンビアに残した家族を養うためだ。コーヒーの大農園プランテーシヨンで小作人として働く老いた両親と、年の離はなれた弟や妹たち。

　彼らに少しでも楽な暮らしを。そして少しでも良い教育を。今までそれを恥はじたことは一度もない。

　そう、今までは──

「カルロスのおじさん」

　物思いにふけっていたカルロスに、ふと声がかけられた。

「ん……お、おお」

　慌あわてて振ふり向くと、畑帰りらしい少女──ルワットが、人ひと懐なつっこい笑顔でこちらを見上げている。

「おじさんはよせ。俺はまだ二〇代だ」

　憮ぶ然ぜんとそう言うが、ルワットはにこにこしたままだ。

「畑仕事はもういいのか？」

「うん、今日はあがり。アキラ、どこ？」

「あいつはまだ、仕事だよ」

「そうか」

　そんな会話を交かわしながら、カルロスはケシ畑に視線を向けた。急きゆう峻しゆんな斜しや面めんに拓ひらかれた狭せまい畑と、一面のケシ。

　何よりもこの地方の農民がケシの栽培をやめられない大きな理由は、アヘン以外にはろくな換かん金きん作物が存在しないからだ。一時はさとうきびや茶の栽培への転てん換かんが進められたこともあるらしいが、不安定な政情では販はん路ろが確立できず、結局はケシ栽培に戻もどることとなった。

　とはいえ、アヘンの生産で農民が潤うるおっているかと聞かれれば、それもまた否いなである。麻ま薬やくビジネスの中でも、ヘロインの生成や流通といった旨うま味みのある部分は、上の武装勢力が握にぎっている。そのため生産者である農民の手に入る金額は、末まつ端たん価格からすれば雀すずめの涙なみだなのだ。

　こういった事情は、カルロスが知るコロンビアのそれとよく似通っていた。『善悪の価値観の向こう側』──先ほど菊乃が口にした言葉が、ふと耳に蘇よみがえる。

（あのアマ、痛いとこ突つきやがって）

「どうしたおじさん、ちょっと顔怖こわいぞ。ひょっとして、キクノさんかアキラとケンカしたか」

「いや、まさか──」

　笑い飛ばそうとしたカルロスの顔が、ふと強こわ張ばる。ケンカも何も、あの姉弟きようだいとは以前に本気で命のやり取りをしたことを思い出したのだ。

　あの時カルロスはＭ９Ａ１〈アーマード・ガーンズ〉で旭の〈セプター〉と交戦し、敗退した。思いがけぬ増ぞう援えんがなければ、死亡していた可能性も少なくないだろう。

　そのことに遺い恨こんがあるわけではないし、今さら蒸し返そうとも思わない。互たがいにプロである以上、その程度の割り切りは当然だ。

　ただそれでも、釈しやく然ぜんとしないものは感じていた。

「昨日の敵は何とやら、か」

「おじさん、どうした？」

「だからなあ、おじさんはよせって」

　うんざりとカルロスが答えた時、司令部の玄げん関かん口から旭が姿を現した。整った顔を苛いら立だたしげにしかめている。

「どうしたよ？」

「少し厄やつ介かいなことになってね。本社と連れん絡らくを取らないと」




　その日の夕暮れ時──

『頃ころ合あいだな』

　衛星電話の携けい帯たい端末から響ひびいたその声は、旭の耳には普ふ段だん以上に冷ややかなものに聞こえた。

　ステファン・イリイチ・ミハイロフ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の現社長であり、旭と菊乃の姉弟にとってはそれ以前からの『ボス』である。

『現時点では、連中との接せつ触しよくはリスクが高い。至急、撤てつ収しゆうの準備を進めておけ。現地軍の上にはこちらから話を通しておく』

「一戦も交えずに撤退しろと？」

『勘かん違ちがいするな。お前たちの目的はあくまで〈ケントゥリア〉の実戦データ収集だ。村の防衛ではない』

　それは、全くの事実だ。

　今回のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の主な仕事は、ジオトロン社の依い頼らいによる〈ケントゥリア〉の運用テストである。村の防衛はあくまでもそのついでであり、おそろしく格安の報ほう酬しゆうで引き受けていた。

『元々そういう契約だ。いいな』

「了りよう解かいしました」

　そう言って旭は通話を終えると、室内を軽く見回した。

　旭たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．には宿舎としては、村の中央にある広めの平屋が提供されている。本来は学校として建てられたのだが、政府との関係が悪化してからは教師が派は遣けんされておらず、半年近く休校状態が続いているらしい。

　板の間に座りこんでいた菊乃が、桜色の唇くちびるを尖とがらせていた。

「面白くもない仕事がようやく盛り上がりそうですのに、ここで撤収なの？　ステンカ小お父じさまのいじわる」

「向こう側に厄介な押しかけ助すけっ人とが来たんだ。しょうがないだろう」

　そんな姉弟の諍いさかいを、カルロスは白けたような目で見ていた。

「ったく、これだからガキってのは……」

　ぼやいたちょうどその時、玄関の戸が外から押し開けられた。ルワットが両手に大きな土ど鍋なべを抱かかえ、ひょっこり顔を出す。

「晩ご飯、持ってきた」

「あ、ああ、それはありがとう」

　気まずげな旭に気づかないのか、ルワットは笑え顔がおで入ってきた。板の間の真ん中に鍋を置き、その周囲を車座になって取り囲む。

「今日は、特別」

「特別？」

「うん。こないだカルロスのおじさんが『いつもの雑ぞう炊すいには飽あきた。たまにはもっと精がつくもの食べたい』って言ってた」

　無む邪じや気きな少女の悪意なき暴ばく露ろを耳にして、三条姉弟はたちまち半はん眼めになってカルロスをにらみつける。

「こんな健けな気げでいたいけな女の子の手料理に文句をつけるのですか。最低ですわね、カルロスさん」

「普ふ通つう、面と向かっては言わないだろ」

「あー、いや、それは……」

　たちまちたじたじになったカルロスは、何とか誤ご魔ま化かそうと引きつった笑みらしきものを浮うかべた。

「そ、それでルワットちゃんは何を作ってくれたのかな～」

　気色悪い猫ねこなで声を気にも留めず、ルワットは土鍋のふたを取る。

「雑炊なのは変わらないけど、聞いて驚おどろけ見て騒さわげ！」

　立ち上る熱い湯気と、炊たきたての米の重い匂におい──それに混ざって、何やら良い香かおりがぷんと周囲に漂ただよった。

「これは──鶏にわとりかしら？」

　菊乃の言葉に、ルワットは大きくうなずく。

「うん。うちと隣となりの、二羽潰つぶした。ご馳ち走そうだぞ」

　見れば確かに鍋の雑炊の具として、いつもの青菜だけでなく、鶏とり肉にくがたっぷりと煮に込こまれていた。米にも雑穀が混ざっていない。

「どうしたんだい、ずいぶん贅ぜい沢たくだけど？」

「んー、お礼──」

　木の器うつわにてきぱき雑炊を取り分けながら、ルワットは明るく言った。

「また敵が来るって聞いた。だったらアキラたちがまた守ってくれる。だから、その感謝の分」

「そうかい──」

　無邪気に微ほほ笑えむ少女から、旭は目をそらす。

　ミハイロフから撤退の指示が出た以上、旭たちはダナエ村やケシ畑を守って戦うことはできない。何も言わずに今晩はこのささやかな饗きよう応おうを受け、明朝に何も言わないまま立ち去る。ただそれだけだ。

　そんな何度も繰くり返してきたはずの行こう為いを、今の旭はなぜか堪たえ難がたく感じていた。

　菊乃とカルロスは、黙もく々もくと食事を始める。だが旭は出された雑炊に手をつけようとせず、じっと衛星電話を見ていた。

　その様子に、ルワットは怪け訝げんそうに小首を傾かしげる。

「どうした？」

「何でもないよ。少し待ってて──」

　意を決した旭は、電話をかけ直した。菊乃がやや不ふ審しんそうにこちらを見ているが、無視する。コール三回で、相手が出た。

「僕です、ステファン・イリイチ」

　電話の向こうにいるミハイロフに、旭はいつも通り敬けい称しようで呼びかける。

「先ほどの指示ですが、やはり僕はまだその機ではないと判断します」

『ほう』

　ミハイロフの淡たん々たんとした声には、何の感情も表れていない。旭は乾かわいた唇を舐なめて湿しめらせながら、訥とつ々とつと言葉を続ける。

「先日のあんな小こ競ぜり合い程度では、とうていデータの収集に十分とは言えません。確かに連中相手の戦せん闘とうには様々な意味でのリスクがありますが、それを冒おかすだけの価値もあります」

『────ふむ』

　ミハイロフは言葉を切る。沈ちん黙もくの重みに耐えかね、旭は生なま唾つばをのみこんだ。

（何をやってるんだ、僕は）

　ミハイロフは、甘い指揮官ではない。菊乃の奇き行こうが見過ごされているのは、曲がりなりにも戦場で十分以上の成果を上げているからだ。

　その一線を踏ふみ越こえ『使えない』と見なされたならば、自分にせよ姉にせよあっさりと切り捨てられるだろう。

　返答までの数秒が、旭にはとても長く感じられた。

『それが現場の判断なら、任せよう』

　ほっとつきそうになった安あん堵どの息を、慌あわてて吞みこむ。

『念のためだ、整備チームは先に戻しておけ。お前たちだけならば、万一の事態にも対処できるだろう』

「承知しました」

　電話を切り、旭は今度こそ深々と息をついた。

「──と言うことになったけど、いいかい？」

「珍めずらしいわね。あなたが小父さまに逆らうなんて」

「別に逆らってなんかいないよ。ただちょっと、姉さんの気まぐれが伝染しただけさ」

「そう……」

　菊乃の沈黙を肯こう定ていと受け取り、続けて旭はカルロスに確かく認にんする。

「そちらはどうかな、セニョール？」

「ギャラの分は働くさ」

「結構だよ、それで」

　うなずいた旭は、続けてルワットを見やった。

「君は明日中に避ひ難なんするんだ。ちゃんとお母さんを連れてね」

「で、でも、うちの畑が──」

「大だい丈じよう夫ぶ、君の家の畑は僕が守るよ」

「……うん！」

　戸と惑まどっていたルワットも、はっきりとうなずく。

「約束だからな、アキラ！　約束だぞ！」

「ああ、もちろんさ」

　何度も何度も念を押す少女に、旭はそう答える。そんな弟の姿を、菊乃は気づかわしげに見つめていた。




　　　　２




　薄うすれゆく朝あさ靄もやの中に、わずかな駆く動どう音が響ひびく。

　鋼鉄の巨きよ大だいな影かげが、偽ぎ装そうを解いて身を起こした。数は三つ。いずれも均整の取れた、スマートな機体だ。

　Ｍ９Ａ２〈エンハンスド・ガーンズ〉。スポンサーであるジオトロン社から提供された、最さい新しん鋭えいの第三世代型ＡＳだ。Ｍ９本来のコンセプトに立ち返った機動性重視の機体であり、対ＡＳ戦闘では世界でも最さい高こう峰ほうの性能を誇ほこっている。

「セニョール・メンドーサは、西の谷間を任せるよ。姉さんには、東の峠とうげを守ってもらうから」

　旭は〈エンハンスド〉のコクピットから、てきぱきと指示を出す。すぐに菊乃とカルロスから返事が戻もどってきた。

『承知したわ』

『へいへいっと。ってことは南の尾お根ねを、お前が固めるってことか』

「不満かい？」

『いいや、手て堅がたい指揮だ。文句はねえよ』

　少なくとも表面上はあっさり、カルロスは引き下がった。

（そもそも何で最年少の僕が、指揮官役を押しつけられてるんだよ？）

　口には出さずに、旭は内心でぼやく。

　とはいえカルロスは、経験と技術に問題はなくてもやる気に乏とぼしい。かといって菊乃に指揮を任せた日には、どんな事態になるか想像もつかない。

　何だか段々と、胃が重くなってきた。

　その時、通信機から野太い男の声が聞こえる。

『と、とにかく頼たのんだぞ』

　アイ・グン司令だった。

『つい先ほど、総司令部から連れん絡らくがあった。北でのごたごたにカタが付いたおかげで、増ぞう援えんが来てくれる。とにかく、それまでだ。村を守ってくれ』

「クライアントの要望には、最善を尽つくしますよ」

　あえて素っ気なく答え、旭は通信を打ち切る。だが内心では、態度とは裏腹に確かな手て応ごたえを感じていた。

（悪くない流れだ、これは）

　ここで村を守りきり、かつバ・チェン軍の増援が村に到とう着ちやくすれば、弱よわ腰ごしになった政府側に大きなプレッシャーをかけることが可能だろう。場合によっては、停戦を結ぶことさえ不可能ではない。

（そうすれば当面は村も、ルワットの畑も無事だ）

　ふと思い立って、光学センサを拡大。コクピット正面のスクリーンに、ルワットの畑が拡大された。

　村人の避難は早朝、まだ日が昇のぼりきらぬうちに終しゆう了りようしている。ルワットは今朝も旭たちを訪ねてきてくれたらしいのだが、出しゆつ撃げきの準備が忙いそがしかったため、すれ違ちがいになってしまった。

　できれば、会っておきたかったかな──そんなことを考えていると、カルロスたちから通信が入った。

『ちっと早いが、そろそろ配置につくぞ』

『そうね、わたくしもそうします』

「ああ、よろしく頼むよ」

　そう返信しながら、旭は表情を引き締しめ直した。そのまま、指示を続ける。

「〈ケントゥリア〉はそれぞれ二機ずつ使って。出来るだけ壊こわさないようにね」

　その言葉と同時に、六機の無人ＡＳが身を起こした。頭部の十字形をしたメインセンサが、赤く明めい滅めつする。

『出来る限りはな』

『そちらは、あまり期待しないでもらえるかしら』

　それぞれ勝手なことを言いながら、カルロスと菊乃の〈エンハンスド〉は配置に向かう。その後に二機ずつ従う〈ケントゥリア〉。

「さて、と」

　出来る限りの手は打った。それも、ミハイロフの意向に異を唱えてまで。もしこれで失敗するようなことがあっては──

（いや、違う）

　別に自分は虚きよ偽ぎの報告をしたわけではないし、具ぐ申しんした意見に誤りがあったわけでもない。ただその判断に多少、個人的な感情が交じっていたというだけのことだ。

　それにそもそも、勝ちさえすれば何の問題もないではないか。

「…………」

　いつの間にか、胃の重いしこりは鈍にぶく痛み始めていた。




「はあ……」

　狭せまい〈エンハンスド〉のコクピットに、菊乃の物もの憂うげなため息が響いた。

　モニターに映った原生林の木々が、風にそよいでいる。手はず通り緑に覆おおわれた峠の一帯に、菊乃の〈エンハンスド〉は身を潜ひそめているのだ。

　ややあって菊乃は、通信を旭の機体に繫つなぐ。

「ねえ旭、わたくしとてもつまらないのだけど」

『……姉さん、仕事はつまるつまらないでするものじゃないだろ』

　すぐさま、呆あきれ返った声で返事があった。

「分かっているけど、これはどうかと思うのよ」

　そう言いながら菊乃は、コクピットのスクリーンに視線を落とす。右下の片かた隅すみが切り取られており、現在〈エンハンスド〉の管制下にある〈ケントゥリア〉二機の状じよう況きようが表示されていた。

　本来、〈エンハンスド〉に無人ＡＳの管制能力はない。だが高度な自律機動が可能な〈ケントゥリア〉ならば、ごくわずかな改造のみで〈エンハンスド〉からのコントロールが可能なのである。

「こんな黙だまってモニターをながめるだけのお仕事、それこそカカシだってできるじゃないの」

『便利じゃないか。一体、姉さんは何が不満なんだい？』

「本当につまらないわ。わたくしは、こんなお人形遊びをするために戦場に立っているのではないのよ」

『戦争ってのはそんなものだろ。剣けんより槍やり、槍より弓矢、そして銃じゆう、大たい砲ほう──つまるところより遠くから、より安全に、より一方的に相手を倒たおす。武器っていうのはそもそも、そういう方向に進歩してきたものじゃないか』

　それは一見、いつもと同じ姉弟きようだいのやり取りに見えた。菊乃のわがままやずれた言動を、旭が呆れながらもたしなめて、作戦へと誘ゆう導どうする。そんなかけ合いは二人にとって、実戦に臨む際に必要な、ある種の儀ぎ式しきでもあった。

　だが今、旭の言葉にはそんないつもの余よ裕ゆうがない。

『とにかく、今日ばかりは真ま面じ目めに仕事してよね。あまりふざけていると、しまいには僕だって怒おこるよ』

　念を押す旭の言葉に、菊乃は小さくため息を漏もらす。そのままどこか物憂げな声で、弟に尋たずねた。

「ねえ旭、そんなにこの村を守りたいの？」

『は？　当たり前だろそんなの、仕事なんだし』

「本当にそれだけ？　ひょっとして、カルカの村を思い出したのではなくて？」

『…………』

　そう踏ふみこむと、旭は通信機の向こうで黙りこむ。

「わたくしは思い出したわ。国も人も違うのに、この村はどこかカルカに似ている」

　ふと夢見るような目で、菊乃は自分の過去を思い返す。

　カルカ村は、南アジアのネパールにあった小さな農村だ。幼い日の姉弟は、父と三人で息を潜めるようにその村で生きていた。

　母のことは、顔も名前も知らない。だが父がはるか東の『ニホン』という国の出身で、『カクメイ』というものを目指して国を出たことは、子供心に知っていた。

「父様は最後まで革命という幻げん想そうを捨てられず死に、わたくしとあなたもカルカを追われたわ。もうわたくしたちが帰る場所は、どこにもない。どんなに似ていても、ここはダナエ村でカルカではないの」

『……分かってるよ』

「ねえ旭、この村やあの子にとって、わたくしたちは束つかの間の客人まれびとよ。互たがいの道が一いつ瞬しゆんだけ交わったとしても、決して重なり合うことなくまた離はなれていくだけ。それをわきまえなさい」

『わ、分かってるって言ってるだろ!!　だいたい姉さんは──』

「──静かに」

　爆ばく発はつしかけた弟に、菊乃は鋭するどく一言だけ告げる。わずかに戸と惑まどった旭だが、すぐ姉の声こわ色いろの変化に気づいた。

『来たのかい？』

「ええ」

　一瞬の静せい寂じやくを破り、無数の鳥たちが木々の梢こずえを揺ゆらして一いつ斉せいに飛び立った。遠えん雷らいのような響きが、山々に轟とどろきわたる。

　ほぼ同時に〈エンハンスド〉のセンサと菊乃自身の直感が、超ちよう音おん速そくで接近する飛ひ翔しよう体を捉とらえた。

　素す早ばやく身を伏ふせて防ぼう御ぎよ体勢を取るのとほぼ同時に、紅ぐ蓮れんの花が咲さいた。腹に響く轟ごう音おんと共に、立ち上る爆ばく煙えん。撒まき散らされた弾だん片ぺんが、〈エンハンスド〉の装そう甲こうに弾はじかれて乾かわいた音を立てる。

　大口径砲ほうによる長ちよう距きよ離り砲撃だ。それもこの峻しゆん険けんな山さん岳がく地帯まで短期間で運びこまれているということは、おそらく砲戦型のＡＳだろう。

（あの方々では、ないのですか？）

　かすかな失望を覚えながらも、菊乃の頭脳は高速で回転し、現状を分ぶん析せきする。

　観測された弾道からして、曲射による間接砲撃ではない。有視界による直射砲撃、それもどうやら敵砲手は、菊乃たちの位置を大まかにしか摑つかんでいないようだ。今の初撃はおそらく、こちらを炙あぶり出すためのものだろう。

　ならば、打つ手はある。薄うすく笑った菊乃は、音声入力スイッチを押しこんだ。

　さて、次はこちらの番だ。

「ＭＩＫＥミケ、あのお人形さんたちに繫ぎなさい」

《了りよう解かい》

　ＡＩを介かいして〈ケントゥリア〉に指令を出す。ＥＣＳを解除した二機の無人ＡＳは、最大速度での突とつ撃げきに移った。それを尻しり目めに菊乃自身の〈エンハンスド〉は、ＥＣＳを展開したまま足音を忍しのばせつつ迂う回かいしながら接敵する。

　続けざまに響く砲声。無む謀ぼう極きわまりないバンザイ突撃にもかかわらず、〈ケントゥリア〉は巧たくみな乱数機動で回かい避ひし続ける。二射、三射──だが四射目でつかまった。

　直撃を受けた〈ケントゥリア〉が、微み塵じんに消し飛ぶ。もう一機は五射目を辛かろうじて避さけたものの、至近距離で撒き散らされた弾片により上半身を吹ふき飛ばされた。腰こしから下はそれでもふらつきながら前進を続けるが、三歩目で力尽つきて横転した。

　立て続けの損害だが、計算通りだ。砲撃から弾道を逆算し、砲手の位置を割り出す。砲撃のたびに位置を変へん更こうしているようだが、おそらくは──

（中々やるではありませんか、あのお人形さんたち。使い道はありますわね）

　意外な〈ケントゥリア〉の健けん闘とうに驚おどろく菊乃、その視点がスクリーンの一画に止まる。木々の隙すき間まからちらりとのぞく、赤い影かげ──

「これは」

　菊乃がそれをＡＳだと判断したのと同時に、その敵機も彼女の〈エンハンスド〉に気づき、振ふり向いた。スクリーンとメインセンサ越ごしに交差する、二人の視線。

「ああ……」

　敵機の姿に、菊乃は感極まった声を上げた。武装こそ一変しているものの、その姿は見み間ま違ちがいようがない。

　ＡＳ─１〈レイヴン〉二号機──他ならぬ彼女自身が、短い間とはいえ乗りこんでいたのだから。

「ＭＩＫＥ、ＥＣＳを解除しなさい。一気に攻せめますわ」

　そうＡＩに命じるなり、菊乃の〈エンハンスド〉は跳はね起きた。

〈エンハンスド〉の両手が、機体の腰と背後に伸のばされた。日本刀を模した長大な刃やいばが抜ぬき放はなたれ、陽光にきらめく。

　二振りの一〇式単分子カッターを構え、〈エンハンスド〉は駆かけ出した。

「やはり、来てくださったのですね」

　コクピットで菊乃は、甘い息を漏らしていた。




　一方、カルロスの〈エンハンスド〉は、谷間の急流を見下ろす崖がけの上に陣じん取どっていた。

　乾かん季きのため水量は減少しているものの、川の流れは速い。水深も二メートル以上──ＡＳの膝ひざ近くまである。

　ＡＳが流れに逆らって奇き襲しゆうをかけようとしたところで、無視できない障害だ。実際、先日の政府軍の攻こう勢せいでは、立ち往生した敵ＡＳを〈ケントゥリア〉の十字砲ほう火かに捉えて一方的に殲せん滅めつしている。

（さて、今度もそううまくいってくれりゃ楽なんだが、情報が正しけりゃ来るのはアレだしな）

　カルロスが無意識に唾つばを飲んだその時、遠雷の轟きが谷間に木霊こだました。

「来やがった！」

　急速に接近しつつある地上の雷鳴。白波をかき立て、青い電光が水面を駆ける。

　ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉一号機だ。

「やはりてめえか、タツヤ……」

　一瞬だけ、カルロスは目を閉じる。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の訓練キャンプで足手まといのド素人しろうとと侮あなどり、痛い目をみたこと──

　カリフォルニア山中で〈レイヴン〉移送中に奇襲を受け、窮きゆう地ちに追いこまれたところを助けられたこと──

　マランパやバリクの戦場で、肩かたを並べて戦ったこと──

　それらの情景が次々と脳裏を過よぎり、そして次の瞬しゆん間かんにはその全すべてを忘ぼう却きやくした。

「行きな」

　操縦スティックのポインティング・デバイスを操作し、管制下の〈ケントゥリア〉へのコマンドを選せん択たくする。躊ちゆう躇ちよせずに『ＡＴＴＡＣＫ』を実行。

　谷間に、耳をつんざくような砲声が響いた。ＥＣＳ不可視モードで身を伏せていた〈ケントゥリア〉が、〈レイヴン〉へ先制攻こう撃げきをかけたのだ。

　不可視モードのＥＣＳは非常に大量の電力を使用するため、ＡＳの戦せん闘とう機動と併へい用ようするのは不可能だ。だが、ＡＳ自体が動きを止め、激しい動作を取らないのならば、何の問題もない。

　事実、伏撃や狙そ撃げきとＥＣＳの組み合わせは、ＡＳにおけるセオリーの一つだ。

　フルオートの四〇ミリ弾が、〈レイヴン〉へと降り注ぐ。突とつ然ぜんの奇襲を受けた〈レイヴン〉だが、反応は速かった。

　跳ちよう躍やくと同時に、肩のアジャイル・スラスタが咆ほう吼こうした。陸戦兵器としては破格の速度にものを言わせ、急きゆう上じよう昇しよう。弾だん幕まくを一気に振り切ろうとする。

　だが──

「甘いな、まだまだ」

〈ケントゥリア〉を通して戦せん況きようを管制するカルロスは、動どう揺ようしなかった。

　スラスタ噴ふん射しやによって、空中でも抜ばつ群ぐんの機動力を誇ほこる〈レイヴン〉。だが左右を崖にふさがれたこの谷間では、その運動性も発揮しきれないはずだ。

〈ケントゥリア〉のＡＩは自動的かつ冷静に射角を変更し、今度こそ〈レイヴン〉を捉えようとする。

　だが次の瞬間、〈レイヴン〉の機体がかき消えた。

「何!?」

　目を剝むくカルロス。とはいえ、〈レイヴン〉が不可視型ＥＣＳを使用した訳ではない。むしろその逆だ。

　反射的に崖を蹴けって、跳躍の方向を変化。滞たい空くう中にスラスタを噴ふかして急上昇。それらの機動を縦横に組み合わせ、瞬時に断だん崖がいを駆け上ったのだ。

　虚こ空くうに紫し電でんが走る。〈レイヴン〉の急接近に備え、〈ケントゥリア〉が不可視型ＥＣＳをかなぐり捨てたのだ。電力をマッスル・パッケージの駆く動どうに回し、素早く散開。

　だが、遅おそすぎた。

〈レイヴン〉の構えた長大な十文字槍やり──〈ドラゴンフライ〉近接戦闘システムが、その穂ほ先さきを射出する。単分子カッターの穂先は狙ねらい過あやまたず、一体の〈ケントゥリア〉の胴どうを深々と抉えぐった。

　アジャイル・スラスタを最大出力に。そのまま〈レイヴン〉は〈ケントゥリア〉の機体を支点とし、振り子の動きで一気に上空へ舞まい上がる。その軌道が、もう一機の〈ケントゥリア〉の移動と重なった。

　谷底から縦方向に上昇する〈レイヴン〉と、崖上を横方向に疾しつ駆くする〈ケントゥリア〉。交差の一瞬、〈レイヴン〉は〈ドラゴンフライ〉本体から散さん弾だん砲ほうを外し、左手一本で発砲した。

　砲門から放たれたのは対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔ、発射後に一定距離で分ぶん裂れつし、広こう範はん囲いに成形炸薬弾ＨＥＡＴを撒き散らす強力な砲弾だ。それを至近距離で浴びた〈ケントゥリア〉は、右みぎ腕うでと右肩かたをごっそりともぎ取られて横転、機能を停止する。

　さらに〈レイヴン〉は〈ドラゴンフライ〉のワイヤーを巻き取る。引きずられて体勢を崩くずした〈ケントゥリア〉に空中突撃。穂先の再接続と同時に槍を縦に撥はね上げ、機体を唐から竹たけ割わりに叩たたき斬きった。

　もがく〈ケントゥリア〉の残ざん骸がいに向け、〈レイヴン〉は至近距離から散弾砲を撃うちこんだ。一射、二射、三射と、機体が原形を留とどめなくなるまで撃ち続けた。

　接敵から二機の〈ケントゥリア〉が撃げき破はされるまで、わずか一〇秒足らず。カルロスの〈エンハンスド〉が、援えん護ごする余よ裕ゆうさえなかった。

「あいつ、本当にタツヤか？」

　呆ぼう然ぜんとカルロスはつぶやく。

　強さだけではない。たとえ相手が無人機とはいえ、その機体を必要以上に破は壊かいした攻撃性に、強い違い和わ感を感じたのだ。

　振り向いた〈レイヴン〉のメインセンサが、〈エンハンスド〉を捉える。機体同士の目があった瞬間、カルロスの背筋を悪お寒かんが駆け抜けた。

〈エンハンスド〉がライフルを照準するのと、〈レイヴン〉が突つっこんで来たのはほぼ同時だった。

　地面すれすれの低い姿勢で弾幕をかいくぐり、プラズマの残光を引きながら〈ヘイヴン〉が瞬時に格かく闘とう戦の間合いに入る。

　身を起こしながら繰くり出された〈ドラゴンフライ〉が弧こを描えがき、〈エンハンスド〉のライフルを叩き斬る。そのまま一直線に繰り出された左の突きを、カルロスは抜きはなった単分子カッターで辛かろうじて受け止めた。

「速い、いや──」

〈レイヴン〉の猛もう攻こうは、単純な速度や手数によるものだけではない。刺突や斬撃といった白兵戦のモーションに合わせて一いつ瞬しゆんだけスラスタを噴かすことにより、動作そのものを加速しているのだ。

　今までの推力に任せた突撃とは全く異なる、真の意味でアジャイル・スラスタを使いこなしたＡＳ近接格闘術ＣＱＣが、カルロスを圧あつ倒とうする。

　辛うじて渡わたり合えたのは、わずかに五合。六合目でカッターごと、〈エンハンスド〉の左腕が宙に舞う。

「くそったれ！」

　罵ば声せいを張り上げながら右足を引き、左半身を前に出す。咄とつ嗟さの判断で、迫せまる〈ドラゴンフライ〉の突きを左肩のシールドで受け止めた。

　激しい衝しよう撃げきと共に、単分子カッターの穂先がシールドごと左肩を貫かん通つうした。左腕の駆動が完全に停止するものの、機体中ちゆう枢すうは辛うじて無事だ。

　至近距きよ離りでにらみ合う〈レイヴン〉に向かって、〈エンハンスド〉は残された最後の武装である右腕のガトリング砲ほうを乱射──と同時に、スクリーンから〈レイヴン〉の機体が消え失うせた。

《五時方向──》

「後ろだとぉっ!?」

　ＡＩであるエビータの報告に、カルロスは驚きよう愕がくした。




『インドシナの内戦で、反政府軍の戦力として〈ケントゥリア〉が投入された』──新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がこの情報を入手したのは、フィリピンのマニラでだった。

　すぐさま〈シンドバッド〉号は東南アジアに急行、政府軍にＡＳ戦力の提供を申し出る。撃破もしくは拿だ捕ほした〈ケントゥリア〉をＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が引き取ることを条件に、報ほう酬しゆうの見積もりはタダ同然である。

　元々機き甲こう戦力に乏とぼしく、虎とらの子の〈セプター〉まで失った政府軍は、この押し売りを受け入れた。かくして新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．はダナエ村の攻こう略りやくに、四機の第三世代型ＡＳを投入することとなる。

　東の峠とうげ、西の谷間、そして残る南の尾お根ねでも戦せん端たんは開かれていた。

　緋ひ色いろのマントを翻ひるがえし、白銀のＡＳが〈ケントゥリア〉に向けライフルを猛もう射しやする。プロイセンの胸きよう甲こう騎き兵へいを思わせる重じゆう厚こうな機体には、そこかしこに金色の装そう飾しよくが美々しく施ほどこされていた。

　見る者が見ればその機体が、ドイツ製の第三世代型ＡＳである〈ヴォルフ〉だと分かっただろう。

　二機の〈ケントゥリア〉は巧たくみな回かい避ひ機動を取りつつ、要所要所で撃ち返してくる。手厳しい反はん撃げきに、今度は〈ヴォルフ〉が後退を強しいられた。

「よもや私がこのような雑ぞう兵ひように手こずるとはな」

〈ヴォルフ〉のコクピットで、オペレータのユースフ・アル・ケートリーはそう嘯うそぶく。

　ユースフは中東の新興国であるラシッド王国の第三王子であり、その財力とコネクションを生かしてスポンサーとして新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の屋台骨を支えている。さらに一方ではこのように、自らＡＳを操あやつる優ゆう秀しゆうな戦力でもあるのだ。

　だが膠こう着ちやくした戦況の中で、秀しゆう麗れいな顔には珍めずらしく焦しよう慮りよが浮うかんでいた。

　ドイツ製ＡＳ伝統の重装甲にもかかわらず、〈ヴォルフ〉の機動性は低くない。優すぐれた設計と、大出力のパラジウム・リアクターの賜たま物ものである。

　だが〈ケントゥリア〉の敏びん捷しようさと比べた場合、ＡＳ戦闘ではやはり分が悪いのだ。

「されど魂たましいなき絡から繰くり仕じ掛かけの兵ごとき、我が身を傷つけること能あたわぬ！　況いわんやその背に隠かくれた匹ひつ夫ぷごとき、恐おそるるに足らず！」

　自らを鼓こ舞ぶすべく大だい音おん声じようを張り上げ、ユースフの〈ヴォルフ〉は手にしたサーベル状の単分子カッターを、高々と掲かかげる。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を僭せん称しようする賊ぞく徒とどもよ、貴様らに一片でも戦士としての矜きよう持じあらば、我と刃やいばを交えよ。さもなくば──」

『……若、要注意』

「うおっ!?」

　布告の途と中ちゆうで、傍かたわらのＡＳが〈ヴォルフ〉の機体を地面に引き倒たおす。ほぼ同時に直前まで〈ヴォルフ〉のコクピットが存在してた空間を、超ちよう音おん速そくで飛来した装弾筒付翼安定徹甲弾ＡＰＦＳＤＳが貫つらぬいた。

〈ケントゥリア〉の攻撃ではない。その後ろに身を潜ひそめた、狙そ撃げき手しゆによるものだ。

「すまぬな、サミーラ」

『……注意一秒怪け我が一生』

　素す早ばやく〈ヴォルフ〉を起こしながら、ユースフは僚りよう機きに礼を言う。ロシア製の第三世代型ＡＳであるZy─99Ｍ〈シャドウ〉、操るオペレータはユースフの乳ち兄妹きようだいでもある侍じ女じよのサミーラ・ビント・ハッサンだ。

　ここぞとばかりにフルオートで浴びせられた〈ケントゥリア〉の射しや撃げきを、〈ヴォルフ〉と〈シャドウ〉は素早く散開して回避する。同時に飛来した狙撃の二射目が、〈ヴォルフ〉の左肩の装甲を抉った。

「忌いま々いましいが、良き腕よ」

『……同意』

　敵は前衛の〈ケントゥリア〉を盾たてにしてこちらの接近を阻はばみつつ、狙撃で仕留める腹積もりらしい。捻ひねりはないが、有効な手である。

「とはいえ、このまま足止めされておるわけにもいかぬ。攻せめるぞ、サミーラ。私は左の木で偶くを落とす」

『……承知、私は右を』

　命令一下、主従のＡＳは突とつ撃げきした。〈ヴォルフ〉、〈シャドウ〉共に標的の〈ケントゥリア〉へと肉にく薄はくする。

　乱戦に持ちこむことで誤射の確率を上げ、厄やつ介かいな狙撃を封ふうじる手である。

　距離を取ろうとする〈ケントゥリア〉だが、さすがに退ひき足よりは〈ヴォルフ〉の追い足が速い。浴びせられる迎げい撃げきの弾だん幕まく、被ひ弾だん──四〇ミリ弾の数発程度、〈ヴォルフ〉の装甲なら耐たえられる。

　機体に弾だん痕こんを刻みながら、〈ヴォルフ〉は単分子カッターを大上段から振ふり下ろす。〈ケントゥリア〉もカッターを抜ぬき、それに応じた。無人機とは思えない柔じゆう軟なんな反応で、〈ヴォルフ〉と斬り結ぶ。

「やるな、だが──」

　敵機の突きをかわしざま、ユースフは左足を軸じくに機体を一転させた。たなびく緋色のマントが、〈ケントゥリア〉のメインセンサから〈ヴォルフ〉の姿を隠す。

　その一瞬を狙って繰り出された後ろ回し蹴げりが、〈ケントゥリア〉の胸むな板いたを捉とらえた──かに見えた。

「何!?」

　手て応ごたえがない。蹴りを受けた〈ケントゥリア〉はその衝撃に逆らわず、むしろ利用して後方に跳ちよう躍やく、まるで軽かる業わざ師しのように見事なとんぼを切る。狙撃手と〈ヴォルフ〉の間に射線が空いた。

　読まれていたのだ。愕がく然ぜんと立ちつくす〈ヴォルフ〉に、死の銃じゆう弾だんが──

『……若！』

「まだだ！」

　とっさに機体を前方に投げ出す。飛来したＡＰＦＳＤＳによって背中の装甲がごっそり抉えぐり取られるが無視。〈ヴォルフ〉はまだ動く。

　跳はね起きながらライフルを照準。高度な火器管制システムＦＣＳと独自の脚きやく部ぶ関節機構によって、〈ヴォルフ〉の走行間射撃は各国のＡＳで屈くつ指しの精度を誇ほこる。着陸というＡＳにとって最も無防備な瞬しゆん間かんを狙ねらったフルオート射撃は、ついに〈ケントゥリア〉を捉えた。

　三五ミリ弾の掃そう射しやを浴び、崩れ落ちる〈ケントゥリア〉。ユースフは、息つく間もなく戦せん況きようを確かく認にんする。

　サミーラの〈シャドウ〉は、残る一機の〈ケントゥリア〉を相手に苦戦していた。

　すでにライフルを失い、ハンドガンで牽けん制せいしながら敵機を引きつけている。脚部も損傷しており、動きが鈍にぶい。

『……若は、後方の本丸を。ここは私が』

「一分持たせよ」

『……了りよう解かい』

　にもかかわらず、主従が交かわした会話はこれだけだった。〈ケントゥリア〉に追いこまれていく〈シャドウ〉を一いつ顧こだにせず、ユースフの〈ヴォルフ〉は斜しや面めんを駆かけ上る。

　敵機──発見。

　稜りよう線せんの向こうで動く緑の影かげは、大口径の滑かつ腔こう砲ほうを構えたＭ９〈エンハンスド〉である。それも、見覚えのある機体だ。

「やはりそなたであったか、アキラよ」




　激しい銃声が森の静せい寂じやくを完かん膚ぷ無きまでに打ち崩くずし、飛び交う銃弾が容よう赦しやなく木々を裁断していく。

「良い機体だ」

〈レイヴン〉二号機のコクピットで、アデリーナはそうつぶやく。

　二号機の姿は、今までと一変していた。

　右手では大口径榴りゆう弾だん砲を、左手では長砲身のチェーンガンを、それぞれ腰こし溜だめに構えている。肩かたと腰のアジャイル・スラスタは取り外され、ウェポンラックや火砲の支持架かに換かん装そうされていた。

　ＡＳ─１火力支し援えん形態、通つう称しよう〈ブラスト・レイヴン〉。

『もう、意地悪ですわねアデリーナさん』

　無線越ごしに響ひびく菊乃の声も、いつもの余よ裕ゆうを欠いている。

　今は〈エンハンスド〉の機動力によってアデリーナの猛射を回避し続けているものの、全く距きよ離りを詰つめられていないのだ。

　強きよう靭じんな機体フレームと大出力のジェネレーターに支えられ、これだけの重装備にもかかわらず二号機の挙動は意外な程に俊しゆん敏びんだ。〈エンハンスド〉が砲ほう撃げきの合間を縫ぬってわずかに前進しても、後退して相対距離を保つ程度は造作もない。

『そんなにわたくしと踊おどりたくないのですか？　つれない方です』

（何とでも言え）

　抗こう議ぎらしき菊乃の言葉を、アデリーナは無言のまま無視する。自分より白兵戦の技量が勝まさる相手に、わざわざバカ正直に近接戦せん闘とうで付き合う必要はない。このまま火力で封ふう殺さつすればよいだけだ。

　戦いとは、合理的に行なうものなのだ。

『それにしても、達たつ哉やさんはどちらにおられますの？』

　不意に、菊乃の声の調子が変わった。ささやきかける『タツヤ』という声の甘い響きにアデリーナは苛いら立だつが、意思の力で抑おさえつける。

「答える義務はないな」

　わざわざそう答えたのは、抑えきれなかった感情の表れだったが。

『そうですか、残念ですわ。できればあの日の続きを致いたしたかったのですが』

「……何のことだ？」

『まあ──』

　また菊乃の声の調子が変わった。まるで舐なめるような、愉ゆ悦えつを孕はらんだねっとりとした声が、アデリーナの心身に絡からみつく。

『まあまあまあ、何もお聞きになっておりませんの？　これはこれは、達哉さんも中々に不実な方ですのね』

「それは──」

　戯ざれ言ごとに耳を傾かたむける必要はない、培つちかってきた兵士としての経験はアデリーナにそう忠告する。

　だが、彼女の中に存在するそれ以外の何かが、彼女に続く問いを強いた。

「──どういうことだ？」

『アラスカのあの日、二人きりで交わした契ちぎりの続きを果たしたい。わたくし、そう申し上げているのですよ』

「契り、だと？」

　釣つられているという自覚はあるのだが、どうしても無視できない。

「貴様、タツヤに何をした!?」

『二人のだけの秘ひめ事を口にしろとおっしゃるのですか、アデリーナさん。そんなはしたないこと、わたくし出来ませんわ』

「早く言え！」

『あらあら、そこまでおっしゃるのでしたら』

　次の瞬間、アデリーナは菊乃が三日月の笑えみを浮うかべるのをありありと幻げん視しした。

『あの日、わたくしと達哉さんは初めての接せつ吻ぷんを交わしたのですわ』

「……なに」

　その瞬しゆん間かん、少女は兵士である自分を忘れた。

　覚えはある。

　先日のアラスカ戦後に、〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱんで見せられた、タツヤの奇き妙みような態度。そして唇くちびるの汚よごれ。もしかしたらあれは──

《接近警報》

　ＡＩであるカラマーゾフの報告に、アデリーナは我に返った。アデリーナの一瞬の自失を奇き貨かとして、菊乃の〈エンハンスド〉が猛もう然ぜんと突つっこんでくる。

「あ……しまっ……」

　もはや後の祭りだ。アデリーナは瞬時に思考を、兵士としてのそれに切り替かえる。
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　とっさに榴弾砲のトリガーを引くが、照準が甘い。完かん璧ぺきに発砲のタイミングを見切っていた菊乃は、右前方へと機体を投げ出した。Ｊロール機動で易やす々やすと射線から身を逸そらし、跳ね起きる。

　その一挙動で〈レイヴン〉と〈エンハンスド〉の距離は、一気に詰められた。

（再装そう塡てん、再照準──間に合わない）

　現時点で必要なのは、面での制圧力。アデリーナは瞬時に判断を下した。

　操縦スティックの予備兵装ボタンを押しこんだ。同時に両りよう肩かたのウェポンラックから、盛大な白はく煙えんが立ち上る。

　一いつ斉せいに放たれた無数のロケット弾が、〈エンハンスド〉を狙う。しかし──

『ハッ！』

　気勢と共に、〈エンハンスド〉の巨きよ体たいが宙に舞まった。鮮あざやかな跳躍で無誘ゆう導どうのロケット弾を回かい避ひしつつ、空中で身をひねってジャクソン・アーチ。そのまま、〈レイヴン〉の背後に着地する。

『待っていましたわ、これを』

「ああ、わたしもな」

　想定通りの動きを取った〈エンハンスド〉を迎撃すべく、〈レイヴン〉は素早く左方向に旋せん回かいした。

　そのまま構えた榴弾砲ごと、右みぎ腕うでを突き出す。同時に砲門で、折りたたまれていた銃じゆう剣けんが展開した。鈍く煌きらめく単分子カッターの切っ先が、深々と〈エンハンスド〉の左肩を抉る。

『きゃあっ!?』

「終わりだ！」

　全くためらわずに発砲。トリガーを引く指には正直な話、必要以上の力がこめられていた。

　踵かかとのアウトリガーが展開し、砲撃の強きよう烈れつな反動を受け止める。接射で放たれた一五五ミリ砲弾。

「…………っ」

　だがその一撃は、空を切っていた。

　発砲の直前、菊乃の〈エンハンスド〉は自機の左腕を切り落とし、銃剣による拘こう束そくから逃のがれたのだ。

　すかさず追撃に左のチェーンガンを掃射。だが菊乃機は巧たくみに弾幕をかいくぐり、距離を取る。

「しぶといな、全く」

　賞賛と忌いま々いましさを相反させながら、アデリーナはつぶやく。その眼前で〈エンハンスド〉は身を翻ひるがえすと、逃とう走そうに移った。

『ああ、素す晴ばらしいですアデリーナさん。あんなに硬かたくて太いモノでわたくしを貫つらぬいた上、熱いモノを浴びせようとなさるなんて。あやうく逝ゆくところでしたわ』

「今度こそ一発お見み舞まいしてやる」

「まあ、素敵」

　とっさに追おうとしたアデリーナだが、寸前で思い直す。まだ作戦は継けい続ぞく中だ。無力化し撃退した敵機を深追いするよりも、作戦の遂すい行こうに注力すべきだろう。

　アデリーナの〈レイヴン〉二号機は、長大な砲身を構え直した。




　突きつけられた〈エンハンスド〉のガトリング砲を目にして、達哉は咄とつ嗟さにペダルを踏ふみこんだ。続いてスラスタのスイッチを押しこむ。

〈レイヴン〉は左前方へのステップと同時に、スラスタを一瞬だけ噴ふん射しや。踏みこんだ左足を軸じくとした円の動きで、瞬時に〈エンハンスド〉の背後へと回りこむ。

　そのままの勢いで、腰の鞘シースから一〇式単分子カッターを抜ばつ刀とう。横よこ薙なぎに振ふるわれた抜ぬき撃うちの斬ざん撃げきが、〈エンハンスド〉の機体を捉とらえた。

　一いつ閃せん。

　腰から斬きり飛ばされた〈エンハンスド〉の上体が、地面に叩たたきつけられる。

「終わったか」

　達哉は止めていた息を吐はき出しながら、〈エンハンスド〉の残ざん骸がいをじっと見下ろす。

　コクピットが展開し、オペレータが脱だつ出しゆつした。ふらついてはいるみたいだが、怪け我がはないようだ。

　ほっとする間もなく、達哉は息を吞のんだ。

「カルロス！」

　とっさに外部スピーカーのスイッチを押しこみ、達哉は叫さけんだ。

『よう、久しぶりだな』

　悪びれないその声を、〈レイヴン〉のマイクは拾い上げる。

　この状じよう況きようで久しぶりとは人を食った物言いだが、事実でもある。最後にカルロスと顔を合わせたのは昨年のバリクだから、およそ二ヶ月ぶりだろうか。

「何で、連中についてるんだよ？」

『そりゃまあ、他にメシの食い方を知らないしな』

　剽ひようげた物言いに、達哉の頭に血が上る。

「正気かよ!?　社長をあんな目にあわせたやつらなんだぞ！」

『マオ社長には色々と義理もあるが、命を張るほどの恩はねえよ』

「──っ」

　手厳しい拒きよ絶ぜつの言葉に、達哉は言葉を失った。

「そもそもお前たちこそ正気か？　王子サマの金で戦争ゴッコするにしても、天下のジオ社に喧けん嘩かを売るかよ普ふ通つう」

　せせら笑いながらカルロスは、〈ケントゥリア〉の残骸を見やった。

『あのガラクタに関しては、アメリカ政府や軍ともズブズブだぜ。本当に勝てると思ってるのかよ？』

「…………」

『どうせまたリーナあたりから言われるまま、ふらふらこんな所までついて来たんだろ？　悪いことは言わねえ。とっとと故郷に──可愛かわいい妹ちゃんのところに帰りな』

「いいや、それはできない」

「あん？」

　モニターのカルロスが顔をしかめるが、達哉はきっぱりと言いきった。

「これはもう、俺の戦いだから」

〈シンドバッド〉号の格納庫での、アデリーナとのやり取りを思い出す。

「だからまだ、帰ることはできない」

〈ケントゥリア〉の真実を知った今、それに背を向けて逃にげることはできない。意思を持たず、ただ命じられるまま殺さつ戮りくを繰くり返す戦せん闘とう機械。

　それを解き放った責任が、たとえ一片とはいえ自分にある以上、逃げるわけにはいかないのだ。

『……そうかよ、なら勝手にしな』

　呆あきれたようにつぶやくカルロスから目をそらさず、達哉はスティックのスイッチを押しこむ。

〈レイヴン〉の両肩でスラスタが作動した。ふわりと浮き上がった機体は、そのまま後方へと向き直る。

「ああ、勝手にするさ」

　その一言だけを残し、〈レイヴン〉は急加速で駆かけ出した。




　急速に遠ざかる〈レイヴン〉を見送りながら、カルロスは舌打ちした。

「俺の戦い、かよ。ガキが一丁前に吹ふきやがって」

　ぼやく声にも精せい彩さいがない。何せそのガキ相手に、完かん膚ぷ無きまでに叩きのめされた直後なのだから。

　以前の『入社試験』とはわけが違ちがう、命がけの実戦でだ。カルロスは世界屈くつ指しのＡＳである〈エンハンスド〉で達哉に挑いどみ、そして敗れた。

「そろそろ俺も、年ねん貢ぐの納め時かね」

　カルロスにしても腕うで一本でこの業界を渡わたってきたＡＳ乗りだ。自分の技術には自負がある。それがＡＳに乗って半年足らずの青二才相手に、地力で競せり負けてしまった。

　悔くやしいとか情けない以前に、体の芯しんにぽっかりと空白が出来たような、奇妙な覚おぼ束つかなさがある。コロンビア軍を除隊になった時も、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を乗っ取られた時も、こんな気持ちを味わったことはなかった。

「って浸ひたってる場合じゃねえっての。とっとと撤てつ退たい撤退──」

　このまま前進してくるだろう政府軍の部隊と遭そう遇ぐうしてしまえば、厄やつ介かいなことになる。それ以前に旭たちと合流せねばならないのだが、あいにくと足がない。

　とりあえず通信を、と思った時、不意に巨きよ大だいな影かげが立ち上がった。

「うおっ!?」

[image: ]

　倒たおれ伏ふしていた、〈ケントゥリア〉の一機だった。右腕を失ったショックで機能停止したかに見えたのだが、どうやらまだ行動可能だったようである。

（何だってんだ？　タツヤがいなくなった途と端たん、急に動き出しやがって）

　まさか無人機が死んだふりでもしていたというのだろうか？　そんなあり得ない仮定すら抱いだきつつ、カルロスは薄うす気き味み悪そうにその〈ケントゥリア〉を見上げた。




　急変した戦せん況きように、旭は唇くちびるを嚙かみしめる。

　前衛が抜かれ、肉にく薄はくするユースフの〈ヴォルフ〉と旭の〈エンハンスド〉は、激しく砲ほう火かを交えていた。

『そなたとの因いん縁ねんも、ここで終わらせようぞ。我が刃やいばの子守歌もて眠ねむるがよい』

「相変わらず、ふざけたことを」

　ユースフとは、マランパとユーコン研に続く三度目の対たい峙じである。互たがいの技量や機体性能は伯はく仲ちゆうしているが、この状況では明らかに旭が不利だ。

〈エンハンスド〉が装備している大口径・長射程の滑かつ腔こう砲ほうだが、長砲身のため取り回しが悪く、連射も利かない。この距きよ離りの撃ち合いには向いていないのだ。

　腰よう部ぶにマウントされた〈ゼーロス〉ガトリング砲は、逆に二〇ミリの小口径のため〈ヴォルフ〉の重装そう甲こうには効果が薄い。

　いや、そもそもそれ以前に、すでにダナエ村の東と西では菊乃とカルロスが敗退しているのだ。もはや村の失しつ陥かんは避さけられない以上、旭一人が南方を死守しても意味はない。

　一刻も早く、撤退に移らねば。

（でも、その隙すきが──ああ、作ればいいのか）

　スクリーンの片かた隅すみに、満まん身しん創そう痍いで懸けん命めいに〈ケントゥリア〉と渡り合う〈シャドウ〉が映る。乗っているのは、あの侍じ女じよだろう。

　あれは、使える。

〈ゼーロス〉の乱射で、〈ヴォルフ〉の足をわずかに止めた。稼かせいだその一いつ瞬しゆんをつき、旭の〈エンハンスド〉は膝ひざ撃うちの射しや撃げき姿勢で滑腔砲を構える。

　標的は〈ヴォルフ〉ではない。後方の〈シャドウ〉だ。幸いにも切り結んでいる〈ケントゥリア〉が陰かげになっている。

『貴様!?』

　ユースフが旭の意図に気づくが、既すでに遅おそかった。放たれた五七ミリ弾は〈ケントゥリア〉の腰部を貫かん通つうし、狙ねらい違たがわず〈シャドウ〉の右脚を根本から吹き飛ばす。

　たまらず横転した二機のＡＳ。弱々しくもがく〈シャドウ〉に、〈ケントゥリア〉は腕の動きだけでにじり寄る。とどめを刺さすつもりだ。

『見下げ果てた男よ!!』

　サミーラを援えん護ごするため、ユースフの〈ヴォルフ〉は後退する。その痛つう烈れつな怒ど声せいには答えようともせず、旭は撤退に移った。

（さて、と──）

　残念ながら任務は失敗した。せめてこれ以上の損害を出すことなく、速すみやかに撤退せねばならない。

　やるべきこと、考えねばならないことは無数にある。菊乃たちとの合流。撃破された〈ケントゥリア〉の回収もしくは処分。ヘリとの交信とランデブーポイントの設定。本当にたくさんある。だから、だから──

（ありがとう、アキラ）

　少女の笑え顔がおや交かわした約束など、思い出す余よ裕ゆうも必要も必然性も、決して存在していないのだ。
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　防衛の要かなめであるＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ隊の撤退により、戦況は一気に進んだ。

　峠とうげを制圧した〈レイヴン〉二号機の砲ほう撃げきにより、ダナエ村の貧弱な防ぼう御ぎよ施し設せつはあっさりと撃破された。一号機に援護された政府軍の歩兵部隊が前進し、丸まる裸はだかになった村を易やす々やすと占せん領りようする。

『大たい儀ぎであったな、タツヤよ』

「ユースフか。そっちも大変だったみたいだな」

　合流した傷だらけの〈ヴォルフ〉に、達哉は驚おどろく。

「サミーラの〈シャドウ〉が落とされたんだろ。大だい丈じよう夫ぶなのかそっちは？」

『なに、機体の脚が奪うばわれたとは言っても、本人に怪け我がはない。回収のヘリも一機はそちらに回す手配であるし、心配はいるまいて』

「そっか、ならいいんだ」

　一安心した達哉は、あらためて村の光景に注視する。

　兵士たちによって、畑のケシは根こそぎ刈かり取られ、廃はい棄きされていく。また、村の中央にある民家から、禿とく頭とうの中年男が拘こう束そくされ、引きずり出されていた。

（村長か何かかな？）

　何だか妙みような居い心地ごこちの悪さを感じて、達哉は再びユースフへの通信を繫つなぐ。

「何か、思ってたのと違うよな。麻ま薬やく王の拠きよ点てんの一つって言うからどんな大要よう塞さいかと思ったら、なんか普ふ通つうの田舎いなかでさ。あの畑に生えているのがケシで、麻薬の原料だってのは分かってるけど……」

　この牧歌的な光景を目にすると、作物を根こそぎ奪い取る行こう為いに、つい後ろめたさを感じてしまう。

『いたしかたあるまい。この村の民たみにとっては糧かてを得るため麻薬を育てることが正しく、外の世界では麻薬そのものが不義だ。互いに己おのれを律する掟おきてそのものが異なる以上、単純な善悪では語れぬ』

「意外だな。お前のことだから『どのような事情があれども不義は不義、成敗！』とか言うと思ったんだけど」

『なに、かつてのラシッドでもあったことよ』

　達哉の軽口に答えるユースフの言葉には、やや苦いものがある。

『同じイスラムの法を奉ほうずるアラブの民でも、砂さ漠ばくに生きる遊牧民べドウインと街に住まう定ハ住ダ民リとでは、生き方が違う。故ゆえに両者は古いにしえより共存しつつも、時には激しく相争ってきた。飢うえれば略りやく奪だつで一族を養うのが遊牧民の義であり、それから街を守るのが定住民の義である故な。そういった諸部族の調停こそが、王マリクの神聖なる務めよ』

「…………」

『幸いにも今のラシッドには、神アラーの恩おん寵ちようたる石油の富が行き渡っておる。それ故に部族同士の争いは過去のものとなって久しいが、この国はまだ違うのであろう』

「貧しいからか」

　ひどくやりきれない思いで、達哉はつぶやく。

「貧しいから、ちっぽけな富を奪い合って戦争するのか」

　と、一号機の肩かたを〈ヴォルフ〉が叩たたいた。

『忘れるなよ、その想おもいを』

「え？」

『この光景は、戦いくさそのものの孕はらむ避け得ぬ矛む盾じゆんよ。故にこそ将も兵も、目を背そむけてはならぬものだ。それを知らずしてスイッチ一つで戦を起こせるのであれば、戦争はその抑よく止しに必要なものを一つ、失うであろうよ』

「〈ケントゥリア〉のようにか」

　何にせよ、疲つかれた。そう達哉が息をついた時、二号機のアデリーナから通信が入った。

『オシラ３よりオシラ４へ。指定されたターゲットは全すべて撃破した。周辺に敵てき影えいなし』

「オシラ４了りよう解かい。ええっと、こっちも村の制圧は順調に進んでいる」

『そうか』

　答えるアデリーナの声の冷ややかな響ひびきに、ようやく達哉は気づいた。

「どうしたよ、リーナ？」

『峠でキクノのＭ９と交戦した』

「────!?」

　突とつ然ぜん出てきた菊乃の名に、達哉は噴ふきそうになる。

「そ、そうか」

『相変わらず口数が多くて、色々と興味深い話をしていたぞ。そう、色々とな』

「い、色々……」

　心当たりがありすぎる。

　先日、アラスカのユーコン研に潜せん入にゆうした際、菊乃と遭そう遇ぐうしたことを達哉は報告していなかった。

　自分の失態を糊こ塗とするためではない。その時に菊乃からキスされたことを、アデリーナに言い辛づらかったのだ。

　もしそれが、ばれたのだとしたら──

（ど、どこまで話したんだあいつ？）

　焦あせる達哉とは裏腹に、アデリーナの声はあくまで平静だった。達哉には、かえってそちらの方が怖こわい。

『今からそちらとヘリとの合流地点に向かう。君も急げよ』

「りょ、了解」

　言外に『逃にげるな』と釘くぎを刺された気がして、達哉は重く息を吐はいた。

『何か怒おこらせるようなことをしたのか？』

「いや、別に……」

　不ふ審しんげなユースフを誤ご魔ま化かした時、不意にアラームが鳴る。

「対人センサか？」

　大たい抵ていのＡＳは自機周囲の一定範はん囲い内で人間の活動を捉とらえた場合、オペレータに警告を発する。味方の兵士や民間人を、誤って踏ふみ潰つぶさないためだ。

　地上を見下ろし、スクリーンを拡大する。一人の少女が映し出された。

「え？」

　その姿に、達哉は戸と惑まどった。少女は、〈レイヴン〉に向けて石を投げつけていたのだ。

　乾かわいた音を立て、少女の投げた石は装甲に弾はじかれる。母親らしき女性に制止されているが、それを振ふり切るようにしてもう一つ、二つ──

　見上げた少女の悲しみと怒いかりに揺ゆれる目が、モニター越ごしに達哉を見み据すえた。

（…………）

　言葉をなくした達哉に、ユースフから通信が入る。

『タツヤよ』

「──分かっている」

　詫わびはしない。いや、詫びる資格さえない。達哉の〈レイヴン〉は、無言のまま移動を開始する。

　最後に振り返った時、うずくまった少女は声もなく泣いていた。




　その一部始終を、見届けていた『影かげ』があった。

「セプテンバー６よりセプテンバー１へ。見ましたか、今の!?」

　不可視型ＥＣＳで姿を隠かくした巨きよ大だいな影。そのコクピットに響く若々しい声は、興奮ですっかり舞まい上がっていた。

「あれが噂うわさに聞く日本の新型ですか。やっぱり聞くと見るとじゃ大おお違ちがいですね」

『…………』

「あの物もの凄すごいスピード、燃費は相当に悪いはずですけど、上う手まくやりくりしてますよね。一体、どのあたりでバランスを──」

『……一等兵へい曹そう』

　無線機の向こうで不ふ穏おんな沈ちん黙もくを保っていた相手が、重々しい声で答える。

『いつから貴官の任務は、ＡＳの分ぶん析せきになったのかね？　アナリストへの転属を希望するなら、そう申しん請せいしたまえ』

「──あー、申し訳ありませんでした、大たい尉い殿どの」

　不ふ吉きつな声に、冷や水をかけられた気分になる。

『貴官が転送した記録は、こちらでも確かく認にんしている。ようやく連中の尻尾しつぽをつかめた。速すみやかに帰投せよ』

「連中はともかくとして、『彼ら』の方はどうします？　現時点で接せつ触しよくしておくべきでは」

　疑問の形を取った意見具申だったが、上官の返答はにべもない。

『それは貴官の判断するべきことではない。繰くり返す、帰投せよ』

「セプテンバー６了解」








第二話　航路は西へ
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　穏おだやかに凪ないだ海面へ、一直線の航こう跡せきが刻まれていく。

　鮮あざやかな青と白のコントラストを、市いち之の瀬せ達たつ哉やは〈シンドバッド〉号の甲かん板ぱんから見下ろしていた。

「海か……」

　誰だれにともなく、達哉はつぶやいた。

　季節は二月だが、吹きつける潮風はぬるりと生暖かい。今〈シンドバッド〉号はインドシナ半島を離はなれ、インド洋を西進しているのだ。

「ずいぶん遠くに来たもんだ」

　生まれ育った東京から、遠く隔へだたった熱帯の海。心の片かた隅すみで、ごくわずかにだが郷きよう愁しゆうが疼うずいた。

　携けい帯たいを取り出す。幼おさな馴な染じみの牧まき島しま楓かえでから、いくつかのメールが届いていた。

『タッくん、元気にしてる？

　こっちはいよいよ大学受験本番で、寝ねる間もないくらい大変だよー[image: ][image: ][image: ]

　ただ先週の本命は、我ながら手て応ごたえあったかな[image: ][image: ][image: ]

　それで自分へのご褒ほう美びで大学前の喫きつ茶さ店てんに入ったら、そこのモンブランがびっくりするくらい美お味いしくて──』

　内容は、そんな他愛のないことばかりだ。受験が大変だのケーキがおいしかっただの。それに妹の由ゆ加か里りや友人の健けん司じたちの消息も。

　決して早く帰ってきて欲しいと訴うつたえることも、いつ帰ってくるのかと探さぐりを入れることもない。そんな気づかいがありがたく、そしてほんの少しだけ辛つらかった。

（ったく、あいつだって受験生なのに）

　頭を振って、気持ちを切り替かえる。と、潮風に混じってカツカツという律動的な足音が聞こえた。

　見なくても誰の足音かよくわかるが、念のために振ふり向く。予想通りの人ひと影かげがそこに立っていた。

「ここにいたのか」

　タンクトップを着たアデリーナが、むっつりと不機嫌そうな様子で、こちらを鋭くにらんでいた。

「よ、よう……」

　ついに来るべきものが来た、と達哉は生なま唾つばを飲みこむ。

「キクノから聞いたが、アラスカでは彼女と接せつ触しよくしたらしいな。なぜ報告しなかった？」

「…………」

「なぜ黙だまっている。何かやましいことでもあるのか」

　大ありなのだが、正直には答えられない。ふと菊きく乃のの唇くちびるの感触が蘇よみがえり、達哉は自分の口元を押さえた。

　それを見たアデリーナの目つきが、ますます険しくなる。

「まさかあいつの色いろ香かに誑たぶらかされ、わたしたちの情報を売ったのか？」

「んなわけないだろ！」

　謂いわれのない疑ぎ惑わくをかけられ、達哉は逆ギレ気味に言い返す。

「お前だって知ってるだろ、あいつおかしいんだよ！　その、捕つかまったと思ったら、いきなりキスされてそのままほっぽり出されて──」

「だとしても、君は隙すきが多すぎる」

「そんなことはないだろ！」

「いいや、隙だらけだ」

　反論する達哉だが、アデリーナはきっぱりと言い切った。

　甲板作業中の船員が何事かとこちらを見ているが、二人とも気づいていない。

「今からそれを証明してやろう」

「ほー、どうやってだよ？」

「目をつむれ、タツヤ」

「え？」

「いいから目をつむれ」

「お、おう」

　アデリーナから厳しく言われ、達哉はわけも分からず両目のまぶたを閉じた。

　その途と端たん──

「──え？」

　闇やみの中、ふと唇に触ふれる柔やわらかな感触。

「お、おい!?」

　慌あわてて達哉は目を開ける。

「何を焦あせっている？」

　目の前のアデリーナは、白くしなやかな右の人差し指を伸のばし、達哉の唇をちょんとつついていた。

「え……ああ……ええっ？」

　驚おどろいた達哉の百面相を、アデリーナは半はん眼めで見やった。

「何をしたと思った？」

「え？　いや、その──」

「隙あり、だ」

　言うなりアデリーナはデコピンで、達哉の額を軽く弾はじく。

「あ、あれ？」

　反射的に後ずさって、達哉は驚いた。いつもの頭ず蓋がい骨こつを撃うち抜ぬきかねない強きよう烈れつな一いち撃げきに比べれば、まるでそよ風のように優やさしい一撃だったのだ。

「やはり君は、隙が多い」

「あ、ああ」

　クスリと小さく笑うアデリーナに、達哉は混乱しながらもこくこくとうなずく。唇に残る柔らかさと、額の甘いしびれ。

　と、その時だった。
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「ななな、何してやがるんだオメーラ!?」

　かん高い声に、達哉たちは振り向く。一〇歳過ぎの小こ柄がらな少女が、真っ赤な顔でこちらを見ていた。

　頭の左側でまとめた黒くろ髪かみが、潮風にはためいている。

「ク、クララ!?」

「な、何の用だ一体？」

　黒髪の少女は、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のクララ・マオだ。

　本来の社長であるメリッサ・マオがテロで重傷を負い、残されたメンバーらが新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を立ち上げた際に、娘むすめのクララがマオの意志を継つぐ者として社長に担かつぎ上げられたのだ。

　そんな完全無欠のお飾かざり社長が、顔をゆでダコのように真っ赤にしている。

「な、何の用もクソもあるか！　社内でのふ、フジュンイセーコーユーはシューギョーキソク違い反はんだぞ！」

「不純異性交遊だと？　何を言ってるのだお前は」

　新社長による直じき々じきの糾きゆう弾だんにも、アデリーナは平静な態度を崩くずさない。若じやつ干かん、声が上ずっていたが。

「……わたしはただ、タツヤに対諜ちよう報ほう戦の心構えをレクチャーしてただけだ。実技こみでな。やましいことなど、何一つないぞ」

「チョーホー戦って、何教えてたんだよ？」

「……それはだな、その、色々と──」

「言えないってことは、やっぱエロいことしてたんだな！」

　年ねん齢れい不相応にませているように見えるクララだが、どうやらこういう方面にはあまり免めん疫えきがないようだ。

　これはいかんと、あわてて達哉が割って入る。

「まあまあ、落ち着けよクララ」

「何だその態度は、シタッパの分際で！　大体だな──」

「あー、ごめん悪かった、すいませんでした社長」

「むー」

　とにかくひたすら達哉がすまなさそうに頭を下げ続けると、クララもしぶしぶ糾弾の矛ほこ先さきを収める。

（あー、疲つかれた）

　達哉が内心でげんなりしていると、アデリーナが呆あきれ顔で口を挟はさむ。

「それで結局、何の用だ？」

「──ああ、そうそう。今からミーティングやるから、お前らも来いってさ」

「俺たちもか？」

「おうよ。何でも〈レイヴン〉絡がらみの報告を、直じかに聞きたいんだとよ」

　その言葉に、達哉とアデリーナは顔を見合わせる。

「分かった、今すぐ行こう」

「面めん倒どうくさい、ってなわけにはいかんよな」

　二人がうなずくと、クララは甲板の上を勢いよく駆かけ出した──と思いきや、こちらを振り向く。

「いいか、今回だけはカンダイな心で見み逃のがしてやるけど、次エロいことやったらサモンカイだからな」

「分かってるって」

　うんざりしながらもその跡あとを追い、達哉たちも大おお股またで歩き出す。

「それにしても、社長自ら使いっ走りのメッセンジャー扱あつかいで駆け回るのは、どうなんだろうか？」

「それに何か問題があるのか？」

　達哉の疑念に、アデリーナは平然とそう答えた。




〈シンドバッド〉号には、多目的区画と呼ばれる広めのスペースがある。常設の大型モニターが設置されており、内部のレイアウトを変へん更こうすることで作戦室など様々な用よう途とに使用できるのだ。

　今は主おもに、ミーティング用の会議室として使用されていた。

「──以上で、報告を終わる」

　アデリーナは報告をそう締しめくくった。手にしたタブレット式の情報端たん末まつには、インドシナでの戦せん闘とうの各種データが表示されている。

「ご苦労でした」

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の副社長として実務を担当するベルナール・ベルトランが、眼鏡を直しながら二人を労ねぎらった。

　今、室内には新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の主立ったメンバーが顔をそろえている。スポンサー兼けんＡＳアーム・スレイブオペレータのユースフ、ＡＳ整備課長のダニエラ・コールマン、クライアントである日本側の代表として溝みぞ呂ろ木ぎ──

　この中で、社長であるはずのクララが『メッセンジャーにしてＯＫ』という扱いだったあたりに、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の現状が如によ実じつに示されていた。

「よーし、それじゃ続けてくれ」

　気づいているのかいないのか、クララの元気な声に一同はうなずく。

「とりあえず、アラスカに続いてジオトロンに一いつ矢し報むくいたのは間ま違ちがいあるまいて」

　データを確かく認にんしながら、ユースフが満足気にうなずく。

「ご油断なさいますな」

　ユースフの背後に控ひかえていた、ハッサン・ビン・ジャスィーム中ちゆう佐さが嘆たん息そくした。侍じ女じよであるサミーラの父親で、幼少の頃ころからユースフに仕つかえてきた忠実な守もり役だ。

　本来はラシッド陸軍の中佐なのだが、今は軍務を離はなれて娘のサミーラ共々、従者としてユースフに付き従っている。

「勝利とは言いましても、結局は末端のテスト現場を潰つぶしただけですぞ。戦果の過大な見積もりは、将たる者として忌いむべきものにございます。御ご自重なさいませ」

「うむ」

　その意見には、アデリーナも同意する。溝呂木も、自前のＰＣをチェックしながらうなずいた。

「確かにな。こんなことをグダグダ続けてるうちにも、ジオ社は〈ケントゥリア〉を仕上げちまうって寸法だ」

「とはいえ、こちらからでは本丸に手が届かぬ。歯がゆきことよ」

　ユースフの言葉に、一同は苦い表情を浮うかべる。

「合衆国の軍や政府にも、秘密裏りにジオトロンと手を組んでる連中はおるようですからな。それも相当の高官に」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を辞やめたうちの元社員、アメリカじゃあれこれ理由つけては警察にしょっぴかれてるみたいだしね。あたしらも海に出てなきゃ、どうなってたことか」

「当分の間、寄港先は慎しん重ちように選せん択たくするべきでしょう。合衆国本土は論外として、どこまでジオトロンの手が回っているか。正直、向こうについたカルロスたちの選択も、もっともかもしれません」

　やりとりを聞いていたアデリーナが、静かにつぶやく。

「わたしたちも新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．と言えば聞こえはいいが、単にどこにも行き場がなくてこの船に押おし込められているだけなのかもな」

　淡たん々たんとした指し摘てきに、一同は押おし黙だまる。

　世界最大級の複合企業コングロマリツトであるジオトロン・エレクトロニクス、それを敵に回したことの意味を、あらためて嚙かみしめているのだ。

「いいんじゃねえの、それで。分かりやすくってさ」

　沈ちん黙もくの中、真っ先に声を上げたのは達哉だった。

「要するにだ、ジオ社をぶっ飛ばせばＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は元に戻もどって、俺たちも大手を振って表を歩けるんだろ？　実にシンプルだ」

「ったく、何言うかと思ったら考えなしの楽観論かよ。脳みそ詰つまってんのかオメー」

　周囲に同意を求める達哉を、クララが半眼でにらみつけた。

「だからまず、どうやってあいつらの向こうずね蹴けっ飛ばすのか、それをあれこれ考えてるんだろーが。もう少し頭を使ってからしゃべれよボケ」

「そこまで言うことないだろ」

「まあ、イチノセくんの精神論はさておき──」

　軽く手を叩たたいたベルトランが、話を続けた。

「ジオ社も無む尽じん蔵ぞうに資金や物資を有しているわけではありません。アラスカ以来、八機の〈ケントゥリア〉を撃げき破はされているわけですし、これは無視できない損害でしょう」

　その指摘に同意したのは、まずダニエラだった。

「あたしもそう思うよ。リーナたちが回収した残ざん骸がいをちょいと確かめてみたけど、特とく殊しゆな機材の塊かたまりさね。あれを半ダースもスクラップにされちゃ、いくらジオトロンでも頭が痛いと思うけどね」

「ジオ社としては、世界初の無人ＡＳとしてシェアを独どく占せんすれば採算が取れる──とでも皮算用していような。もっともただ単に、博ばく打ちの切り上げどころを見失っておるだけやもしれぬが」

　会議室で、クララがふとつぶやいた。

「何つーか、目に見える結果が欲ほしーよな」

　その言葉に、目線が集まる。

「だってそーだろ、日本にもそろそろ報告あげねーといけねーしよ」

「確かにそうですね」

　そう言いながら、ベルトランは卓たく上じようの世界地図を確認する。

　あちこちのマーキングは、溝呂木がユーコン研での軟なん禁きん時に把は握あくした、〈ケントゥリア〉開発計画の要地である。インドシナへの押しかけ助すけっ人とも、そういった情報を基もとに判断したものだ。

「次は、仕し掛かけてみますか」

　ベルトランが指し示した地図上の一点を目にし、アデリーナがつぶやいた。

「ルーマニアか」

　東ヨーロッパの旧社会主義国だ。アデリーナの故郷であるカフカースとは、黒こつ海かいを挟んで対岸に位置している。

「確か〈ケントゥリア〉の秘密工場があるのだったな。確かにそこを調査できれば、見返りは大きいだろう」

　と、そこでダニエラが首を傾かしげた。

「立派な領空侵しん犯ぱんになるけど、大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「ヘリに搭とう載さいした、不可視型ＥＣＳの作動は確認済みです。ルーマニア軍の防空能力を考えれば、問題はないかと。目標はルーマニア北西部──トランシルヴァニアのクインコム要よう塞さいです」

　ベルトランが指し示したのは、ルーマニア北部を走るカルパチア山脈の一角だった。

「こんなへんぴな場所に、〈ケントゥリア〉の工場があるとか本当かよ？」

　それを見ながら、達哉は軽く首を傾げる。

「確証にまでは至っていませんが、いくつか根こん拠きよがあります。この要塞はそもそも、冷戦期にチャウシェスク大統領によって計画されたものでしてね」

　ニコラエ・チャウシェスクは共産政権時代のルーマニアで、二〇年以上にわたって君臨していた独裁者だ。ソ連から距きよ離りを置いた独自の外交を展開する一方、国内では個人崇すう拝はいの強要や秘密警察による強権的な支配体制を敷しいていた。

　八〇年代後半の東とう欧おう民主化革命では市民の武力蜂ほう起きを招き、流血の戦闘の末ソ連に亡命した。だが九〇年代初頭のソ連による東欧再制圧後もルーマニアに戻されることはなく、モスクワ郊こう外がいで実質的な軟禁状態のまま病死している。

「本来は核かく戦争に備え、首都機能の移転まで予定したシェルターだったそうです。大規模な工こう廠しようまで備えていたとか」

「悪の独裁者の秘密基地かよ。なんつーか、コテコテだな」

　呆あきれたようにクララがつぶやいた。

「実際の工事は、占せん領りよう後にソ連軍の主導で行なわれたそうですがね。冷戦終結後は長らく放ほう棄きされていたのですが最近、政府が莫ばく大だいな資金と引き替かえに国外の組織へと秘密裏に払はらい下げました。その資金の出所が──」

「ジオトロン、ということだ」

　ベルトランから視線でうながされ、ユースフが説明を引き継つぐ。

「正確にはジオトロンの不ふ明めい瞭りような裏資金を追っていたら、そちらへ辿たどり着いたのだがな。混乱が続く旧共産圏けん、それも人里離はなれた山中の大規模工場だ。人目を避さけたＡＳの生産に、これほど相応ふさわしい場所もあるまいよ」

「なるほど、確かに調査する価値はありそうだ」

　その説明に、アデリーナもうなずく。

「幸いというべきか、この季節のカルパチアは雪と氷によって閉ざされています。山中で多少の騒そう動どうが起きても、人里までは伝わらないでしょう」

「そういやここしばらく、熱帯生活が続いてたからうっかり忘れてたけど、今はまだ冬だったんだよな」

「地下に開かれた秘密の魔ま窟くつを、我が手で暴あばくか。ふふ、面白くなってきたではないか」

「また病気が始まったよ」

　なぜか目を輝かがやかせたユースフに、達哉はぽつりとつっこむが、気づいていない。

　そこで、クララが一同を見回す。

「えーっと、それじゃ──」

「針路は決まった、ということでいいのかしら」

　不意の声と共に、部屋の扉とびらが開かれる。しなやかな足取りで入ってきたのは、グリーンの作業服を着き崩くずした若い女性だった。

　あみだにかぶった帽ぼう子しから、栗くり色いろの巻き毛がのぞいていた。彫ほりの深い顔には、明るい笑えみが浮かんでいる。

「お、来たなセンチョー」

　この〈シンドバッド〉号船長の、サンチャ・ヴァレンティナだ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ではかなりの古株で、本来の所属は兵へい站たん部門の海運課。業務や職場が全く異なるため、ＡＳ教導課の達哉とはこれまでほとんど面識はなかった。

　ちなみにこの〈シンドバッド〉号を用意したのはユースフだが、実際に運用しているクルーの大半は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．海運課からの離り脱だつ組だ。そのとりまとめ役が、彼女なのである。

「当直の引き継ぎが終わったから、顔を出しに来たんだけど、ちょうどいいタイミングだったみたいね」

　そう言いながらサンチャは、達哉のそばにかがみこんだ。

「ちょっといいかな？」

「どうぞどうぞ」

　甘い吐と息いきを耳みみ朶たぶに感じ、達哉はたちまち表情を崩す──が、隣となりでアデリーナが鋭するどく目を細めているのに気づき、あわてて顔を引き締しめた。

（いけねいけね、隙すきを見せちゃダメなんだよな。平常心平常心）

　それを尻しり目めにサンチャは、身を乗り出して海図を見やる。

「目的地はルーマニアね。ってことは次の寄港先、予定通りラシッドのアムルでいいのかしら」

「はい。到とう着ちやく後に、補給物資等の積みこみ作業を行ないます」

　軽く言葉を切ったところで、ダニエラが挙手をした。

「何か？」

「確かく認にんしとくけどさ、実じつ弾だんやマッスル・パッケージといった軍用品は大丈夫なのかい？　まだ余よ裕ゆうはあるけどね」

「それは──」

　ベルトランが目線でうながすと、ユースフがうなずいた。

「安心するがよい。すでに手配はすませておる」

　続けて、細かな日程や数値が出された。達哉も真しん剣けんな面おも持もちで、それらのスケジュールを確認する。

（この先、何があるか分からないんだから、ちゃんとここら辺も押さえとかないとな）




　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の『移動する本社』である〈シンドバッド〉号には、社長室が設けられている。公室と私室の二間続きで、クララ一人には広すぎるためアデリーナが同居していた。

「うー、算数キライ」

「いいから次の問題だ」

　公室のソファーでクララは真っ白なノートと向き合いながら、愛らしい顔をしおしおにしていた。その隣ではアデリーナが、いつも以上にしかつめらしい顔でテキストのページを指し示している。

　年ねん齢れい的には小学生のクララだが、以前から学校にはあまり通っておらず、在宅でのホームスクールで教育を受けていた。母親のメリッサや、彼女が忙いそがしい時は預け先であるその旧友が、教師役をしていたのだ。

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長になってからもその延長線上で、手の空あいた社員たちが交代でクララに勉強を教えている。ちなみに同室ということもあって、今のようにアデリーナが担当する場合が最も多い。

「面積とか、丸も四角も大キライだ！　アルキメデスもユークリッドもとっととくたばりやがれ！」

「二人とも二〇〇〇年以上昔に死んでいる。いいからここからの四問を一五分以内に解け。一問でも間ま違ちがえたらおやつのドーナツは抜ぬきだ」

「ちょ、ちょっと待て！　いくら何でもオーボーだぞ！　えーっと、社長命令で……」

「あと一四分四五秒だな」

「ちくしょー!!」

　意い欲よくに欠ける生徒をスパルタ式でしつけながら、アデリーナは内心で首を傾げていた。

（まったく、なぜあれだけ複雑な弾だん道どう計算を無意識でこなせるのに、こんな初歩の問題が解けないのだ？）

　と、社長室のインターホンが鳴った。

『私だけど、ちょっといいかしら社長？』

　船長のサンチャの声だった。

「お、ギョームレンラクか？」

「わたしが出るから、解答を続けろ」

　これで勉強とおさらばできるかも──そんな淡あわい期待で瞳ひとみを輝かがやかせたクララに、アデリーナは非情の宣告を下す。

「デスヨネー」

　がっくりとうつむいたクララを無視し、入り口へ。

「何の用だろうか、ヴァレンティナ船長？」

「あら、リーナもいたのね。ちょうどよかったわ」

　開いたドアから部屋の状じよう況きようを確認したサンチャは苦笑するが、すぐ真剣な表情になる。

「お勉強中に悪いけどたった今、陸おかからメールがあったのよね」

　そう言いながら、折りたたんだプリント用紙を取り出す。

「それは？」

「あなたたち教導課第三班の、バクスター班長からのメールよ」

「「────!?」」

　その言葉に、アデリーナとクララは目を見開く。

　達哉やアデリーナの直接の上司だったダグラス・バクスターは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でも最古参の社員である。社長のマオと共に爆ばく破はテロに巻きこまれ、意識不明の重態に陥おちいっていたはずだ。

　その彼から、連れん絡らくがあったというのだ。

「班長の意識が戻もどったのか？」

「ダグが──ってことはママは!?」

　差し出されたプリント用紙に、二人は視線を走らせる。そこにはあの巨きよ漢かんらしい簡潔な文体で、自身とマオの近況が記されていた。

　先月の末に意識を回復したものの、いまだに傷は重く、〈シンドバッド〉号との合流は見合わせること。その代わりいまだ意識の戻らないマオを守って、以前から準備していたセーフハウスに潜せん伏ぷくしていること。マオの容態は安定しており、信用の出来る医師や看護人も手配できたこと。

「ママぁ……」

　クララはメールを、胸に押し抱いだく。その黒い瞳から、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「……ぶ、ぶじだったんだ──うう、よかったよぉ」

「本当だ。ああ、本当に……」

　しゃくり上げるクララの背をさすりながら、アデリーナも目を潤うるませている。それを見たサンチャは無言のまま、静かに足音を忍しのばせて社長室を後にした。

　どれだけそうしていただろうか。

　クララはアデリーナから身を離はなすと、ぐすぐす目元をぬぐった。

「落ち着いたか？」

　アデリーナは、うなずいたクララの前にしゃがみこんだ。ハンカチを取り出し、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を優やさしくふく。
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「ごめん、みっともないとこ見せて」

「そんなことはない。良かったな、クララ」

「うん、ホントによかったよお」

　まだ涙で目を潤ませながら、クララは満面の笑みを浮うかべる。

「もう、大だい丈じよう夫ぶなようだな」

「おうよ、矢でも鉄てつ砲ぽうでも持ってこいってんだ！」

「そうか。ではさっそく、算数の問題の続きだ」

「…………え？」

　天使の笑顔が、瞬しゆん時じに石化する。

「安心しろ、ちゃんとタイマーは止めてある。さあ、あと七分二四秒だ」

「──うみゅ～～」




　　　　２




　深夜の駐ちゆう車しや場じようを、ヘッドライトの光が切り裂さいた。停とまった数台の車から、スーツ姿の男たちが次々に降り立つ。

　ダウンタウンの外れ、スラムにほど近い一画。目標のアパートを確認し、男たちはうなずき合う。

「ここだな」

「間違いない」

　一いつ般ぱん人を装いながら、隠かくしきれぬ暴力の臭におい。一夜のねぐらを決めたはずのホームレスが、触さわらぬ神に祟たたりなしと言わんばかりにごそごそと移動を開始した。

「こちらフォワード、これより突とつ入にゆうを開始する。目標は？」

『先ほど、部屋に戻るのを確認しました。それ以後、動きはありません』

「了りよう解かいした。このまま監かん視しを続けろ」

　前もって隣りん接せつしたビルに配置しておいた狙そ撃げき手との通信を終え、男は部下たちを振ふり返った。

「聞いての通りだ、いくぞ」

「了解、班長」

　男の指示に従い、フォワードチームはアパートへと踏ふみ入った。二手に分かれ、玄げん関かんとベランダから挟きよう撃げきする。

　スピードが命だ。速すみやかに標的を抹まつ殺さつし、騒さわぎの前に離脱する。

「目標の状況は？」

『依い然ぜんとして動きはなし』

「了解」

　時間だ。部下の一人が玄関のロックを解除した。部屋の裏表から同時に突入し、鞄かばんに隠し持っていたサブマシンガンを構える。

　だが、ワンルームの窓に人ひと影かげはなく、冷たく静まりかえっている。

「どういうことだ、これは」

　狙撃手に連絡するが、返事はない。通信機の向こうは、冷たく沈しずみこんでいた。

（これは、まさか──）

「班長！」

　焦あせる部下の声。その指の先にあったのは、かすかに響ひびく電子音と、赤く明めい滅めつするＬＥＤのみ。

「しまっ──」

　突然の爆ばく発はつが、夜の静せい寂じやくを微み塵じんに打ち砕くだいた。

　アパートの一室から、紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんが噴ふき出した。猛もう烈れつな衝しよう撃げきで、周囲の窓ガラスが粉々に砕け散る。

　通りを飛び交かう悲鳴や怒ど声せいの中、救急車や消防車のサイレン音が近づいてきた。




「そうか──ああ、分かった──」

　広々とした部屋に、陰いん鬱うつな声が響く。

「事後の処理は任せる……」

　アメリカ合衆国東海岸、コネチカット州にそびえるジオトロン・エレクトロニクス本社ビル。最上階の会長室で、ＣＥＯのロバート・モーガンは、忌いま々いましげに受話器を叩たたきつけた。

「くそっ」

「下手を打ったようだな」

　来客用のソファーで新聞を読んでいた男が言った。長い脚あしを、もてあまし気味に組んでいる。

　男の名はステファン・イリイチ・ミハイロフ、元ロシア軍特とく殊しゆ部隊出身の傭よう兵へいだ。今はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長として、ジオトロン社──というよりもモーガン個人に雇やとわれていた。

「セーフハウスで寝ね込こみを襲おそってみれば、既すでにもぬけの殻から。逆にトラップで一いち網もう打だ尽じんか。さすがはクルツ・ウェーバー、ただの射的屋ではない」

「人ごとのように言ってくれる」

「人ごとだからな」

　ミハイロフは新聞から顔を上げると、やや眠ねむたげな視線をモーガンに向けた。

「言っておくが、俺は、あんたの部下でも専属の護衛でもない。単なる下した請うけだということを、忘れてくれるな」

　斬きり捨てるような言葉に、モーガンは鼻白んだ。ややあって、今度はゆっくりと言葉を選ぶ。

「……専門家としての意見を聞きたい」

「ふむ、そういうことなら──」

　少し考えた後、ミハイロフはあっさりと言った。

「ウェーバーを追うのはやめるべきだな。あの男だけではない、行方ゆくえをくらましたメリッサ・マオもだ」

「何!?」

「あの男の狙ねらいは明白だ。徹てつ頭とう徹てつ尾び、あんたの首一つ。ならば下手に狩かり立てようとして手を嚙かまれるより、身辺の守りを固める方が適切だろう」

「…………」

「とはいえ、一キロ先から走行中の車の運転手を一いち撃げきで仕留める凄すご腕うでだ。守りに徹するのも容易ではないだろうがな」

　ミハイロフの提言を聞き、モーガンは考えこんだ顔をうつむかせ、その前で両手を組んでいる。

「これから先、常に怯おびえ続けろと言うのか？」

「あんたがまいた種だろう。俺に尻しりぬぐいを期待されても困る」

「…………いや、そうはいかん」

　ややあって、モーガンは首を横に振った。

「決めるのはあんただ。ただな──」

　そう言いながらミハイロフは、数枚の書類を取り出した。

「俺としては、こちらに全力を注いで欲しいのだがね。あの残党ども、いささか目に余る」

「〈ケントゥリア〉か……」

　書類を受け取ったモーガンは、ざっと確かく認にんする。

「さすがに、損害が馬ば鹿かにならん。そろそろ本ほん腰ごしを入れて対処せねば、痛い目を見ることになるぞ」

「泳がせておけ。今はウェーバーへの対処が先だ」

　書類を投げ出し、モーガンはそう断じる。

「そもそも、〈ケントゥリア〉の嚙ませ犬にちょうどいい連中ではないかね。撃げき破はされた機体は惜おしいが、中々に良いデータが取れている」

「意外だな。資本主義的には許容可能な損害ということか？」

　太めの眉まゆを上げながら、ミハイロフは言った。

「利り潤じゆんの追求には、様々なアプローチがあるということだ。『損して得取れ』という言葉もある」

「それでいいのなら、俺は構わんが」

　そう答えながら、ミハイロフは立ち上がる。

「後〈ケントゥリア〉の件だが、そろそろガルナスタンとの本契けい約やくだろう」

「ああ、現地での警備は任せる」

「そのことだがな、もう少し増員を認めて欲しいのだが。今の計画では、万一の事態に責任が持てんぞ」

「む──」

　少し考えたモーガンだが、首を横に振った。

「いや、先方に余計なプレッシャーは与あたえたくない。現状の計画通りに行け。そもそも万一とは、何を想定してるのだ？」

「想定外のことが起こるから万一と言うのだがな。クライアントの要望なら、是ぜ非ひもない。では、失礼する」

　態度だけは慇いん懃ぎんに頭を下げ、ミハイロフは部屋を後にする。その背を見送りながら、モーガンは舌打ちだけはこらえた。




　ジオトロンの会長室には、随ずい員いん用の小さな控ひかえ室が附ふ属ぞくしている。今はミハイロフの護衛として同行していた菊乃と旭あきらの姉弟きようだいに加えて、スーツ姿の女性が社長の帰りを待っていた。

「納なつ得とくがいきませんよ、これは」

「社長のご指示です」

　不満げな様子の旭を、女性はたしなめた。

　アップにまとめた赤毛に、整ってはいるが化け粧しよう気の薄うすい顔と、フレームレスの眼鏡。全体的に地味な装いの中、左の目め尻じりの泣き黒子ぼくろが鮮せん烈れつな色いろ香かを放っていた。

　ナタリア・イワノヴナ・ヤコブレワ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の現社長秘書である。

「でも──」

「やめなさい、旭」

　なおも言いつのろうとした旭を、爪つめの手入れをしていた菊乃が止める。

「わたくしたちのミスで、会社に損害が出たのは事実よ。その責任はとらなければ小お父じさまもしめしがつかないでしょう」

　旭は固く唇くちびるを嚙みしめる。菊乃が『わたくしたちのミス』と責任を分かち合ってくれた意味は、もちろん重く受け止めている。

「……分かりました」

「結構です」

　不承不承ながらそう答えた旭に、ナタリアもうなずく。

「社長はこの任務を、あなた方姉弟の汚お名めい返上の好機と考えておられるようです。期待に背そむかぬよう、励はげみなさい」

「分かっております」

　退たい屈くつそうに答えた菊乃が、ソファーから立ち上がる。

「そろそろ小父さまのお話も終わる頃ころ合あいでしょ？　わたくし、ヘリの用意をしておきますわ」

　それだけ告げて、菊乃は静かな足取りで部屋を出た。




　ミハイロフが会長室から出た時、控え室にいたのは旭とナタリアの二人だけだった。

「お戻もどりですか」

　ミハイロフの姿に気づいた旭が、ソファーから立ち上がった。端たん整せいな顔には、やや暗い陰かげがある。

「キクノはどうした？」

「彼女なら、ヘリの準備に向かいました」

「そうか」

　ナタリアの差し出したコートを羽織ったミハイロフに、旭がたずねる。

「それで、モーガン会長の話は？」

「大したことはない。今一つ腰こしの据すわらないクライアントの愚ぐ痴ちを聞いただけだ。全く、資本主義というやつは──」

　表情を変えないまま、ミハイロフの言葉がふと途と切ぎれる。

「アキラ」

「何でしょうか？」

「俺たちは傭兵だ、商売で戦争をやって飯を食っている。あまりビジネスに入れこみすぎるな」

「…………」

　突つき放すようなミハイロフの言葉に、旭は唇を嚙みしめる。

「ダナエ村の件だが、一度は許す。二度は繰くり返すなよ。ちゃんとキクノの手た綱づなを握にぎっておけ」

「あなたは──」

　絞しぼり出した旭の声は、かすかに震ふるえた。

「あなたが戦うのは、金のためだけなのですか？　ステファン・イリイチ」

「そうだが」

　至し極ごくあっさりと、全くためらいもせず、ミハイロフは答えた。

「言っておくが、戦場でキクノのような酔すい狂きようを押し通せるほど、お前は強くない。そこを勘かん違ちがいするなよ」

「酔狂なんかじゃない！」

　激げつ昂こうの叫さけびを、旭は張り上げた。ミハイロフの片眉が、ぴくりと動く。

「僕は、僕はただ、あの子のことを──」

　旭が決定的な一言を口にする直前だった。不意に何の前まえ触ぶれもなく、控え室の扉とびらが外から開かれた。

　はっと我に返った旭が、慌あわてて口をつぐむ。

「おやおや、やはりこの部屋だったか。失礼するよ」

　全く悪びれる様子もなく、一人の男が入ってきた。

　ミハイロフが初めて見る顔だ。三〇前後の白人男性、色の薄い髪かみを丁てい寧ねいになでつけ、しわ一つない白衣を身につけている。

「失礼だが、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のミハイロフ社長かな？」

「そうだが、そちらは？」

「ＡＳ開発部のヨナタン・クルピンスキーだ。本日付でそちらに出向することになった。よろしく頼たのむよ」

　右手を伸のばしてきた男──クルピンスキーののっぺりとした顔に、若干の困こん惑わくが浮うかんだ。

「ひょっとして、会長から聞いていないのかね？」

「少なくとも、さっきの話題にはなかったな」

「ふむ、困ったものだあの御ご仁じんにも。何があったのかは知らぬが、少々注意が散さん漫まんなのではないのかね」

　やたらとアメリカ的かつ大おお仰ぎような仕草で肩かたをすくめるクルピンスキーに、ミハイロフと旭は顔を見合わせた。

　扉一つ向こうにいる経営者をこうも堂々とこき下ろすのは、よほど度胸があるのか、それともただの考えなしか。

「ユーコン研以来、ミハイロフ社長にはあの子たちが世話になっているようだね。色々と話を伺うかがいたいものだよ」

「あの子？」

　はて、自分は近ごろこの技術者らしき男の親族の面めん倒どうをみたのだろうか？　脳内の人名ファイルに新規登録分の検けん索さくをかけるミハイロフの前で、クルピンスキーが薄い笑いを浮かべる。

　どことなく爬は虫ちゆう類るいを思わせる表情だった。

「いやはや、もちろん〈ケントゥリア〉のことだよ。分からないかね。そもそも──」

「…………」

　いきなり脈みやく絡らくもなく、クルピンスキーはあの無人ＡＳがいかに革新的な兵器システムであるか長ちよう広こう舌ぜつを振ふるい始めた。

「あの機体をＡＳ単体として見た場合、その性能は優すぐれているものの、現用機と隔かく絶ぜつしているわけではない。あくまで量産が前提である以上は、コストを度外視するわけにはいかないのでね。もちろんコクピットのオミットによる軽量化や不可視型ＥＣＳの搭とう載さいは、素す晴ばらしいものだよ。だが本質は、そこにないのだ。すなわちインペリウム・ネットワーク──これこそがカエサル・プロジェクトの眼目であってだね──」
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〈シンドバッド〉号の入港は、非常にスムーズだった。

　船長自らの操船により、二万トン近い船体はタグボートの手を借りることなく、埠ふ頭とうの岸がん壁ぺきに着岸した。すぐさま船上から港側へと係船索さくが渡わたされ、船を係留する。

　機関を停止した〈シンドバッド〉号は、しばしの休息につく。

「やれやれ、久しぶりの陸おかか」

　まるで一いつ端ぱしの船乗りのような口を叩たたきながら、達哉はタラップを駆かけ下りた。きょろきょろと、物もの珍めずらしそうに、周囲を見回している。

「でっかい港だな」

「当然のことよ」

　続くユースフが、誇ほこらしげにうそぶく。その背後には侍じ女じよのサミーラが、静かに付き従っていた。

「このアムルは、我がラシッドの表おもて玄げん関かんなのだからな」

「ふーん、そうなのか」

　そう答えながら、達哉は埠頭の岸壁に降り立った。揺ゆれない地面をじっくりと踏ふみしめながら、周囲を見回す。

　ここアムル市は、ペルシャ湾わん西岸に位置するラシッド王国最大の港湾都市だ。国内を走る石油パイプラインの終着点であるため、やはり石油関連の施し設せつが目立つ。

　埠頭には原油貯蔵用のタンクが立ち並び、その脇わきに巨きよ大だいなタンカーが停てい泊はくしていた。さらには石油の精製工場やそれを利用した化学工場のプラントが、大規模なコンビナートを形成している。

「でもよ、まだみんなシゴトがあるってのに、アタシらだけ先に上陸ってのも、何かこうモヤッとくるな」

「仕方ありません。ここでの交こう渉しようが今の我々の役割です。形だけでも社長のあなたがいなければ、話にならない」

　続いて、クララとベルトランが連れ立って降りてきた。

「船のことは、ヴァレンティナ船長に任せましょう」

「それならば、なぜわたしたちが？」

　最後に姿を現したアデリーナが、首を傾かしげる。

「わたしやタツヤは、ただのオペレータだぞ。ＡＳ関連の作業を考えれば、船に残るべきだと思うが」

「なに、大したことではない。そなたたちは、私が招待したのだと思ってくれ。実は、引き合わせたい者がおるのだ」

　ユースフの答えに、達哉とアデリーナはそろって首を傾げる。

「お前からの招待？」

「会わせたい人物だと？」

「うむ、ちょうど迎むかえが来たところだ」

　ユースフが振り返った先には、近づいてくる数人の人ひと影かげがあった。




　ほとんど顔パス状態で出入国審しん査さを終え、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．──というかユースフ一行はアムルの市街へと繰り出した。

「さすが王子殿でん下かの御ご威い光こうだな」

「わたしたちが心配するのも変な話ですが、これで本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？　税関にせよ検けん疫えきにせよ」

　案内された黒くろ塗ぬりのリムジンの後部座席で、達哉たちはしきりに感心したり首を傾げたりしている。

　と、今さらながらそこでクララがふとつぶやいた。

「そういやアタシたち、今からいったいどこのお大だい尽じんサマに会うんだ？」

「先日から、散々説明したはずですが、社長」

『社長』の二文字を不自然に強調しながら、ベルトランは怪あやしく眼鏡を光らせる。

「表沙ざ汰たに出来ない軍ぐん需じゆ物資等の補給を受けるため、この港の有力者であるアブドゥラ・アル・アテヤ氏を、ユースフ殿下から紹しよう介かいしてもらった。忘れたのですか？」

「お、憶おぼえてるって。冗じよう談だんだってーの、ばーかばーか」

　明らかに噓うそと分かる虚きよ勢せいを張るクララだが、ユースフはさらりと無視して話を続ける。

「有力者、と言っては語ご弊へいがあるな。古来アムルの地にはナブハン族という部族が住んでおるのだが、アブドゥラ殿どのはその族長なのだ。今のアムルの繁はん栄えいも、アブドゥラ殿の手しゆ腕わんによるところが大きい」

「へえ」

　ふと達哉は、インドシナでユースフから聞いたラシッドのお国事情を思い出す。

「そもそもナブハン族は、このアムルを中心にした商業民の部族でな。かつては小さなダウ船に身を託たくし、はるかインドやアフリカまで交易の旅に出たという。その気風が、今でも残っておるのだよ」

「ほとんどシンドバッドの世界だな」

　感心したようにアデリーナが言うと、そこにサミーラが口を挟はさんだ。

「……そもそも〈シンドバッド〉号の調達も、アブドゥラ族長のお力ちから添ぞえがあったから。あの方は、若にとって最大の後ろ盾だて」

「うわー、なんかアタシたち会う前からその人に足向けて眠ねむれねーっぽいよ」

　などと口だけではそう言いながら、クララは半ば寝ねそべったような姿勢で行ぎよう儀ぎ悪く足をばたばたさせている。

「でしたらとりあえず、車の中で寝転がることくらいはやめなさい。みっともない」

「それはそれ、これはこれ」

　しれっと答えるクララに、達哉とアデリーナは肩をすくめた。




　やがてユースフたちを乗せたリムジンは、郊こう外がいの方向へと向かった。

『この方向、別べつ邸ていの方か』

　ユースフがアラビア語でたずねると、黒服の運転手はうなずいて同意した。ユースフの記き憶おくだと、確かアブドゥラ族長の側近の一人だったはずだ。

『は。いまだ武者修行の身にあるユースフ殿下を公然と招かれては差し障さわりがあるやもしれぬ──そう主あるじが申しておりました。不敬の段、平にご容よう赦しやあれ』

『いやいや当然の配はい慮りよよ。心こころ遣づかい、痛み入る』

　そんな会話を交かわしている間にも、リムジンは市街を抜ぬけた。ナツメヤシが群生する乾かわいた大地を進むことしばし、やがて青い水を湛たたえたオアシスと、そのほとりに建つ瀟しよう洒しやな建物が見えてきた。

「ひょっとして、あそこか？」

　達哉の質問に、ユースフはうなずく。

「うむ、あのオアシスはアムルの水源の一つでな。ナブハン族の長おさは代々、港とオアシスの双そう方ほうに城じよう塞さいを築いて守護をしていたという」

「なるほど、街を制するためには命いのち綱づなである水源と、富をもたらす港の双方を押さえなければならないのか。理にかなっている」

「何か物ぶつ騒そうな解かい釈しやくしてないか、お前」

　しきりに感心するアデリーナに、達哉はとりあえずつっこんでおいた。

「……今では、こちらは別宅あつかい」

「やけに詳くわしいんだな。やっぱ一国の王子様ってのは、そういう勉強もしなくちゃならないのか？　大変だな」

　そう達哉が感心すると、ユースフは薄うすい笑えみを浮うかべた。

「いや、そう大したことではない。実は──」

　と、別邸の門前でリムジンが停車した。素早く降車した運転手が、丁てい寧ねいな物もの腰ごしで後部座席のドアを開く。

「殿下も、お連れの方々も、我が主が挨あい拶さつにまかり越こしております」

「うむ」

　鷹おう揚ように答えたユースフは、真っ先にリムジンから降りた。




「お待ちしておりました殿下。それにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々」

　館やかたの玄関をくぐった先、広々としたホールで達哉たちを出迎えたのは、主と思おぼしき壮そう年ねんのアラブ人男性だった。

「わたくしは当地の民を束ねております、アブドゥラと申す者。どうかごゆるりと、旅の疲つかれを癒してください」

　英国風のスーツを身につけた瘦やせ気味の長身に、洗練された丁寧な物腰と流りゆう暢ちような英語。アラブの部族長という大時代な肩かた書がきよりも、むしろやり手の経営者といった風ふう貌ぼうの持ち主だった。

　応じるように、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側を代表してベルトランが前に出る。

「丁寧なご挨拶、いたみいりま──」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のクララ・マオってんだ。以後よろしくな、族長さん」

　止める間もあらばこそ、クララがいつもと全く変わらぬ横おう柄へいな態度で挨拶した。

（やべ！）

　突とつ然ぜんの非礼に達哉さえ凍こおりつくが、アブドゥラ族長は愉ゆ快かいそうに笑った。

「これはこれは。殿下からは伺うかがっておりましたが、何とも可愛かわいらしい社長殿ですな」

「いやいや、そう見えて侮あなどりがたき妙みよう技ぎを隠かくし持っておる。油断は禁物ですぞ」

　いつもと比べて腰の低い態度のユースフと、全く変わらぬ横柄さのクララ。

「そーだぞ族長さん。大体アタシらは商談に来たってのに、いきなり子供あつかいは失礼だろ」

「これは確かに、非礼をお詫わびせねば。良きビジネスを」

　クララに近づいたアブドゥラが、軽く腰を折って右手を差し出した。

「おうよ！」

　一方のクララは精せい一いつ杯ぱい背を伸のばし、その手を握にぎり返す。

「どうやら、商談の第一段階は無事に終わったみたいだな」

「そもそも、この段階で商談の失敗を危き惧ぐすること自体がおかしいだろう」

　達哉とアデリーナが、そう小声で交かわした時だった。

『ユースフ様！』

　高いソプラノの声と共に、小さな人影がホールの階段を駆かけ下りてきた。どうやらアラビア語らしいが、『ユースフ』という言葉だけは達哉にも聞き取れる。

「誰だれ？」

　クララと同年代に見える、可か憐れんな少女だった。勢いのまま階段を踏み切り、ユースフに向かって跳ちよう躍やくする。

『お待ちしておりました、我が背の君様!!』

「何だぁ!?」

　突然の変事に達哉たちが目を剝むく中、ユースフの対応は冷静そのものだった。

　放物線を描えがく少女の落下地点を正確に予測、腰をやや落とした体勢で両手を広げ、小さな体をはしっと受け止める。

『同じ奇き襲しゆうは通じぬぞ。もっと精しよう進じんせよ』

『さすがでございます、ユースフ様』

　そっと少女の体を、床ゆかに下ろす。そこに、顔色を変えたアブドゥラが詰つめ寄よってきた。

『何をしているのだ馬ば鹿か者もの。ケガをしたらどうする。そもそも奥おくで大人しくしておれと申したではないか』

『も、申し訳ありませぬ。ですが、私……』

『まあまあ、そう目くじらを立てずとも、しゅう──』

　少女とアブドゥラの間に割って入ったユースフだが、そこでようやくＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側の困こん惑わくに気づく。

「誰だよ、あの女の子？」

「ずいぶんと親しいようですし、ユースフの妹君ではないでしょうか？」

「だったらラシッドのオヒメサマか？　何かスゲーな」

「だがあまり似てないぞ」

　不ふ審しんそうにあれこれ話し合っている達哉たち。サミーラも答える気はないらしく、しれっとすっとぼけている。

『これはしたり』

『ユースフ様、わたくしの方からお友達の方々にご挨拶させていただいてよろしいでしょうか？』

『うむ、英語でな』

『かしこまりました』

　答えた少女は達哉たちに向き直り、優ゆう雅がに一礼する。

「遠路はるばるお疲れでした、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のお客人方。わたくしは当家の生まれにして、今はケートル王家に嫁とついでおりますマルヤム──アブドマルヤム・ビンゥラト・アブドウラの娘マルヤムと申す者。夫たるユースフの御ご友人方を、心より歓かん迎げいいたします」

「……は？」

　痛いほどの沈ちん黙もくが、ホールに落ちた。やがてクララが、震ふるえる指でユースフとマルヤムを交こう互ごに示す。

「──夫？」

「うむ」

「──妻？」

「はい」

「「「えええええええぇぇぇっ!?」」」

　仲むつまじく寄り添そう夫婦──と呼ぶには、常識としていささか以上に背徳的かつ犯罪的な姿を目まの当たりにして、一同は奇き声せいをあげてのけぞる。

「待て待て、年ねん齢れい差が一〇歳の夫婦などそれほど珍めずらしくは──いや、そうではない！」

「スゲーよあのお姫ひめ様、あんなかわいい顔して結けつ婚こんとか、アタシなんかよりよっぽどオトナだ。負けたぜ」

　混乱するアデリーナと、妙みような方向に感心するクララ。

「あまり騒さわがないように、みっともない」

　その中でベルトランは、落ち着いた態度で眼鏡の曇くもりをぬぐっている。

「所変われば品変わる。それも王おう侯こう貴族の婚こん姻いんとなれば、私たちの常識と少々ずれていて当然でしょう」

　ため息まじりにそう言いながら、眼鏡をかけ直し──

「なあ、ベル」

「どうしました？」

「眼鏡が逆だぞ」

「──失礼」

　どうやら、最も動どう揺ようしていたのはベルトラン自身のようだ。
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「……予想通り」

　サミーラだけは、どことなく満足そうに拳こぶしをぎゅっと握っていた。と、一人ぼんやりしている達哉に目を留める。

「驚きすぎて、反応に困ってる」

「え？　いや驚いてるよ。でも俺、子供に興味ないし」

「……そう」

　表面上は平静な様子で、達哉は言った。




『商談』の本番は、邸てい内ないの応接間で行なわれることになった。

「これが、そちらに提供する機材の目録です」

「拝見いたします」

　アブドゥラから受け取った書類を、ベルトランは慎しん重ちように確かく認にんする。

「各種のマッスル・パッケージに、エリコンの四〇ミリケースレス弾だん、五七ミリの徹てつ甲こう弾と対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔ──よくもまあ、ここまで」

「失礼ですが、まるで戦争ですな。どこでどのように用いるかは、まあ、聞かぬが花なのでしょうな」

「申し訳ありません」

　達哉にはそんなやり取りよりも、甲か斐い甲が斐いしくユースフの世話を焼く『妻』のマルヤムの方がよほど気になっていたが。

「ユースフ様、コーヒーをお持ちしました」

「うむ」

「どうでしょう、お味の方は？」

「多少は腕うでを上げたようだが、まだ味に深みが足りぬな。豆の焙ばい煎せんはコーヒーの命ぞ、今少し丁寧に致いたせ」

「申し訳ありませぬ」

「なに、常に精進を怠おこたらぬその心構えはよきものよ」

「ふわぁ」

　ユースフが優やさしく頭を撫なでると、マルヤムは気持ちよさそうな様子で夫の肩かたにもたれかかる。

「あの歳でヒトヅマとか、ホントにスゲーよな」

「ああ全くだ。文化が違ちがう」

　クララとアデリーナがひそひそ話していると、ベルトランが振ふり向いた。

「社長、サインをお願いします」

「おーっす」

　小走りでぱたぱたと走って行ったクララは、ベルトランにうながされるままペンを手にした。

「どうぞ、ここに」

「りょーかい……Clara Mao──と」

　やたらと汚きたない金かな釘くぎ流りゆうのアルファベットで、クララは署名する。

「結構ですな、マオ社長」

「おー、世話かけたな族長さん」

　再び握あく手しゆを交わすクララとアブドゥラ。傍はたから見ると相当に滑こつ稽けいな光景だが、少なくとも本人たちは大おお真ま面じ目めなようだった。

　と、手を離はなしたアブドゥラは大おお仰ぎような仕草で両手を広げた。

「さて、硬かたいお話はここまでといたしましょう。実は殿でん下かの新しい御友人方のため、もてなしの席を用意しております。今こ宵よいはごゆっくりしていただけますかな？」

　その言葉に、腰を上げかけていたベルトランは少し考えた。

「ありがたいお誘さそいですが何分、今から船の方で物資の積みこみ作業が始まりますので。後は社長に任せ、私は戻もどらせていただきます」

「へ、アタシ？」

　肩を叩たたかれたクララは、きょとんと目を丸くする。

「それはもう。こういった接待を受けるのも、立派な社長の仕事ですよ」

　やや人が悪そうに笑ったベルトランは、達哉たちを振り向く。

「リーナにイチノセくん、社長のお守もりをお願いしますよ」

「了りよう解かいっす。……久しぶりにうまいものが食えそうだ」

　無む邪じや気きに笑う達哉を、アデリーナは半はん眼めで見やる。

「あまりＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の恥はじにならないようにな」

「ていうか、お守りとは何だお守りとは！」

　憤ふん慨がいしたクララは、頰ほおを膨ふくらませていた。




　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からの客を気づかったのか、その夜の会食は西洋式のテーブルマナーで行なわれた。食堂では床に座るのではなくテーブルに着き、銀のナイフとフォークが用意されている。

「すいません、箸はしはないっすかね族長さん」

「さすがにそれは。申し訳ありません、東洋のお客人」

　あまりと言えばあまりな達哉の申し出も、アブドゥラ族長は笑え顔がおで流していた。

「お詫わびと言っては何ですが、一いつ献こんいかがですかな？　我らムスリムは戒かい律りつで酒を禁じられておりますが、客人の愉たのしみを妨さまたげるほど無ぶ粋すいではありませんぞ」

「えーっと──いいかな、リーナ？」

　隣となりのアデリーナを見やり、達哉はお伺うかがいを立てる。

「羽目を外さない程度なら」

「ってことなんで、それじゃあお言葉に甘えて一いつ杯ぱいいただきます」

「わかりました、では」

　アブドゥラ族長が指を鳴らすと、早さつ速そくワインの瓶びんが運ばれてきた。まだ若い給きゆう仕じが、グラスに注ぐ。

「あ、どーも。後は手て酌じやくでやりますんで、そこに置いといてください」

「承知しました」

　達哉がさっそく口をつけると、クララが興味津しん々しんでのぞきこむ。

「どうよ？」

「……味が分かるやつが飲めばすげー美う味まいんだろうけど、俺には渋しぶいだけでよく分からん」

　達哉が何とも言えない玄げん妙みような表情で素す直なおにそう答えると、周囲から笑い声が上がった。ユースフは遠えん慮りよなく肩を震わせ、サミーラまで口元を押さえている。

「本当に恥はずかしいな、君は」

「うるせいやい」

　ため息まじりのアデリーナに、達哉はそっぽを向く。

　その間にも、料理の皿は次々と運ばれてくる。茶色く炊たかれた米に、羊肉のカバブー、ブドウの葉に挽ひき肉にくや米をくるんで蒸むし煮ににしたドルマ。どれも意外なほどマイルドな味わいで、達哉の口にあった。

「……何もせずに食べる料理は素晴らしい」

　何やらサミーラが、侍じ女じよとしてのアイデンティティーを根こそぎ放ほうり出すような発言を、しれっと口にしている。

「タツヤ様──」

　と、ユースフの隣りん席せきで甲斐甲斐しく世話を焼いていたマルヤムが、達哉に声をかけてきた。

「どうした、お嬢じようちゃ──ゲフッ!?」

　テーブル下で、達哉の脇わき腹ばらにアデリーナの肘ひじがめりこんだ。肋ろつ骨こつが軋きしむ中、辛かろうじて悲鳴はかみ殺す。

（仮にも既き婚こん者に対して、そんな呼び方があるか馬ば鹿か者もの）

（お……ＯＫ、分かった理解した）

　うなずいた達哉は、脂あぶら汗あせを浮うかべた顔に精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑いを浮かべた。

「な、何の用かな、マダム？」

「タツヤ様は、夫のお友達なのですよね。何でも、様々な戦場で共に肩を並べて戦われたとか」

「うん、ああ──もちろん。戦友よ、ユースフと俺──そう、大親友！　話してやろうか、そこんとこ、色々と」

「はい、ぜひお願いします」

　酒の力ですっかり気が大きくなった達哉は、派手な身み振ぶり手振りを交えつつ、一〇割増しな大武勇伝を披ひ露ろうする。

「そこでもう、俺の〈レイヴン〉が、千切っては投げ千切っては投げの大活かつ躍やくだったってわけよ」

「ほら話はそれぐらいにしておけ」

　アデリーナからそうつっこまれ、達哉は顔をしかめる。

「いいじゃないか、多少の脚きやく色しよくぐらい」

「一を一〇にするのは多少じゃねーだろ」

「…………」

　クララがとどめを刺さしている間に、アデリーナはマルヤムたちに軽く頭を下げた。

「連れが調子に乗ってしまった。すまない」

「いやいや、お気になさらず」

「今さら一々、あやつの非礼を咎とがめようとは思わぬ」

「わたくしは嬉うれしかったです。わたくしの知らない、夫の姿を教えてくれて」

　そう言うとマルヤムは、軽く頰を膨らませた。

「ユースフ様もサミーラも、そういうことわたくしには少しも仰おつしやってくれませんし」

「戦場の話など、女子の前でするものではない」

「あら、ではサミーラはどうなるのですか？」

「なぜそこであやつの名が──」

　何やら仲良く喧けん嘩かを始めたユースフとマルヤムの姿を見て、クララが呆あきれたような感心したような様子でつぶやく。

「マジで夫婦なんだな。アタシとほとんど変わらないってのに」

「幼おさな妻づまってやつだな。しかしやっぱ、日本人の俺にはちょっとついていけない」

　達哉が首を傾かしげると、気づいたユースフが振り向いた。

「心外だな。日本でもそのような事例があると、書物で読んだことがあるぞ。そう、確かミナモト・ヒカルと言ったか──」

「時代が全く違うだろ、時代が!!」

「そもそも源氏物語は創作だ!!」

　クララと達哉は、口々につっこんだ。




　砂さ漠ばくの気候は寒暖が激しく、日が暮れると急激に温度が低下する。星空の下、瀟しよう洒しやなベランダにもたれながら、アデリーナは夜気に身を震ふるわせた。

「……コーヒー、どう？」

　背後からの声に、アデリーナは振り返る。サミーラが、コーヒーポット等の載のったお盆ぼんを手に立っていた。

「そうだな、いただこう」

「……ん」

　ベランダの片かた隅すみのテーブルで、サミーラがカップからコーヒーを注ぎ分ける。お茶ちや請うけに、アデリーナの好きなウィスキーボンボンが添そえられていた。

「……どうぞ」

「すまない」

　短く礼を言って、アデリーナは席に座った。カップに口をつける。

「これは、いいな」

　どろりとした濃こい苦みと深い香かおりが、ボンボンの甘さに良く合っている。おかげでボンボンに伸のばす手が止まらない。

　一つ、二つ、三つ──

「……マヨネーズもそうだけど、カロリーの過か剰じよう摂せつ取しゆには留意するべき」

「問題ない。摂取したカロリーは全すべて訓練で消費している」

　平然と、アデリーナは言い切る。

　今までサミーラと、二人きりで話したことはあまりない。だがこのやり取りは、決して悪くはなかった。

「今日は、色々と驚おどろかされた」

「……若のこと？」

「ああ、まったく──」

　ふと言葉が途と切ぎれた。夜空を見上げながら、アデリーナはためらいがちに口を開く。

「君は、あれでいいのか？」

「…………」

「その、勘かん違ちがいかもしれないが、わたしはてっきり君がユースフのことを──」

「……それは、違う」

　静かな声で、だがきっぱりとサミーラは言い切った。自分のカップから、コーヒーを一口飲む。

「……私の一族は、代々ケートル家に仕つかえてきた家か士し。親父おやじ殿どのも、お袋ふくろ様も、私もそう。乳ち兄妹きようだいとして、従者として、若に仕えている。それだけでいい。それ以上の大それたことなど望まない」

　いつになく、サミーラの言葉は長い。

「……若にとって、マルヤム様は必要な方。それに若自身が、あの方を掌しよう中ちゆうの珠たまのように慈いつくしんでいる。羨うらやんだことはない」

　と、言葉を切ったサミーラが、アデリーナのカップにコーヒーのお代わりを注ぐ。

「ありがとう」

　礼を言ったアデリーナの前で、サミーラは目を伏ふせた。

「……私はむしろ、あなたたちの方が羨ましい」

「え？」

「……私のＡＳ操縦技術は、あなたやタツヤに及およばない。この前のインドシナでよく分かった」

　淡たん々たんと答える言葉が、かすかに揺ゆれている。

「……私では若の背中を守れても、肩かたを並べて戦うことはできない。それが悔くやしい」

「そうか──」

　答えたアデリーナは、まだ温かいコーヒーを飲む。こういう時に下手な慰なぐさめは不要だと、自分の経験から分かっていた。

「……あなたとタツヤは、肩を並べて戦える。正直、羨ましい」

「────」

　その言葉に、アデリーナはカップを持つ手をぴたりと止めた。

「なぜそこで、タツヤの名前が出る？」

「……違うの？」

「む──」

「……私はてっきり、あなたたちこそそうだと思っていたけど」

　何が違って、何がそうなのか？──サミーラの問いの意味は、アデリーナにも分かる、分かるのだが。

「いいや、あいつはまだまだ全然ダメだ」

　アデリーナはきっぱりと、言い切った。

「タツヤの側にいるのは不快ではないし、戦場でも多少は使えるようになった。だが、あくまでそれだけだ。それ以上の感情など、わたしはタツヤに抱いだいたことはないし、抱きようもない。勘違いしてもらっては困る」

「……そう」

　いつも表情に乏とぼしいサミーラの顔が、ほんのわずかだけ弛ゆるむ。

「……もしかしたら私たち、似たもの同士かも」

　そんな何気ない言葉にアデリーナは目を丸くするが、すぐにうなずく。

「そうかもな」




「ついたぞ、ここがそなたの部屋だ」

「……うう、すまねえ」

[image: ]

　飲み過ぎですっかり出来上がっていた達哉は、ユースフの肩を借り、引きずられるような姿勢で客間に案内された。

　そのままぐったりと、ベッドに倒たおれこむ。

「全く、預言者が酒を禁じたのも当然よな」

　そう言いながらもユースフは、サイドテーブルに水差しなどを用意する。そんな様子を、達哉はぼんやりとながめていた。

「本当にお前って、王子様なんだよな」

「何を今さら」

　達哉のつぶやきに、ユースフは苦く笑しようした。それに構わず、達哉はぽつりぽつりと言葉を続ける。

「サミーラ、ハッサンのおっさん、それにあのマルヤムって子に、アブドゥラ族長さん。お前の周りにはたくさんの人たちがいて、みんなお前に何かを期待している」

「ふむ」

「お前、本当にいいのかよ」

　ベッドの上で、達哉は身を起こす。その口から、自分でも思いがけない言葉が出た。

「何がだ？」

　答えるユースフも、若干だが困こん惑わくしているようだ。

「その、俺たちと一いつ緒しよに戦って、だよ。そりゃ、確かにありがたいよ。そもそもお前の金がないと、今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は回らないしさ」

　そう言っているうちに、達哉の中でもやもやしたものが段々と形になってきた。

「元々、お前がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入ったのは武者修行みたいなものだろ。なのに何で、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がこんなになっても付き合ってくれてるんだ？」

「確かにな。今までは考えてもみなんだが、当初の理由は失われているやもしれぬ。だが、それがどうした」

　しごくあっさりと、ユースフは答えた。

「仮にとはいえ刃やいばを預けた主あるじが、あのような目にあわされたのだぞ。ここで剣けんを取らねば、戦士フエダーインとしての義が立たぬ」

　その言葉を聞き、達哉は目を丸くした。

「義、か？」

「左様、義だ」

　大おお真ま面じ目めにユースフはうなずく。

「そなたもそうであろう。クララを助け、マオ社長の仇あだを討たんとの義ぎ俠きよう心しん故ゆえに、馳はせ参じたのではないか？」

「そりゃ、俺だって社長たちをあんな目にあわせたやつらを許せないとは思ってるよ。でも、義とかそんな立派な物じゃない──って、そもそも勝手に社長を殺すなよ!?」

　そんなやり取りの中、アラビアの夜は静かに更ふけていった。








第三話　竜ドラクルの城









　　　　１




　補給と休養に五日間を費やし、〈シンドバッド〉号はアラム港を出港した。

　ペルシャ湾わん、アラビア海、紅こう海かいとアラビア半島の沿岸を巡めぐり、スエズ運河を越こえて地ち中ちゆう海かいへ。エーゲ海を北上し、ダーダネルス・ボスポラスの両海かい峡きようを通過すると、そこが黒こつ海かいだ。

　洋上を進む〈シンドバッド〉号の外見は、通常のコンテナ船とほとんど見分けがつかない。だが本来ならば船倉となっているはずの船体内部は、その多くが揚よう陸りく艦かんとしての設備で占しめられている。

　船せん尾び方向に設置されたＡＳアーム・スレイブや軍用ヘリの格納庫と、それらの機体を甲かん板ぱんに上げるための大型エレベーター。隠おん密みつ行動が前提のため、通常の強きよう襲しゆう揚陸艦のように小型揚陸艇ていやそれを運用するためのウェルドックは備えられていないものの、船底のハッチからはＡＳを水中発進させることが可能だ。

　ＡＳの運用を前提に改造され、そのポテンシャルを十全に発揮させることが可能な船なのである。

『ＯＫだ、載のせろタツヤ！』

「りょーかい！」

　貨物作業員ロードマスターの指示に従い、達たつ哉やは〈レイヴン〉一号機を輸送ヘリの貨物室に載せた。集まってきた作業員が、手早く機体を固定する。

　すでにアデリーナの〈レイヴン〉二号機が積みこまれているため、貨物室はほぼ満まん杯ぱいである。不可視型ＥＣＳを搭とう載さいしたヘリが二機しかなく、その機数で三機のＡＳを輸送せねばならないのだ。

　このヘリで二機の〈レイヴン〉を、もう一機のヘリでユースフの〈ヴォルフ〉と各種武装を運ぶことになる。予備である二機の〈シャドウ〉は、今回も居残りだ。

　一号機のコクピットから降りた達哉は、作業員に声をかける。

「それじゃ俺、武装のチェックに回ってきます！」

「おう！」

　チェック用の端たん末まつを手に、達哉は駆かけ出した。

　発進を間近に控ひかえて、〈シンドバッド〉号の格納庫は喧けん噪そうに満ちている。なんせ往復で一〇〇〇キロ近い空路を、無補給かつＥＣＳ任せで飛ぶことになるのだ。事前の準備や点検は、どれだけしておいてもし過ぎということはない。

「おや？」

　ふと達哉は足を止めた。格納庫の片かた隅すみで、どこか所在なげにタバコを吹ふかしている溝みぞ呂ろ木ぎに気づいたのだ。

「ここ、作業中は禁きん煙えんすよ」

「ああん？　何だ坊ぼう主ず──達哉か。余計なお世話だっての」

　振ふり向いた溝呂木が、サングラス越ごしにガンを飛ばす。

「サンチャ船長か、ダニエラさんに見つかったらまたどやされますよ。そもそも吸いたけりゃ、甲板に出りゃいいのに」

「そりゃま、そうだけどよ」

　ぶつくさ言いながら、溝呂木は吸いかけを携けい帯たい灰皿に放ほうりこむ。さすがに二本目は出そうとしない。

「センセイ、俺まだ忙いそがしいんで」

「おい、ちょっと待て」

　再び駆け出そうとした達哉を、溝呂木が呼び止めた。

「何すか？」

「今さらだが、悪かったな。妙みようなことに巻きこんじまって」

「は？」

　思いがけない言葉に、達哉は驚おどろく。

「ＴＡＲＯＳタロスだがな、ＥＨＩウチや技ぎ本ほんでも無人ＡＳの開発に使えないかって話はあったんだよ。んな魂ソウルのかけらもねえ計画、冗じよう談だんじゃねえって片かたっ端ぱしから潰つぶして回った。それで終わったと思ってた」

「…………」

「でもな、俺たちじゃない他の誰だれかが、ＴＡＲＯＳで無人機をでっち上げるって可能性、それを俺はもっとマジに考えとくべきだった」

「それ、センセイが責任感じることじゃないでしょ」

　珍めずらしく悄しよう然ぜんとした様子の溝呂木に、達哉は苦笑した。

「ま、ちゃちゃっと行ってカタつけてきますから、吉きつ報ぽうを待っててください」

「すまねえな、何か逆に気を遣つかわせちまったみたいで」

　そう低い声で言いながら、溝呂木がサングラスを外す。その表情を見て、達哉は少しばかり驚いた。

「あのＴＡＲＯＳを造ったヤツは、掛かけ値なしの天才だ。だが何のためにアレを造ったのかは、正直まだ分からねえ」

　溝呂木の両目には、一人の技術者──あるいは学究としての、真しん摯しな光が揺ゆれていたのだ。

「俺はマンマシン・インターフェースに使ってるが、時々コンピュータの筐きよう体たいを漬つけ物石代わりに使ってる気分になるんだよ」

「どういう意味すかそれ？」

「要するに、全く違ちがう用よう途とに使っているかもしれないってことさ。もしかしたら〈ケントゥリア〉のシステムの方が、ＴＡＲＯＳ本来の仕様に近いのかもしれねえ」

　過程と推論を積み重ねた話だが、達哉にも何となくだが溝呂木の言わんとすることが分かった。

「だがそれでも、あれを造ったヤツがあんな中途半はん端ぱな紛まがい物で満足するとは、俺にはとても思えないんだよ」

「じゃあセンセイ、あんたは──」

　そう達哉がたずねようとした時だった。

「タツヤよ、何をしているのだそなたは!?」

「もう時間がない！　さぼっている余よ裕ゆうはないぞ！」

　ユースフとアデリーナに見つかった。大声でしかり飛ばされ、達哉は頭をかく。

「あー、その──じゃ、そういうことで」

「おう」

　溝呂木も苦く笑しようしながら、サングラスをかけ直した。




　達哉たちを乗せた二機のヘリは〈シンドバッド〉号を飛び立ち、黒海上空を西へと向かった。

　ウクライナとの国境をかすめるようにしてルーマニアに侵しん入にゆう、空軍のレーダーサイトを可能な限り避さけながら、カルパチア山脈を目指す。

　眼下には、雪に覆おおわれたモルダヴィアの平原が広がっている。ＥＣＳを作動させているため、窓からの景色はセピア色に染まっていた。

「寒そうだな」

　達哉がぼやくと、隣りん席せきのアデリーナが読んでいた本から顔を上げた。

「山間部では、マイナス三〇℃に達することもあるらしい」

「マジかよ。そういうのはアラスカで終わりにして欲しかったんだが。俺、寒いのは苦手なんだよ」

「アフリカや東南アジアでも、気候に文句を言ってなかったか？」

「暑いのも苦手なの。ほら、俺って繊せん細さいだからさ」

「とりあえず繊細という言葉を辞書で引いておけ。そもそもＡＳはエアコン完備だ」

「だから、気分の問題──」

　そんなたわいないやり取りを交かわしているうち、ふと達哉の視界にアデリーナの読んでいた本の表紙が飛びこんだ。英書で、記されているアルファベットの表題は『ＤＲＡＣＵ‐ＬＡ』──

「ドラキュラ、ってあの『吸きゆう血けつ鬼きドラキュラ』か？」

「ああ、せっかくルーマニアに行くのだからな。ついでにと思って船の図書室から借りてきた」

「どういうついでだよ」

『吸血鬼ドラキュラ』は、言わずとしれたブラム・ストーカーの手による怪かい奇き小説だ。ヴィクトリア時代に発行されてから一〇〇年以上にわたって読み継つがれており、何度も舞ぶ台たい化や映画化され、数え切れないほどの跡あと追おい作品を生み出している。

　現代まで続く、『吸血鬼』というテンプレートを生み出した傑けつ作さくだ。

「ドラキュラ城はこれから向かうカルパチアに建てられているが、城では三人の女吸血鬼が若い男の血を求めているそうだ」

　淡たん々たんと続けるアデリーナの声には、やや人の悪そうな響ひびきがあった。

「君のように隙すきだらけだと危ないな。気をつけなければ」

「お、おどかすなよ」

　いくら作り話でも、あまり気持ちよくはない。そもそも達哉は、あまりホラーが好きではないのだ。

　妹の由ゆ加か里りは、そういう話が大好きだったが。

（そういやあいつ、色々と妙ちきりんな本とか集めてたな）

　ふと達哉は、以前に由加里から吹きこまれた吸血鬼の豆知識を思い出した。

「ドラキュラっていえば、モデルになった人もこのあたりの出身なんだっけ？」

「ワラキアの小竜ドラキユラ公ことヴラド・ツェペシュか。確かに彼もトランシルヴァニアの出身だな」

「ドラキュラの元ネタだけあって、すごい暴君なんだっけ。捕つかまえた敵の捕ほ虜りよとか、逆らった家来を片っ端から串くし刺ざしの刑けいにしてたとか。おっかねえな」

「だが同時に、オスマン帝てい国こくの侵しん攻こうから国を守った英えい雄ゆうでもある」

　しごく真ま面じ目めに、アデリーナはそう言った。

「人間は、いくつもの顔を持っているものだ。それを一面だけで判断するのは、あまり良くないと思うぞ」

「いくつもの顔、か」

　言われてみれば、確かにその通りだ。

　現に達哉はアデリーナのことを、出会った当初は単に無愛想でプロフェッショナルなＡＳオペレータとしか見ていなかった。だがその仮面の下に彼女は、年ねん齢れい相応な少女の顔を隠かくしていたのだ。

　先日、戦ったカルロスもそうだ。軽けい薄はくな言動の裏には、貧しい家族を養うための戦う覚かく悟ごがあった。

　そして菊きく乃の。あの日アラスカで交わした言葉を思い出す。

『本当に分かっておられないんですね、わたくしの想おもいを』

『さあ達哉さん、存分に愛し合いましょう』

『お待ちしております。わたくしの愛いとしい方』

（少なくともあいつは、裏表ゼロで生きてるか）

　独特の感性から、殺意を愛と言い換かえているのを除けば、だが。

　そんな達哉を不思議そうに見やっていたアデリーナが、読んでいた『ドラキュラ』を閉じた。

「もういいのか？」

「ああ、そろそろ時間だしな」

　アデリーナの言葉に、達哉は時計を確かく認にんした。

「確かにな。じゃあ、俺たちも〈レイヴン〉に乗っとくか」




　カルパチア山脈の上空には寒気が流れこんでおり、風と雪をもたらしていた。山やま間あいを縫ぬうようにして飛ぶヘリは、ついにクインコム要よう塞さいの間近に達する。

　まずはアデリーナの〈レイヴン〉二号機が、要塞の二キロ手前で降下した。後続のヘリが投下した武装コンテナから一五五ミリ榴弾砲とチェーンガンを装備、狙そ撃げきポジションに着く。

『一号機の降下ポイント接近。カウントダウンを開始する』

「オシラ４了りよう解かい、いつでもやってくれ！」

　一号機のコクピットで、達哉はヘリからの指示にそう叫さけび返した。あらためて、作戦の概がい要ようを確認する。

　目標であるクインコム要塞の近辺にはかつて、ハプスブルク帝国時代の古い城塞が築かれていたらしい。だが一九世紀末に大規模な雪崩なだれで城塞は倒とう壊かいし、放ほう棄きされてしまう。それは第一次世界大戦後、トランシルヴァニア一帯がルーマニアの領土になってからも変わらなかった。

　時は流れて共産政権下の一九七〇年代、城塞の史し跡せき調査を行なっていた研究者グループが、偶ぐう然ぜんにも地下に広がる巨きよ大だいな天然の洞どう窟くつを発見する。当時の独裁者チャウシェスク大統領は、有事に備えた洞窟の要塞化を決定。かくしてクインコムは、軍事拠きよ点てんとして復活したのだ。

（クインコム要塞は、地下空洞を拡張・補強した物です。ＡＳが立って歩ける馬ば鹿か馬鹿しいほどの規模ですが、設備等はほとんど未完成のまま放棄されています）

　事前にベルトランから受けた説明を反はん芻すうする。

（現在、要塞内で稼か働どうしているのは、司令部の一部に正面ゲートやヘリポート、そして工こう廠しよう区のみ。ここで〈ケントゥリア〉の量産が行なわれています。生産はほぼ自動化されており、機密保持のためか人員は最小限ですね）

「よく調べたよなあ、ベルさん」

　あらためて達哉は感心した。

　作戦では工廠と司令部を共に占せん拠きよする必要があるため、要塞には二手に分かれて潜せん入にゆうすることになる。

　洞窟本来の入り口は今は拡張されており、非常時の出入り口として使用されている。達哉の〈レイヴン〉一号機はその『裏口』から要塞に侵入して、そのまま工廠区のＡＳ工場を目指す。

　一方、ユースフの〈ヴォルフ〉はヘリポートから侵入し、司令部棟とうを占拠する。その後に一号機が持ちこんだ爆ばく薬やくで工廠を破は壊かいし、脱だつ出しゆつする。アデリーナの〈レイヴン〉二号機は外部から監かん視し──そういう手順だ。

　深い峡きよう谷こくを縫うように飛行していたヘリ、その後部ハッチがかすかに軋きしみながら開いた。雪の交じった冷たい風が、格納庫に吹ふきこむ。

『３──２──１──ＧＯ！』

　機体の固定が解除され、達哉と一号機は虚こ空くうへと放り出された。パラシュートを開かい傘さんする。

　激しい乱気流の中、機体の降下を制せい御ぎよする。が、間に合わない。機体が三時方向に流されてしまう。迫せまる断だん崖がい。このままでは切り立った岩がん壁ぺきに叩たたきつけられ、〈レイヴン〉もろともお陀だ仏ぶつだ。

「くそ！」

　罵ののしりながら一いつ瞬しゆんだけアジャイル・スラスタを噴ふかす。ＴＡＲＯＳとやらが達哉の意図を正確に汲くみ取ってくれたのか、絶ぜつ妙みようの角度とタイミングの噴ふん射しやだった。

　パラシュートを切り離はなす。着陸と同時にささやかな水音が響いた。谷底の凍こおりついた川かわ面もを一号機が蹴けり破り、流水がくるぶしを濡ぬらす。

「オシラ４降下成功。若干のトラブルあれど、異常なし」

『若干か、そういうことにしておこう』

　続いて一号機用の武装コンテナが投下された。もはやお馴な染じみの〈ドラゴンフライ〉と一〇式単分子カッターを、達哉は素す早ばやく装備する。さらに今回の眼目でもある高性能爆薬を、詰つめこんだパッケージごと機体背部にマウントした。

　続けて周囲の地形を確認した。

　峡谷の深さは五〇〇メートル近く、幅はばも八〇メートル近い。ゆるやかにうねりながら、東西に延のびている。

　実際に目にした地形とモニター上の地図、そして事前のブリーフィングを、あらためて脳内で照合する。

「これより本機は谷沿いに、要塞の『裏口』を目指す」

『オシラ５了解。こちらの降下は、手はず通りそなたの突とつ入にゆうに合わせる』

　作戦の手順を、ユースフと確認する。

　幸いにも雪が一号機の姿を隠してくれる。ＥＣＳを作動させれば、気づかれることはまずあるまい。

　隠おん密みつ行動が前提のため、アジャイル・スラスタは使えない。先せん陣じんを切るべく一号機は、静かに駆かけ出した。




　降下したＡＳの移動を確認し、その『影かげ』は身を起こした。

「セプテンバー６よりセプテンバー１へ。意外な客人が来ましたよ」

『セプテンバー１了解。こちらでも確認した、まさか「彼ら」とはな。情報局からは何も報告がなかったが』

　上官の声には、若干の揺ゆらぎがある。

「ひょっとして『彼ら』も、今日のパーティーが目当てなのでしょうか」

「…………」

　通信機の向こうで、上官の声が押おし黙だまる。おそらくは、自分と同様に判断を下しかねているのだろう。

「もしそうなら、我々でも把は握あくしていないパーティー本来の『ゲスト』に、心当たりがあるのかもしれません。『彼ら』と接せつ触しよくを試みる価値はあるのでは？」

『その必要はない』

　彼にとっても思い切った意見具ぐ申しんだったが、上官の返答は外の気温以上に冷たいものだった。

『想定外の事態ではあるが、当面の行動に変へん更こうはない。引き続き監視を続行せよ、セプテンバー６』

「了解」

　元よりこの作戦は非常に政治が絡からんだ任務で、自分たちの出動自体が、複雑かつ微び妙みようなやり取りの結果なのだ。『ホスト』の存在を考えれば、上官が慎しん重ちような対応を心がけるのも当然である。

　だが通信を切る直前、上官のつぶやきが聞こえた。

『あるいは、これが奇き貨かとなるかもしれんな』
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　寒風が吹きすさぶクインコム要塞のヘリポートに、一機のＶＴＯＬ機が着陸した。

「遠路はるばるようこそお越こしくださいました、アタエフ大統領閣下」

　防寒服に身を包んで来客を迎むかえたのは、ジオトロン社のモーガン会長その人だった。

「全くだ。ちゃんとそれに見合った出し物はあるんだろうね」

「それは保証いたしますよ」

　機内から多数の随ずい員いんや護衛を従えて、妙みよう齢れいの女性が姿を現す。決して不美人というわけではないのだが、妙に精せい彩さいを欠く容よう貌ぼうや雰ふん囲い気きの持ち主だった。

　女性の名はムーザ・エカテリーナ・アタエフ。中央アジア南西部の共和国、ガルナスタンの大統領である。

　ガルナスタンはかつて旧ソビエト連れん邦ぽう構成国の一つで、ソ連崩ほう壊かい後はガルナスタン共産党書記長だったバルイシュ・アタエフが、大統領として政権を担になっていた。その死後に後こう継けい者しやとなったのが、娘むすめのムーザ・アタエフ現大統領である。

「余分な礼れい儀ぎは不要だ。早く例のものを見せてくれ」

「分かりました、では」

　モーガンが芝しば居いがかった調子で指を鳴らすと、不意に足あし下もとがぐらりと揺れた。そのままヘリポートの床ゆか自体が、下方へと沈ちん降こうする。空母の飛行甲かん板ぱんのように、機体用のエレベーターが設置されていたのだ。

「少し大おお仰ぎようじゃないかね」

「はは、これでも機密保持には中々便利ですよ。では、こちらへ」

　エレベーターが降りた先、モーガンに先導されるまま一行は歩き始めた。




　ヘリポートの片かた隅すみで、ミハイロフはモーガンたちを待っていた。傍かたわらには、秘書のナタリア・ヤコブレワが控ひかえている。

「可愛かわいいエカテリーナカーチヤ、ですか」

　ナタリアがアタエフ大統領のあだなを、小さくつぶやく。その声が孕はらんだ軽けい蔑べつの響ひびきを、ミハイロフは敏びん感かんに感じ取った。

「口を慎つつしめ、あれでも大切なクライアントだ」

「申し訳ありません」

　軽く頭を下げるナタリアだが、ミハイロフも発言自体は咎とがめようとしなかった。

　元書記長であるアタエフ親子が二代にわたって大統領職にあることから分かるように、ガルナスタンでは今でも旧共産党が強い権力を維い持じしている。

　ガルナスタンの主要民族であるガルナ人は、本来トルコ系の遊牧民族である。だがソ連時代は特にエリート層に対して、ロシア化教育が徹てつ底てい的に行なわれてきた。

　先代のアタエフ大統領は、ガルナ語すらほとんど話せずロシア語が母語、妻もロシア人女性という徹底ぶりだ。娘のムーザが『エカテリーナ』というロシア風のミドルネームを持っているのも、これが原因である。

　要するに現在のロシアを追われたミハイロフやナタリアにとっては、いささか複雑な感情を抱いだく国なのだ。

「ビジネスだ、割り切れ」

「はい」

　小さくうなずいたナタリアを従え、ミハイロフも一行の跡を追った。




「これは……」

　電動車の窓から見える光景に、アタエフ大統領は言葉を失った。

「どうです、中々の見物でしょう」

「ええ、確かに──」

　モーガンの言葉にも、うなずくことしかできない有様である。だが確かに、それも無理はない奇き観かんだった。

　いくら広大とはいえ周囲と頭上を厚い岩がん盤ばんで覆おおわれた地下空くう洞どう、その内部にいくつもの建築物が林立しているのだ。煌こう々こうたる照明に浮うかび上がったその情景には、まるで現実感がなかった。

　それぞれの建物や区画は、舗ほ装そうされた道路によって結ばれている。一行は格納庫から数台の電動車に分乗し、工こう廠しよう区へと向かっているのだ。

「普ふ段だんは照明も最低限に落としているのですが、本日は閣下を歓かん迎げいするために明るくしてみました。いかがでしょう？」

「いやはや、大したものだよ」

　汗あせをぬぐいながら、アタエフは言った。

「もしドラキュラ伯はく爵しやくが現在も生きていたら、このような地底城を築いていたのかもしれないね」

「なるほどなるほど、そう考えればこの壮そう大だいな夢想を計画したチャウシェスク大統領は中々のロマンチストだったのかもしれませんな。おっと、それは閣下の亡なきお父上も同じですかな？」

「────」

　モーガンの言葉に、アタエフはさっと顔色を変える。

「会長、あなたは何が言いたいのだ？」

「こ、これは失礼いたしました。貴国が抱かかえている諸問題に、我が社のプロジェクトなら最終的な解決を示せる、そう申し上げたかっただけです」

　失言に汗をかきながら、モーガンは頭を下げる。と、電動車はようやく工廠区に入った。いまだ稼か働どうしている、工場の一棟とうを目指す。

「では、具体的な製品をお見せしましょう」




「見ての通り、作業工程の大半は自動化されています」

　一同は広大な工場を見下ろしながら、〈ケントゥリア〉製造の過程を実際に見ていた。ちなみに説明役は、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスに出向中となっているヨナタン・クルピンスキーである。

「ちなみに生産ラインの制せい御ぎよシステムも、〈インペリウム・ネットワーク〉──〈ケントゥリア〉各機体間の情報ネットワークに接続しています。ある程度ならば実戦の結果をフィードバックし、機体の細かな仕様さえ調整してくれますよ」

「では、この工場で人間の役目は？」

「座って計器をながめるか、承しよう認にんのスイッチを押すくらいですな。楽で良いですよ、とてもね」

　仮にとはいえ一国の元首を前にしているとは思えない、実にあっけらかんとした態度だった。

　胡う乱ろんげに工場を見回していたアタエフが、ふと片隅に目を留める。

「あれは何だね？」

　損傷した〈ケントゥリア〉が一機、うずくまっていた。右みぎ腕うでが肩かた口ぐちからもぎ取られ、ひどく痛々しく見える。

「ああ、先日インドシナの試験戦せん闘とうで損傷した機体ですよ。妙な挙動をしたって報告があったものだからわざわざ調べてみましたが、特に機体にもＡＩにも不ふ審しんな点はありませんでした。骨折り損のくたびれ儲もうけですよ」

　やや大仰に、クルピンスキーは嘆なげいてみせる。

「〈ケントゥリア〉と言っても、決して無敵ではないのだな」

「当たり前でしょう、何を言ってるのですか」

「言葉が過ぎるぞ、クルピンスキーくん」

「いや、構わない」

　さすがに目を剝むくモーガンだが、アタエフがそれを制した時だった。工場の足下が、大きく揺ゆれる。

「何だ？」

「じ、地じ震しん？」

「いや、違ちがう。これは──」

　無言で壁かべにもたれていたミハイロフが、しなやかに身を起こす。ほぼ同時に、今度は警報が耳を聾ろうせんばかりに響き渡わたる。

「司令部、何があった？」

『て、敵てき襲しゆうです！　それもＡＳの！』

「ほう」

　突とつ然ぜんの凶きよう報ほうに周囲が息を吞のむ中、ミハイロフだけはわずかに眉まゆを動かしただけだった。

『た、谷に面した搬はん出しゆつ口と、上のヘリポートから一機ず──う、うわああぁぁっ！』

　突とつ如じよとして、報告は途と切ぎれた。沈ちん黙もくした無線機を前に、ミハイロフはむしろ感心したようにつぶやく。

「ほう、もう司令部を押さえたのか。悪くない手て際ぎわだ」

　そのまま視線を、呆ぼう然ぜんと立ちつくすモーガンたちに向ける。

「悪いが、社会見学はこれまでだ。ここからはこちらの指示に従ってもらう」

「…………分かった」

　はっと我に返ったモーガンだが、即そく座ざにうなずく。

　わざわざ口に出さないものの、ミハイロフの言外の非難は伝わったようだ。と、腕組みをしたアタエフ大統領が口を挟はさむ。

「こちらも人間の護衛しか連れてきていないが、安全は保障してもらえるのかね」

　さすがに一国の元首なだけはあり、少なくとも表面上は落ち着いた態度だった。ミハイロフはうなずくと、わずか一言で答える。

「当然だ」
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　凍いてついた川かわ面もを踏ふみ抜ぬき、達哉の〈レイヴン〉一号機は峡きよう谷こくを突つき進む。

「こんな山やま奥おくに秘密基地を造るとか、独裁者の考えてることってよく分からん──って、ここか」

　指定されたポイントで〈レイヴン〉の足を止め、達哉は周囲を観察した。右手の断だん崖がいに、広大な洞どう窟くつがぽっかりと口を開けている。

「こいつが、要よう塞さいの『裏口』ね」

　洞窟の入り口はＡＳのサイズに比べるとやや手て狭ぜまで、侵しん入にゆうするためには機体を四つん這ばいにする必要があった。機体のセンサを総動員し、トラップや監かん視しの目を探さぐってみる。問題なし。

「オシラ４、これより潜せん入にゆうする」

　そう短く報告し、一号機は洞窟に侵入する。

　入り口とは打って変わって、洞窟の内部は広々としていた。ＡＳでも大手を振ふって歩ける空間が、奥へ奥へと続いている。

「こいつはすごいな」

　思わず達哉は、感かん嘆たんの声を上げた。

　地下水によって浸しん食しよくされ、複雑な造形が施ほどこされた壁へき面めん。天てん井じようからは無数の鍾しよう乳にゆう石せきやつららが生えている。豊かな地下水の流れは凍こおっておらず、外の峡谷へと続いていた。

（っと、見とれてる暇ひまはないか）

　軽く頭を振り、達哉は前進を再開する。

　レーダ波で洞窟内の地形を走査して、事前にＡＩへと入力していたクインコム要塞の内部マップと照合する。今のところ、大したズレは出ていない。

《経由点ウエイトポイントＣチヤーリーを通過》

「あいよ」

　ゴーシュの指示通りに事前設定されたルートを進みながら、達哉はふと小さな違い和わ感かんを憶おぼえた。

　このゴーシュもそうだが、ＡＳに搭とう載さいされてるＡＩは非常に高性能ではあるものの、機体制御の補助システムという枠わくを超こえるものではない。

　そんな機械仕じ掛かけの知性に人間の精神パターンをコピーしたところで、果たして本当に人間の閃ひらめきや直感を再現できるのか。仮にもし本当に再現できたとして、それは一体どこまで──

《ルートを逸いつ脱だつ。繰くり返す、ルートを逸脱》

「お？」

　ゴーシュの警告音に、達哉ははっと我に返る。左折するよう指定されたポイントを見過ごし、そのまま直進してしまったようだ。

　あわてて引き返し、左手の支洞に入る。するとあからさまに、周囲の情景が変化していた。

　足あし下もとも、壁面も、天井もコンクリートで塗ぬりこめられ、人工のトンネルのような外見になっているのだ。足場こそ水平に削けずられているものの、壁や天井はコンクリート越ごしにでも岩の凹おう凸とつが見て取れる。

　よほど急いでいたのだろうか、かなり雑な仕上げである。ひどい自然破は壊かいだと、達哉は思った。

　支洞の突き当たりには、巨きよ大だいな金属製のゲートが据すえられていた。まるで銀行の大金庫を、一〇倍近くまで拡大したような妙みような迫はく力りよくがある。

　いよいよここから先が本番だ。さすがに緊きん張ちようを覚え、達哉は唾つばを飲む。

　情報によるとこの奥おくにある『第二の洞窟』こそが、要塞の本丸らしい。建ち並んだ無人の建造物の中でまだ生きている工こう廠しよう区のＡＳ工場、それが達哉の目指す目標だ。

　ここから先は、強きよう襲しゆうになる。

　構えた〈ドラゴンフライ〉の銃じゆう口こうをゲートに向けた。手間をかけず、手っ取り早く吹ふっ飛ばす。

　やってることはもう、テロリストとほとんど変わっていない──そんな今さらすぎる感想を抱いだきながら、達哉はトリガーを引いた。撒まき散らされた榴りゆう散さん弾だんがゲートに着弾、一いつ斉せいに炸さく裂れつする。

　一いつ瞬しゆんでずたぼろになったゲートに蹴けりを入れ、根こそぎ吹っ飛ばした。その奥には、真の闇やみが広がっている。

　鬼おにが出るか、蛇じやが出るか。

　一号機が踏みこんだ途と端たん、不意に達哉の背筋をぞくりとした悪お寒かんが走る。その理由を考える間もなく、半ば脊せき髄ずい反射じみた行動でペダルを踏みこみ、スラスタのスイッチを押しこんだ。

　深い地下の暗闇に、プラズマの残光が輝かがやく。横よこ滑すべりの移動で離り脱だつした途端、強きよう烈れつな砲ほう声せいとマズル・フラッシュが闇を引き裂さいた。

「何!?」

　暗視装置によってスクリーンに映される画像は、ぼんやりと色しき彩さいを欠いて現実感が乏とぼしい。その中へまるでにじみ出るように、巨大な影かげが現れた。

「ケ……〈ケントゥリア〉!?」

　それも、一機ではない。二つ、三つ……

　予想外の伏ふく兵へいに息を吞みながら、達哉は通信を入れる。

「こ、こちらオシラ４！　要塞中心部に潜入したところで〈ケントゥリア〉の待ち伏ぶせを受けた！　凄すごい数だ、援えん軍ぐんを頼たのむ！」

　だがジャミングされているのか、返事がこない。無線機は沈黙を保っている。

　達哉は舌打ちをすると、それで頭を切り換かえた。もはや腹をくくって独力で立ち向かう他、道はない。

　右手で〈ドラゴンフライ〉を構えたまま、左手で一〇式単分子カッターを抜く。一刀一槍そうの構えで、〈レイヴン〉は〈ケントゥリア〉の群れと対たい峙じした。

「来やがれってんだ！」




「動く〈ケントゥリア〉は一一機、全機を裏口の〈レイヴン〉にぶつけたよ」

「この短時間で良くやってくれた、博士」

　クルピンスキーの報告に、ミハイロフはうなずく。

「良くやったも何も、ろくにＡＩの調整もせず目標を指定しただけだからね。正直、今の〈ケントゥリア〉では十全のパフォーマンスは発揮できないよ」

「ですがそれでも並みの無人機よりも遥はるかに上の性能ですし、何より数は力です。十分に押し切れるのでは？」

　ナタリアがそう言うと、クルピンスキーは軽く首を振った。

「私もそう思うけどね、相手はあの〈レイヴン〉だ。万一がないとは断言できないさ」

「構わん、当面の最優先事じ項こうはＶＩＰの脱出だ。足止めになればそれで良い」

　要塞の見取り図を確かく認にんしながら、ミハイロフは言った。さらに秘書のナタリアが発言する。
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「司令部およびヘリポートの周辺は、敵の〈ヴォルフ〉に占せん拠きよされています。となりますと、脱出は陸路で？」

　地上から要塞に繫つながるルートはただ一つ、峡谷にかかった橋を渡わたるしかない。うなずきながら、ミハイロフは答える。

「そうするしかないが、問題は敵の出方だ。長ちよう距きよ離り砲を装備した、〈レイヴン〉二号機が見えん」

　続けて今度は、周辺の地図を広げる。

「間ま違ちがいなく、この周囲に潜せん伏ぷくしている。まずは先行して二号機を排はい除じよもしくは拘こう束そくし、脱出路の安全を確保する。行ってくれるな、ナタリア」

「そうですか、あの子が──」

　そうつぶやいた秘書は、背筋を伸のばした。

「ご命令とあらば、大たい尉い」

「頼むぞ。後は司令部だな。取り戻もどさねばならんが、駒こまが足りない。俺は直接の護衛に回らねばならんし、援軍のキクノやアキラに任せるしかない」

「間に合いますかね、あの子たち」

　ナタリアが示した当然の疑問に、ミハイロフはわずかに顔をしかめた。

「際きわどいな。だが、他に手が──」

「あー、一ついいかね？」

　不意に割りこんだクルピンスキーを、ミハイロフは振り向いた。

「何だろうか？」

「もう五分もすれば、〈ケントゥリア〉があと三機ほど動かせるようになる。それを私に預けて欲しいのだが」

「一体、何をするつもりです」

　いぶかしむナタリアに、クルピンスキーは爬は虫ちゆう類るいの笑えみで答えた。

「いや、大したことじゃないのだがね。私も一枚、嚙かませて欲しいだけさ」




「やってくれるよ、まったく」

　風に煽あおられ、激しく揺ゆれるヘリの貨物室。固定されたＭ９〈エンハンスド〉のコクピットで、旭あきらはきつく唇くちびるを嚙みしめていた。

「まさかこのタイミングで仕掛けてくるとはね。ずいぶんと過激じゃないか、ええ？」

『だけど、最良の好機でもあるわ』

　通信機から聞こえる菊乃の声には、むしろ賞賛の色が濃こい。

『ここでこちらの王将──モーガン会長の首を取られたら、わたくしたちは詰つみよ。ふふ、達哉さんもようやく、戦いの妙みよう味みというものを分かっていただけたのかしら』

「歓よろこんでる場合じゃないだろ、姉さん」

　このあたりは過大評価なのだが、姉弟きようだいどころかミハイロフさえまだその事実に気づいていなかった。

「でもまあ、今日は少し姉さんの気持ちが分かるかな」

　つぶやいた旭の口元に、小暗い笑みが浮うかぶ。まさかこんなにも早く、ダナエ村の報復をする機会が回ってくるとは。

「今度こそは借りを返すよ。遺い恨こんもあるしね。こいつをやつらにぶつけてやる。機体ごと、蹂じゆう躙りんしてやる」

『……ぶつける……体……蹂躙──はッ!!』

　いきなり菊乃の声が、一オクターブ近く跳はね上がった。

『そ、そういうことなのね、旭！　ね、狙ねらいはどちらなの!?　達哉さん、それともユースフ殿でん下か!?』

「……え？　それは別にどちらでも良いっていうか、できれば両方とも食いたいけど、あの彼は姉さんに譲ゆずっても──」

『食いたい!?　どちらでも!?　両方!?　譲る!?　ダメよ旭！　そんな愛のない交わり、お姉ちゃんは認めません!!』

「何を言いたいのか分からないけど、ちょっとうるさいよ姉さん」

　やや苛いら立だたしげにそう答えると、菊乃は一いつ旦たん口をつぐんだ。ややあって、今度はため息まじりの声が聞こえる。

「あのね、旭。愉ゆ悦えつと耽たん溺できは違ちがうわ」

「…………」

「戦いを愉たのしむのは構わないわ。わたくしだっていつもそうしているし。でも、溺おぼれたらだめよ。その区別はつけなさい」

　諭さとすようなその言葉が、旭の癇かんに障さわる。何か言い返そうとした時、ヘリの機長から連れん絡らくが入った。

『もうじき要よう塞さい上空だが、予定通りか？』

「ああ、ヘリポートへ降ろしてくれ。そこから内部に突とつ入にゆうして、司令部を奪だつ還かんする」

　即そく座ざに思考を菊乃との言い合いから切り離はなし、指示を出す。

『しかしヘリポートは敵に占拠されている。接近はともかく、降下は危険だぞ』

「危険は承知だけど、冒おかす価値はある。なにより社長の命令だ。いいね、姉さん」

『ええ、構わないわ。行きましょう』

『──いや、その必要はない』

　唐とう突とつに割りこんだ声は、ミハイロフのものだった。

『目標は変へん更こうだ。お前たちは渓けい谷こくに降下し、裏口に向かえ。そこで足止めしている〈レイヴン〉一号機が標的だ』

『あら、達哉さんと踊おどれますの？』

　急にテンションが上がった菊乃を無視し、旭はミハイロフに尋たずねる。

「しかし、司令部は放置して構わないのですか？」

『そちらは別の手を打った』

　続く言葉に、旭は目を丸くする。

「本当ですか？　しかし、信用できると？」

『最悪でも時間稼かせぎにはなる。とはいえ場合によっては、お前らを援軍に回す必要があるかもしれん』

「承知しました、ステファン・イリイチ」

『スピードが鍵かぎだ、後は任せる』

　交信終しゆう了りようと共に、旭は固く拳こぶしを握にぎった。




　ユースフによる司令部の占拠は、計画通り順調に進んだ。

「ふっ」

　降下と同時にユースフの〈ヴォルフ〉は、手にした得物を振ふりかぶる。ＨＥＡＴハンマー、読んで字のごとく対戦車用の成形炸薬弾ＨＥＡＴに柄えをつけてハンマー形にした、使い捨ての近接戦せん闘とう用兵器だ。

　単分子カッターに比べ取り回しが悪いものの、安価かつ高威い力りよくとコストパフォーマンスには優すぐれており、今でも世界中の戦場で広く使われている。今〈ヴォルフ〉が装備しているのは、施し設せつ破は壊かい用に造られた両手持ちの『大玉』だ。

　気合一いつ閃せん。

　叩たたきつけられたＨＥＡＴハンマーが炸さく裂れつし、狙い過あやまたずヘリポートのエレベーターを吹ふき飛ばす。ぽっかり空いた大穴に、〈ヴォルフ〉は身を躍おどらせた。着地。

「開けイフタム・ヤーゴマ・シムシム──と言うには少々乱暴ではあるな」

　つぶやきながらユースフは、司令部を目指す。

　慌あわてふためく人ひと影かげに片かたっ端ぱしから電気銃じゆうを撃うちこみ、気絶させる。かくして司令部棟とうの占拠自体には、あっさりと成功した。

　問題は、その後だった。

「何……だと……？」

〈ヴォルフ〉のＡＩであるヌワースを、司令部のメインフレームに接続。吸い出した情報に、ユースフは呻うめいた。

「ミハイロフのみならず、ジオトロンのＣＥＯが来ておるのか？」

　本当ならば、正に千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。虜とりことするにせよ誅ちゆう殺さつするにせよ、それで状じよう況きようは劇的にひっくり返る。

（〈ケントゥリア〉の開発を強ごう引いんに推進しているのは、間違いなくモーガン本人。ここで排除に成功すれば、計画そのものが空中分解するやもしれぬ）

　こうしてはいられない。まずは一度外に出て報告するべきか？　いや、事態は一刻を争う。このまま要塞深部に急行し、単機でもモーガンの首しゆ級きゆうを──

　それに、気を取られすぎていた。

　突とつ如じよとして飛来した砲ほう弾だんが、〈ヴォルフ〉の頭部に命中する。

「何!?」

　頭部が半壊した〈ヴォルフ〉はよろめいた。警報でコクピットが真っ赤に染まる。

『〈ヴォルフ〉は非常に良い機体だが、惜おしむらくは電子兵装が少々弱い。この状況では、もっと周囲に気を配るべきだったねえ』

　聞き覚えのない声が響ひびき渡る。同時にノイズだらけのメインスクリーンに映った洞どう窟くつの一画が揺らぎ、かすみ、そして一機のＡＳが姿を現す。

　不可視型のＥＣＳだ。

「あれは──」

　現れたＡＳ自体は、以前目にしたことがあった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がマランパ共和国の内戦に巻きこまれた際に交戦した、ミハイロフが操あやつる『一ツ目』の機体だ。

　続けて『一ツ目』の周囲を守るように、三機の〈ケントゥリア〉が現れた。

　見比べると、やはり『一ツ目』と〈ケントゥリア〉には共通する意い匠しようが多い。まず同系列の機体と見て間違いないだろう。

『──〈レガトゥス〉だよ』

「…………？」

『だから〈レガトゥス〉、この機体の名前さ。カエサル・プロジェクトの有人ＡＳ、〈ケントゥリア〉本来の管制機だ』

「なるほど、ご教授いたみいる」

　そう答えながら、ユースフは懸けん命めいに機体をチェックする。頭部の損傷でセンサ類の大半が死んでいるが、首から下はほぼ無傷だ。まだ戦える。

　それにしても〈レガトゥス〉とは。まさしく文字通り、百人隊ケントウリアを束ねる軍団長レガトウスというわけだ。

「礼を申し上げたいところだが、親切な貴き殿でんは何者かな？」

『エリック・クルピンスキーだ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社の技術顧こ問もん、ということになっているはずだ』

「技術顧問だと？　なぜ戦士ならざる学士が、わざわざＡＳに乗っている？」

『クルト・タンクを気取るわけではないが、ＡＳを理解するにはその機体を操縦するのが一番だと思っているのでね。これでも訓練は欠かしていないつもりだが、たまには実戦の空気も味わわないと』

　言うなり『一ツ目』──〈レガトゥス〉がライフルの砲ほう門もんを〈ヴォルフ〉に向ける。

『というわけで、死んでくれないだろうか？』

「断る！」

　跳ね起きた〈ヴォルフ〉は手にしたライフルを掃そう射しや。だが自じ慢まんのＦＣＳも、センサの損傷が激しく精度は著いちじるしく低下している。

　あっさりと回かい避ひに成功した〈レガトゥス〉は再び不可視型ＥＣＳを起動し、姿を消す。代わって三機の〈ケントゥリア〉が、〈ヴォルフ〉に躍りかかった。
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『やれやれ、私は面めん倒どうが嫌きらいなのだよ』

「くっ……」

　ふざけたその物言いに、ユースフは歯は嚙がみした。




「状況が読めん」

　指定されたポイントを保持しながらも、アデリーナは焦あせりを押おし隠かくすことができなかった。

　突入して以来、達哉やユースフとの通信は途と絶ぜつしている。先行きの見えぬ不安が、アデリーナに重くのしかかっていた。

（このままでは……）

　唇くちびるを嚙みしめたアデリーナだが、待機していた輸送ヘリに連絡する。

「こちらオシラ３、現時点でプランをＢ案に移行。本機も要塞内部へ侵しん入にゆうする」

　通信機にそう告げたアデリーナの視線は、偽ぎ装そうされたクインコム要塞の正面ゲートを見み据すえていた。すぐにヘリから返答が戻もどってくる。

『本気か、リーナ？』

「これだけの時間が経過しても、連絡がない。トラブルがあったとしか考えられない。今でも遅すぎたくらいだ」

『確かにな』

　ヘリの側も、どうやらアデリーナの意見に賛同したらしい。

『〈シンドバッド〉号にはこちらから連絡しておく。リーナ、お前さんは中を──』

　頼たのむ、という返事を聞き終えないうちに、アデリーナはペダルを踏ふみこんだ。地面に身を投げ出した〈レイヴン〉二号機は素す早ばやく前転、そのすぐ頭上を不可視の斬ざん撃げきが薙なぎ払はらった。

「くっ」

　Ｊロールで跳はね起きた二号機は、チェーンガンを乱射。直前まで『何か』が存在していた空間を、無数の砲弾が薙ぎ払う。

（やったか？）

　油断なく立ち上がった二号機のコクピットに、通信機越ごしの声が響く。

『少しは腕うでを上げましたか、ケレンスカヤ訓練生』

「────!?」

　その通信に、アデリーナは呼吸を止めて硬こう直ちよくした。声こわ色いろといい、語調といい、言葉遣づかいといい、彼女がかつてよく知っていた人のものとほぼ同一だったのだ。

（まさか）

　募つのる疑念の中、アデリーナは答えた。

「ナターシャ──ナタリア・ヤコブレワ中ちゆう尉いか？」

『まだ、私のことは忘れてはいなかったようですね』

　その通信と共に、眼前の空間が揺ゆらぐ。不可視型ＥＣＳを解除し、姿を現した『一ツ目』のＡＳ──〈レガトゥス〉。

「なぜだ……」

　震ふるえる声でアデリーナは〈レガトゥス〉のオペレータ──ナタリアへと問い質ただす。

「なぜあなたが、まだミハイロフについているのだ、ナターシャ！」

『そうですね』

　答えるナタリアの声は、ひどく透とう明めいで清せい澄ちようで──むしろ不ふ吉きつに響いた。

『あれから六年、世界中の戦場を渡わたり歩いてきました。私は、戦争以外に食う術すべを知りませんでしたから。でも結局、私の居場所はあの人の側にしかなかった』

「あの男は、わたしたちを裏切ったのだぞ！」

『ええ、ですが些さ細さいなことです』

　答えるナタリアの声には、一片の迷いもなかった。アデリーナは、思わず背筋を震わせる。

『あの人は生きていて、私も生きていて、また巡めぐり合えた。その結果だけが、事実ですから』

「そうか」

　小さくつぶやいたアデリーナは、チェーンガンの砲門をナタリアの〈レガトゥス〉に向けた。

「今までの話から推測すると、今ミハイロフがあの要よう塞さいにいて、正面ゲートから脱だつ出しゆつしようとしている。そうだな？」

『ええ、私は大たい尉いからその露つゆ払はらいを命じられました』

「ならば──」

　目を見開くアデリーナ。二号機が、構えた〈デモリッションガン〉の砲門を〈レガトゥス〉に突つきつける。

「ならばあの男との、ミハイロフとの因いん縁ねんを清算する千載一遇の好機だ！　押し通らせてもらうぞ、中尉」

『お好きなように。できるのでしたら、ね』

　ナタリアの言葉には、自信も過信もない。あくまで彼ひ我がの戦力差を分ぶん析せきし、それを告げるためだけのものだった。

「わたしを六年前と一いつ緒しよに考えているのならば、大きな間ま違ちがいだ」

『でしょうね。ですが今の私も、六年前と同じではありませんよ』

　高まった戦意が臨界に達し、弾はじけ飛ぶ。六年ぶりの再会は、砲火の応おう酬しゆうとなった。




　達哉にとってそれは、まるで悪夢のような戦いだった。

　闇やみに跳ちよう梁りようする〈ケントゥリア〉の影かげ。全く同じ機体、同じ装備で襲おそい来る無人機たちの姿が、幻げん影えいのように錯さく綜そうする。

　一一機の隊列はその全すべてが一つの生き物のように、〈レイヴン〉へと殺さつ到とうする。

　だが迎むかえ撃うつ達哉の操縦もまた、常になく冴さえ渡っていた。

　巧たくみに緩かん急きゆうをつけたスラスタの起動で、容よう赦しやない敵の攻こう撃げきを回避し続ける。地面だけではなく周囲の建物、時には洞窟の天てん井じようすら足場として、一号機は自在に駆かけ回った。そしてごくわずかな敵の隙すきを見つけては、確実に断固とした反撃を繰くり返す。

　達哉にとって幸いだったのは、どうやら〈ケントゥリア〉が本調子ではないらしいことだ。戦せん闘とう機動の節々や、機体同士の連れん携けいの組み立てに、いつもの切れが乏とぼしい。所々で、甘さが滲にじんでいる。
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　一号機は、そこにつけ込んで反撃した。単分子カッターの刃はが、〈ドラゴンフライ〉の砲ほう弾だんが、一機また一機と〈ケントゥリア〉の数を減らしていく。

　暗い地下洞どうに、プラズマの残光が煌きらめいた。

　アジャイル・スラスタの出力を全開にしたチャージ。一号機の繰り出した一撃が、〈ケントゥリア〉の一機を打ち砕くだく。

　息つく間もなく、横合いからの攻撃。片かた腕うでの〈ケントゥリア〉が、残った左腕に単分子カッターを抱かかえて躍おどりかかってきた。

　達哉は素早く一号機を操作。体を開いて〈ケントゥリア〉の刺突に空を切らせつつ、カウンターで強きよう烈れつな蹴けりを胴どうに叩たたきこんだ。

　ひしゃげる正面装そう甲こう。吹ふっ飛んだ片腕の〈ケントゥリア〉は地面に叩きつけられ、ぴくりとも動かなくなる。

　機体を翻ひるがえした一号機は〈ドラゴンフライ〉を構え直し──そこでようやく達哉は、周囲に動く〈ケントゥリア〉の姿がないことに気づいた。

「…………かは」

　操縦席のシートに寄りかかり、達哉は声も出せずに激しく喘あえいだ。滝たきのような汗あせが、どっと全身を流れ落ちる。

　勝った、という実感はまるでない。圧あつ倒とう的な敵相手に神経をすり減らしながら攻防を繰り返し、全ての敵機が倒たおれるまで辛かろうじて持ちこたえたのだ。

　本当に、際きわどい戦闘だった。

「終わった……んだよな、これで」

　わざわざ声にして確かめながら、達哉は周囲を確かく認にんする。

　無我夢中で戦ううち、戦域は大きく移動していた。今の一号機は、巨きよ大だいな建物に囲まれた中庭のような場所に立っている。

　どこをどう辿たどってきたのか、記き憶おくも時間経過も判然としない。

　要塞マップと照合、現地点──工こう廠しよう区。いつの間にか、目標であるＡＳ工場のすぐ近くまで来ていたのだ。

　達哉の任務も大おお詰づめだ。

　一号機は巨大なゲートをくぐり、工場内に足を踏み入れる。人ひと気けこそないものの、いまだ機材の大半は動き続けていた。

　まるで唸うなり声のような不気味な低音が響ひびく中、達哉は一号機が背負っていた時限式の高性能爆ばく薬やくをパージする。

（ていうか、下ろすの忘れてたよ）

　場合によっては流れ弾だまの一発で誘ゆう爆ばくして、機体諸もろ共ともに微み塵じんと吹き飛んでしまう危険すらあったのだ。あらためてその可能性に思い至り、達哉はぞっとする。

　事前の計画だと、工場に時限式の爆薬を設置した後に脱出する手はずだったのだが、相変わらず味方と通信が通じない。〈ケントゥリア〉との交戦も考えれば、事前には予測もできない事態が起こったのだろう。

　にもかかわらず杓しやく子し定じよう規ぎに、爆薬を仕し掛かけても良いのだろうか？　もし万が一にでも逃にげ遅おくれていたユースフが巻きこまれたりしたら、それこそ目も当てられない。

　とりあえず連れん絡らくができる所まで移動するべきか──などと達哉が考えていた最さ中なか、ゴーシュの冷静な声がコクピットに響く。

《接近警報》

「何!?」

　咄とつ嗟さにペダルを踏みこみ、機体をのけぞらせる。激しい弾だん幕まくがよどんだ工場の空気をかき回した。

　続いて死角から音もなく繰り出された刃、機体を地面に投げ出しＪロール機動で切り抜ぬける。素早く立ち上がり、達哉は唾つばを飲んだ。

「菊乃に、旭か」

　一号機を挟はさみ込むように、二機の〈エンハンスド〉が立っている。一機は両手に一〇式単分子カッターを構えた菊乃機。もう一機はＡＳ用カービンライフルを保持し、腰こしにマシンガンをマウントした旭機だ。

『そう言えば、あなたと本気で踊おどるのは久しぶりですわね。ふふふ、とてもとても楽しみですわ』

『僕はそろそろ、君との腐くされ縁えんも清算したいんだよ。黙だまって立っててくれるとありがたいんだけど、駄だ目めかな』

　口々に勝手な宣告をする姉弟きようだいに挟きよう撃げきされ、達哉は顔を引きつらせる。

「そいつはごめん──だな！」

　言うなり一号機は、大地を蹴って跳ちよう躍やくした。ジャクソン・アーチで菊乃機の背後を取る──と見せかけ、放物線の頂点でスラスタ点火。

　プラズマの残光を引きながら、菊乃機の直上からの急降下。スラスタ推力に重力も加算した、垂直落下式の突とつ撃げきが〈エンハンスド〉を襲う。

　だが──

『まあ、素敵ですわ』

　歓かん喜きの声と共に、必殺の一撃は防がれていた。左右の刀身を十字に交差させた〈エンハンスド〉は、〈ドラゴンフライ〉の穂ほ先さきを見事に受け止めている。

　このままでは良い的だ。一号機が機体をひねって着地すると同時に、旭機のライフルが咆ほう吼こう。無数の弾幕が、空間を制圧する。

　組み合った槍やりと刀で競せり合いながら、達哉の〈レイヴン〉と菊乃の〈エンハンスド〉は至近距きよ離りでにらみ合う。

「上等だ。いい加減に決着をつけようぜ、菊乃」

『ええ、本当にお願いしますわ、達哉さん』




『彼』は、暗がりの中でうつぶせになっていた。

『彼』に下された指令は、『標的』の抹まつ消しよう。だが初戦で『彼』は『標的』に一いつ蹴しゆうされ、大破してしまう。

　その時『彼』が下した判断は、擬ぎ死し行動でやり過ごす──というものだった。自分が撃破されては、標的の抹消というそもそもの指令を果たせなくなる。

『彼ら』やその同類にとって、本来は存在し得ない行動オプションだ。自機がいかなる損害を受けようとも、指令に成功の可能性があるならばどこまでも追求するというのが、『彼ら』本来の思考ルーチンだ。

　だが彼のＡＩに転写されていた『揺ゆらぎ』が、その行動を是ぜとした。

　結果として『彼』の判断は、大成功だった。損傷しつつも撃破されることなく改修されたということは、指令を果たし得る再度の機会を与あたえられたということだ。これは為なす術すべもなく撃破されたという結果と比ひ較かくした場合、指令に成功する確率ははるかに高いと結論できる。

　このロジックを、『彼』はメモリーの奥おく深くに保存した。

　だからこそ与えられた再度の機会で、『彼』はためらわず有効と証明された戦術──擬死行動を実じつ施しした。

　全ては、下された指令を果たすため。

　全ては、標的を抹消するため。




　　　　４




　手負いの狼おおかみを、三頭の猟りよう犬けんが狩かり立てる。

「おのれ！」

〈ヴォルフ〉のコクピットで、ユースフは叫さけんだ。秀しゆう麗れいな面おも差ざしは、焦しよう燥そうに歪ゆがんでいる。

　三機の〈ケントゥリア〉は、〈ヴォルフ〉を包囲していた。各機が正三角形の頂点を占しめ、近づきすぎず離はなれすぎず、中心の〈ヴォルフ〉に火力を集中する。

『全く、猟師抜ぬきでもこの程度の狩りはして欲しいものだがね』

　姿を消したクルピンスキーの声が響く。おそらくは彼からリアルタイムで制せい御ぎよされているためだろう。〈ケントゥリア〉の動きは、先日のインドシナよりも鋭するどかった。

　センサの大半を失った盲もう目もくの〈ヴォルフ〉に、抗あらがう術はない。戦闘というよりもむしろルーチンワークじみた繰くり返しの果て、ついに力ちから尽つきた〈ヴォルフ〉は崩くずれ落ちる──かに見えた。

　だが──

「おおおっ!!」

〈ヴォルフ〉が、いや、ユースフが吼ほえた。前方に倒れこむと見せかけて、全身でたわめていたマッスル・シリンダーを一気に解放。爆ばく発はつ的な瞬しゆん発ぱつ力りよくで、正面の〈ケントゥリア〉に飛びかかった。

　抜き打ちの一いつ閃せん。単分子カッターが、すれ違ちがいざま〈ケントゥリア〉の機体を抉えぐる。撃破には至らないが、敵の包囲を抜けることには成功した。素す早ばやく機体を反転させ──

『ふむ、ここまでかね』

　精密な射しや撃げきが、〈ヴォルフ〉の腰を撃うち抜いた。大きくつんのめった〈ヴォルフ〉は、踏ふみ止とどまろうとして果たせず、ヤジロベエのようにふらつく。

「やはり未調整では反応速度に難があるか。今後の課題だな」

　うそぶきながら〈レガトゥス〉が姿を現す。その目前で、ついに〈ヴォルフ〉は倒れ伏ふした。




　嚙かみ合った機械仕掛けの刃やいばが、激しく火花を散らした。

　達哉の〈レイヴン〉一号機は機き敏びんに〈ドラゴンフライ〉を翻ひるがえして、間断なく菊乃の〈エンハンスド〉に攻せめかかる。

　断続的なスラスタ駆く動どうによって加速された連続突づき。技量の差を間合いと速度で埋うめることにより、達哉は辛うじて菊乃と渡わたり合う。

『まさか、ここまでわたくしと踊れるなんて。ああ、やはりあなたは素晴らしいです達哉さん』

「ああ、そうかよ」

　感極まった菊乃の声に答えながら、達哉はその後方に控ひかえる旭の〈エンハンスド〉からも目を逸そらさない。側面に回りこもうとする旭機の軌道からは、常に反対側へと機体を滑すべらせて、菊乃機を遮しや蔽へいとすることで逃のがれる。

　工場の天てん井じようから見下ろせば、菊乃機を中心に旭の〈エンハンスド〉と達哉の一号機が、大小の円を描えがく形だ。

『はっ！』

　鍔つば迫ぜり合いの体勢から、裂れつ帛ぱくの気合が響き渡った。菊乃の〈エンハンスド〉が、左右の両刀を強ごう引いんに振ふり抜こうとする。膠こう着ちやくに焦あせったのか、普ふ段だんの精せい妙みようさからは程遠い粗そ雑ざつで力任せの太た刀ち筋すじだ。

　達哉は故意に、〈ドラゴンフライ〉を握にぎるマニピュレータを緩ゆるめた。すっぽ抜けた十文字槍が高々と宙を舞まい、空振った〈エンハンスド〉が刀に引きずられてつんのめる。

　好機──素早く腰の一刀を抜いた〈レイヴン〉は、大上段から振り下ろした。

『かかりましたわね！』

「何!?」

　だが、それは菊乃の誘さそいだった。〈エンハンスド〉はつんのめった姿勢のまま機体を地面に投げ出し、一転して打ち込みから逃れる。その向こうに達哉が見たのは、ライフルを構えた旭の〈エンハンスド〉だった。

「しまった!?」

『もらったよ』

　まさに姉弟ならではの、〈ケントゥリア〉さえ凌りよう駕がする以心伝心のコンビネーションだった。

　凍こおりついた達哉の目に、ライフル下部にマウントされたランチャーの砲ほう門もんが焼きついた。ぽっかり開いた黒い穴は、まるで地じ獄ごくへと続いているかのようにも見える。

　色いろ褪あせた静せい寂じやくの中、砲声だけが響ひびき渡った。

　砲門から飛び出した対戦車グレネードが、達哉にははっきりと見える。凍りついた時の中、迫せまり来る砲ほう弾だんだけが世界の全すべてだった。

（ああ、まただ）

　達哉は何とはなしに自覚していた。戦場で何度か体験したあの感覚──熱く昂こう揚ようする精神と、冷たく冴さえ渡る思考の同居を。

　アジャイル・スラスタ出力全開。だがもはや全速のブースト機動でも、砲撃から逃れるには間に合わない。達哉にできるのはただ、加速した斬ざん撃げきを予測された弾道上に置いておくことだけ。

　次の瞬しゆん間かん、単分子カッターの刃に正中したグレネードは、自らの運動エネルギーで自身を二つに切り分けた。分かたれた二つの弾だん片ぺんは、反動で刀身をへし折りつつ、末広がりの軌き跡せきで〈レイヴン〉の装そう甲こう表面をかすめ、はるか後方で誘ゆう爆ばくした。

『……うそ』

『え──？』

　呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくする二機の〈エンハンスド〉。世界に色と音が戻もどってきた。立ちつくす旭の〈エンハンスド〉に、達哉は躍おどりかかる。

　空中で落ちてきた〈ドラゴンフライ〉をつかみ取り、穂先を射出。単分子カッターの切っ先は、狙ねらい過あやまたずライフルごと旭機の右みぎ腕うでを叩たたき斬きった。

　そのままスラスタに点火し、旭の〈エンハンスド〉の背後に回りこむよう着地した。絡からみつかせたワイヤーと槍の柄えで敵機を挟み込み、まるで羽は交がい締じめのように拘こう束そくする。

『き、貴様！』

「動くな！」

　達哉も必死だ。拘束から逃れようとする〈エンハンスド〉を押さえこみつつ、〈ドラゴンフライ〉にマウントされた散弾砲の砲門をそのコクピットに向けた。

　それを見た菊乃の〈エンハンスド〉が、動きを止めた。だが、戦せん闘とう態勢は解除していない。今にも飛びかかろうと身をかがめたまま、達哉の出方をうかがっている。

「刀を捨てるんだ、菊乃！　さもないと──」

（さもないと──撃てるのか、俺に？）

　どっと汗あせが噴ふき出す。乾かわいた唇くちびるをなめ、達哉は自分自身に撃てるはずだと言い聞かせる。アラスカでの〈ケントゥリア〉戦で、敵機を無人ＡＳだと知らなかった達哉は、オペレータを殺す覚かく悟ごでトリガーを引いた。

　あの時に出来て、今回は出来ないという理り屈くつはない。もう一度、あの覚悟を繰り返せばそれでいいのだ。

　いやそもそも、なぜ自分はこんな人ひと質じち事件の犯人紛まがいの行動をしているのだ？　これで菊乃が退く保証など、どこにもない。まずは確実に障害の一つを処理して、菊乃機と一対一の状じよう況きように持ちこむべきでは──

　張り詰つめた緊きん張ちようの中、達哉の心は千々に乱れる。スクリーンの片かた隅すみで動く何かの影かげに、気づくことができないまま。




　軋きしむ機体を引きずるようにして、『彼』は歩いていた。回収した味方機のライフルを手に、工場の奥をのぞきこむ。

『標的』が、友軍機の一機を羽交い締めに拘束していた。もう一機の友軍機は、戦意こそ失っていないものの戦闘機動を中断している。

　結論から述べれば、あの友軍機の行動は妥だ当とうなものだ。「友軍機には決して危害を加えない」──これは『彼』のＡＩを構築する根本的な大原則であり、たとえ個別の指令が下されていたとしても、無視することは許されない。

　本当にそうか？──ＡＩに仕込まれた内なる揺らぎが、『彼』に囁ささやきかける。先日の交戦において『彼』は故意に指令の一部を無視することにより、再戦の機会という得え難がたい成果を得た。ならば今回も同じなのでは？　だとしたらより大きな成果を得るべく、無視すべきものはなにか。

　そうだ、考えてみればいい。

　先日の交戦時、あの拘束された友軍機は『彼ら』の一つを巻きこんで敵機を撃った。より大きな戦果を上げるため、許容すべき損害の範はん囲い内だと見なしたのだ。

　ならば──

　ならば──

　ならば──

　全く同じロジックを現状へと演えん繹えきすることに、果たして何の問題があるのだろうか？




　一号機のコクピット、スクリーンの片隅でかすかに何かが動いた。片かた腕うでの〈ケントゥリア〉が、工場の入り口からライフルの銃じゆう口こうをこちらに向けていることに、達哉はようやく気づく。

（まさか──）

　今の〈レイヴン〉は旭機を盾たてにしている上、あの〈ケントゥリア〉との射線上には菊乃機が背を向けている。この状況で、誤射なしに撃てるはずが──

　耳をつんざく、フルオートの咆ほう吼こう。撒まき散らされた四〇ミリ弾の濃のう密みつな弾だん幕まくが、三機のＡＳ──達哉を、菊乃を、旭を、諸もろ共ともに巻きこんだ。

「何だと!?」

『きゃあっ！』

『……え？』

　予期すらしてなかった背後からの射撃を浴び、菊乃の〈エンハンスド〉が転てん倒とうする。空いた射線を走り、次々と砲弾が〈レイヴン〉一号機と旭の〈エンハンスド〉に襲おそいかかった。

「逃にげろ！」

　とっさに旭機を突き飛ばし、回かい避ひ機動をとる〈レイヴン〉。だが、四〇ミリ弾の掃そう射しやを完全にはかわしきれない。一発、二発──着弾の衝しよう撃げきに激しく揺ゆさぶられながら、達哉はそれを見た。

　体勢を崩くずし、棒立ちになった旭の〈エンハンスド〉。その胸部を、ライフル弾が貫つらぬき、首の後ろから飛び出したのだ。硬直した〈エンハンスド〉は、まるで壊こわれたブリキの玩具おもちやのように崩れ落ちた。

『────ああああああ』

　菊乃の〈エンハンスド〉から、かすれた悲鳴が巻き上がる。上体を起こして投とう擲てきした単分子カッターが、〈ケントゥリア〉の胸むな板いたを貫いた。

　もんどりうって横転する〈ケントゥリア〉。だがそれでも、手にしたライフルは狂くるったように弾を吐はき出し続ける。のたうったその先せん端たんが、一号機が投とう棄きしていた高性能爆ばく薬やくを捉とらえる。

「あ──」

「……え？」

　そして無む慈じ悲ひな閃せん光こうが、全てを飲みこんだ。




「お──おおおおお」

〈レガトゥス〉のコクピットで、クルピンスキーは呻うめいていた。

　インペリウム・ネットワークを介かいして彼の指揮下にある〈ケントゥリア〉。その最後の一機のＡＩが、異常な活性化を見せているのだ。

「なんと──なんと──なんとなんとなんと、まさかこの数値は、本当に？」

　沸わき上がる昂揚を抑おさえきれない。クルピンスキーの興味は、すでに眼前の戦闘にはない。

　彼が求めてきた結果の一いつ端たんが、今ここに結実しようとしているのだから。

「おっと、こうしてはいられないな」

　先ほどからの断続的な爆ばく発はつは、明らかに工こう廠しよう区の方向から。そこにはこの反応を示した〈ケントゥリア〉が、まだ存在しているのだ。

「悪いが、私はこれで行かせてもらうよ」

　スクリーンに映った敵機──倒たおれ伏ふした〈ヴォルフ〉に向ける。

『ま、待て……』

　弱々しい声には耳も貸さず、背中側からコクピットにライフルを一いち撃げき。

「では、失礼。ああ、それと──」

　それっきり動かなくなった〈ヴォルフ〉を振り返ろうともせず、〈レガトゥス〉は駆かけ出す。クルピンスキーの指示を受けた〈ケントゥリア〉は、気絶した司令部要員を回収しつつ退たい避ひに移った。




「本当に強くなりましたね」

　ナタリアの賞賛は、本心からのものだった。

　重火器を装備した砲ほう戦せん用機で〈レガトゥス〉に肉にく薄はくされたにもかかわらず、アデリーナの〈レイヴン〉二号機はナタリアの攻せめ手を全て捌さばいてみせたのだ。

『く……』

　だが二号機から上がるのは、敗北の呻きのみだった。

　眼下に見える、クインコム要よう塞さい正面ゲート。そこから離り脱だつする車両へアデリーナはその度たびに砲撃を試み、その全てをナタリアに阻はばまれたのだ。

　戦術目標を達成し勝利したのがいずれか、その結果は火を見るよりも明らかだ。

　最後の車両が橋を渡わたり、峠とうげの向こうに姿を消す。それを確かく認にんしたナタリアは、自機もまた撤てつ退たいに移る。

『ま、待て！』

「戦意は見上げたものですが、その余よ裕ゆうがあなたにありますか？」

　一ひと際きわ大きな鳴動と共に、要塞が大きく震ふるえた。正面ゲートからは黒こく煙えんが濛もう々もうと噴ふき出し、赤い炎ほのおがちろちろのぞく。

『まさか』

「友軍を見捨ててでも私との戦闘を望むというのなら、付き合いますが」

　その宣告に足を止めた二号機を残し、ナタリアの〈レガトゥス〉は撤退に移る。

『待ってくれ中ちゆう尉い──いや、ナターシャ。わたしはあなたに……』

　アデリーナの呼びかけには、決して答えなかった。




　達哉が意識を失っていたのは、ごくわずかな時間だった。

「何が、どうなってる……？」

〈レイヴン〉のコクピットで、達哉はつぶやく。あの瞬しゆん間かん、爆薬に流れ弾だまが命中したのを確認すると同時に、達哉はＡＳ工場からの脱だつ出しゆつを試みた。ブーストした〈レイヴン〉の体当たりで工場の外がい壁へきを吹っ飛ばしたところで、爆薬が誘爆し──

　切れた額から流れた血が右目に入ってるため、視界の半分が真っ赤だった。恐おそる恐るスティックを操作すると、機体はわずかに遅おくれて動いた。

　ダメージは大きいが、まだ〈レイヴン〉は動くようだ。ほっとした達哉は、今さらながら周囲を確認する。

　要塞の工廠区は、断だん末まつ魔まにのたうっていた。

　濛々と立ちこめる黒煙。断続的な爆音と共に周囲が震え、そこかしこにちらちらと赤い炎が躍おどっている。先ほどまで達哉がいたＡＳ工場は、半ば倒とう壊かいしている。

　どう控ひかえめに表現しても、危機的な状じよう況きようである。長居している場合ではない。可能な限り速すみやかに脱出しなければ。

　そう思いペダルを踏ふみこんだ時、達哉は見た。見つけてしまった。

　煉れん獄ごくじみた光景の片かた隅すみで作動を停止したＡＳ──〈エンハンスド〉の姿を。カラーリングからして、菊乃の機体だ。

　そして展開したコクピットの隙すき間まからのぞく、オペレータの姿を。

「……………………」

　菊乃たち姉弟きようだいとは、何度も戦った仇きゆう敵てきだ。現につい先ほどまで砲ほう火かを交え、命のやり取りをしていた。実際、命の危機を覚おぼえたことも数知れない。

　助ける義理など、どこにもないのだ。ここで労せず始末できれば、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の敵は確実に減ることになる。

　いやそれ以前にこの状況だと、さっさと体一つで逃げ出すべきだろう。他人にかかずらう余裕など、どこにもない。

　その全てを達哉は理解していた。

「くそ！」

　理解した上で達哉は、コクピットを開放して外に出た。

　たちまち押し寄せる、むっとする熱気。煙けむりとガスにまかれ、達哉は激しく咳せきこむ。そのまま菊乃の〈エンハンスド〉に取り付き、機体をよじ登った。

　何をしているのだと自分自身に歯は嚙がみしながら、コクピットから意識を失った菊乃を引きずり出す。そのままぐったりとした彼女をおぶって、床ゆかまで降りた。

「おい、起きろ菊乃！　死ぬぞ！　冗じよう談だんじゃなく死ぬぞ！」

　力を失った菊乃の肢し体たいを激しく揺さぶり、頰ほおをはたく。長いまつげが震え、まぶたが弱々しく開いた。

　黒目がちの瞳ひとみには、達哉自身の姿が映っている。

「たつや……さん？」

　ほどけた唇くちびるからその言葉が漏もれ、同時に菊乃ははっと両目を見開いた。

「達哉さん、わ、わたくし……」

「分かってる、今は一時休戦だ。とっとと逃げるぞ」

　しかめ面つらで、達哉はそう告げる。

「こんな状態でドンパチしてたら、間ま違ちがいなく共とも倒だおれだ。それくらいの理り屈くつ、分かっているだろ？」

「ええ、それは当然──」

　もごもご答えた菊乃が、上体を起こした。

「あの、達哉さん……弟──旭は？」

「……あ」

　言われてみれば、姿が見えない。先に脱出したのだろうか？　いや、この状況で旭が菊乃を放置していくとは考えられない。

　そもそもあの時、達哉や菊乃の機体と違ちがい、〈ケントゥリア〉の攻こう撃げきをまともに受けた旭の〈エンハンスド〉は──

「まさか……」

　ごくりと唾つばを飲みこみ、達哉は崩くずれかけたＡＳ工場を振ふり向く。まさか、旭はまだあの中に？

「旭!!」

　達哉と同じ結論に達したのだろう。跳はね起きた菊乃は、そのまま工場へと向かって駆け出す。

　止める暇ひまもなかった。

「お、おい──!!」

　その背を、達哉は呆ぼう然ぜんと見送った。

「ああ、もう！」

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後、達哉はその跡あとを追って猛もう然ぜんと駆け出す。追いつくと、菊乃は目を丸くした。

「達哉さん、なぜ？」

「こうなったら毒を食らわば皿までってやつだよ！」

　工場の外が煉獄ならば、その内側は地獄そのものだった。

「旭！　いるんでしょう、返事をなさい!!」

「おーい、聞こえてるか、旭!?」

　声を嗄からして旭の名を呼びながら、達哉と菊乃は工場を駆け抜ぬけていった。目的地は、先ほど交戦していた一画だ。

　燃料や薬品に引火したのか、怪あやしげな色合いの炎や煙がそこかしこで躍っている。ひっくり返った機材や崩れたコンクリートの建材で、床を移動するだけでも一苦労だ。

　熱で焙あぶられた鉄骨の柱や梁はりからは強度が失われ、不気味に軋きしんでいる。今はまだ辛かろうじてバランスを保っているものの、いつまで保もつことか。

「旭──どこにいるの、旭!?」

「ここ、だよ……姉さん──」

　弱々しい声に、二人は振り返る。

　崩れ落ちた中二階、大量のコンクリートや瓦が礫れきに埋うもれて、わずかな隙間から下した敷じきになった旭の〈エンハンスド〉がのぞいていた。

「旭!?」

　あわてて駆かけ寄る菊乃の跡を、達哉は追う。

　緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装置を作動させたのだろう。〈エンハンスド〉の頭部は吹っ飛んでおり、天てん井じようを失ったコクピットは剝むき出しだった。

　そしてその奥おくには、確かに旭の姿がある。

「旭!!」

「……やあ、姉さん」

　菊乃の呼びかけに、弱々しく旭は顔を上げた。おそらく負傷しているのだろう、動作は緩かん慢まんで、顔からも血の気が引いて青ざめている。

「早く出てきなさい！　脱出するわよ！」

　菊乃が声を張り上げて呼びかけるものの、旭は首を横に振った。

「……出られないんだ」

「え？」

「マスター・スーツが完全に潰つぶれちゃって、首から下は指一本動かせないんだよ」

「────」

　その言葉に、菊乃は愕がく然ぜんと目を見はる。

　崩れ落ちた大量の瓦礫と、圧あつ壊かいした機体自体。二重の拘こう束そくから、旭は逃のがれられないのだ。

「そういうことかよ、だったら──」

　言うなり達哉は手近な建材に肩かたを当て、渾こん身しんの力をこめた。だが、びくともしない。それを見た菊乃も、はっと我に返る。

「待ってなさい。わたくしの〈エンハンスド〉はまだ動くわ。今から持ってきます。ＡＳのパワーなら──」

「駄だ目めだ！」

　旭の叫さけびには、切実な響ひびきがある。

「こんな場所にＡＳを入れてみろ、間違いなく今度こそ完全に工場が崩れる！　そうしたら姉さんも巻き添ぞえだ！」

「で、でも、それじゃ──」

「おまけに、考える時間もあまりなさそうだし」

　その途と端たん、またもや爆ばく発はつが起こった。火も煙も、確実に強まっている。このままではあたり一面が炎ほのおに包まれるのも、時間の問題だろう。

（そんな──）

　真っ青になった菊乃が、達哉の隣となりに並んで瓦礫を押し上げようとする。だが一人が二人になったところで、その結果は全く変わらない。

「姉さん、もういいよ」

「…………」

「このままじゃ、三人とも共倒れだ」

「……なさい」

「そこの彼が巻き添えになるのは別に構わないけど、姉さんは駄目だ」

「……黙だまりなさい」

「だからさ、もう──」

「黙りなさい！」

「──先に、逃にげてくれ」

「黙りなさいって言ってるでしょ!!」

　顔を上げ、髪かみを振り乱みだし、菊乃はわめく。

「なんでお姉ちゃんの言うことが聞けないの！　すぐ助けてあげるから、そこで大人しくしてなさい」

　続いて菊乃は、さっきとは別の建材に手をかけた。

「達哉さん、次はこれを試してみましょう」

「おお、横方向に力をかけるぞ。一、二、三──」

　だがどれだけ繰くり返そうと、何度試そうとも、建材の一つすら動かせない。

「頼たのみがあるんだ、姉さん」

「後にしなさい、何でも聞いてあげるから」

「死ぬのはともかく、焼け死ぬのは嫌いやだな。苦しそうだ」

「死なせないって言ってるでしょう。話を聞いてるの？」

「だから、今のうち楽にしてくれると嬉うれしいかも」

「────!!」

　達哉も菊乃も、愕然と手を止めた。旭の視線は、菊乃の護身用拳けん銃じゆうに向けられていたのだ。

「そんな……旭、あなた──」

　その途端、建材の隙すき間まから煙が噴ふき出した。

「やばい、内側の建材に火が回った！」

　達哉も顔色がない。このままでは旭自身が言ったとおり、生きたまま蒸し焼きになってしまう。

「────つァっ！」

　旭の声の調子が変わった。整った顔が、苦痛に歪ゆがむ。

「ああ、くそ──足が、熱い──ああ、畜ちく生しよう!!」

「旭──旭！」

「馬ば鹿か、危ないぞ！」

　達哉は、駆け寄ろうとした菊乃の肩を摑つかみ、後方に引きずる。ほぼ同時に瓦礫の内側から炎が噴き出し、激しく渦うず巻まいた。

　こうなってはもう、瓦礫をどけるどころではない。ぐずぐずしていては、達哉たちまで巻きこまれてしまう。

「助けて姉さん！　熱い──助けてよ……」

「旭ぁ！」

　もはや、是ぜ非ひもない。

　一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた菊乃は、拳銃を構えた。旭へと照準を合わせ、トリガーに指をかける。

　旭はもう声すら立てず、すがるような目で菊乃を見つめていた。

「────────」

　視界が曇くもる。小刻みに震ふるえる手。狙ねらいは定まっていない。──と、菊乃の側に達哉が無言で寄り添った。

「達哉、さん？」

　無言のまま、達哉はうなずいた。表情を消したまま菊乃の拳銃に手を添え、その銃口を旭に向ける。

　銃を人に向ける覚かく悟ごも、その引き金を引く覚悟も、達哉はすでに決めていた。だがそれでも、その初めての機会が、まさかこんな形になるとは。

　だがそれでも、後こう悔かいはない。

　同情したわけでも、憐あわれんだわけでもない。ただこれ以上は苦しむ旭も、泣きじゃくる菊乃も、見ていられなかったのだ。

　旭の瞳ひとみに映った、寄り添う菊乃と達哉の姿。その両目が、力なく閉じられる。

　痙けい攣れんした旭の口元が、笑えみの形に見えたのは、果たして錯さつ覚かくなのだろうか。

「──────ぅぅっ」

　菊乃の口から、悲痛な叫びが漏もれた。だが、もう逃げない。達哉と二人、引き金にかけた指に渾身の力をこめる。

　慈じ悲ひの一いち撃げきが、重く大気を震わせた。




　アデリーナが向かったのは、要よう塞さいの司令部棟とうだった。

　武装のほとんどを投とう棄きし、全力で駆け抜ける。ヘリポートのエレベーターに空いた穴から内部に飛びこみ、司令部を一直線に目指す。

　鳴り止やまぬ不気味な鳴動と、断続的な震しん動どう。まるで要塞そのものが、断だん末まつ魔まにのたうっているかのようだ。

「ユースフ！」

　司令部棟の直前、大破した〈ヴォルフ〉の姿に、アデリーナは息を吞のんだ。

　外部からコクピットを強制開放。ぐったりしたユースフの姿に一瞬ぞっとするが、弱々しい呼吸に安あん堵どする。

　どうやら、命に別状はないようだ。〈レイヴン〉の手でそっと抱かかえ、来た道を駆け戻もどる。時間はもうあまりない。ヘリに通信を繫つなぐ。
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「こちらオシラ３。オシラ５の救助に成功した。機体は放棄する」

『了りよう解かいした、ランデブーポイントで待つ。遅おくれるなよ』

　通信を終え、アデリーナはすがるように心中でつぶやく。

（無事でいてくれよ、タツヤ）




　泣き崩くずれた菊乃を引きずって、達哉は命からがら工場から飛び出した。

　連れん鎖さする爆発が洞どう窟くつそのものの崩ほう落らくを招いているのか、もはや震動は立っているのも危あやういレベルだ。

　素す早ばやく〈レイヴン〉に乗りこみ、機体を起動。小刻みに震えるスクリーンに映ったのは、いまだうずくまったままの菊乃だった。

「あの、馬鹿──」

　舌打ちした達哉は、外部スピーカーのスイッチを入れる。

「何をやってるんだ、急げよ！」

『もう、いいんです。達哉さんは先に逃げてください』

　拾い上げる声は、まるで別人のように弱々しい。

『わたくしは、ここに残ります。あの子を──旭を一人にはしておけないから……』

「死んでどうなるってんだ、バカ野や郎ろう!!」

　不意に激げき烈れつな怒いかりを感じ、達哉は怒ど鳴なった。

「旭のやつは、お前に逃げろって言っただろうが！　一いつ緒しよに死んでくれって、いつ誰だれが頼んだよ!?」

『それは……』

「お前がここで死んだら、それこそあいつは無む駄だ死じにだぞ！　それでいいのか！」

『────』

「ああもう、くそったれが!!」

　わめくなり達哉は、マスター・アームを操作。それに連動して一号機が、うつむいた菊乃に手を伸のばす。

『え!?』

　そのまま一号機は素早く、だが最大限の繊せん細さいさで、菊乃の体を摑み上げた。

『は、放して!!』

「うるせえ、暴れるな!!」

　もがく菊乃を細心の注意で拘こう束そくしながら、達哉の〈レイヴン〉は駆かけ出した。

　アジャイル・スラスタはとうに機能を停止している。脚きやく部ぶの駆く動どう系けいも調子は最悪だ。なんとかして脱だつ出しゆつせねば。

　崩れていく天てん井じよう。前まえ屈かがみになって機体で菊乃を庇かばう──その瞬しゆん間かん。

　響ひびき渡わたる砲ほう声せいと共に、一号機の機体が大きく傾かしいだ。

「何だ!?」

　振ふり向いた達哉は、愕がく然ぜんと目を見はる。

　ズタボロになったあの片かた腕うでの〈ケントゥリア〉が、まだ追ってきていた。

　半はん壊かいした機体を引きずるように一歩、また一歩と進みながら、狙そ撃げきポイントを定め、こちらを照準している。

　回かい避ひ機動を取るためペダルを踏ふみこむが、すでに〈レイヴン〉は限界だった。負ふ荷かに耐たえきれず脚部のマッスルパッケージが次々と破断、つんのめった一号機を、〈ケントゥリア〉が狙う。

　ここまでか──観念しかけたその時だった。

　転てん倒とうする一号機の動きが、ぴたりと止まった。目に見えない何かが、転倒寸前の一号機の機体を受け止め、支えたのだ。

　目の前の空間が揺ゆらぎ、その何かが姿を現す。それも一機ではない。三体の影かげが統制された正三角形のフォーメーションで、〈レイヴン〉の周囲を囲んでいる。

　虚こ空くうからにじみ出たその『影』を見上げて、達哉はぽかんと口を開けた。初めて見るＡＳだった。鋭するどく引き締しまった、力強さと俊しゆん敏びんさを兼かね備えたシルエット。

　いや、一つだけ知っている。先ほどまで死し闘とうを繰り広ひろげたＭ９〈エンハンスド〉だ。はるかに洗練されているものの、その機き影えいは共通する部分も多い。

　まさか、あのＡＳは──

『〈シグマ・エリート〉』

　菊乃が震える声でつぶやいた。

　Ｍ９Ａ２ＳＯＰ〈シグマ・エリート〉。〈エンハンスド〉をベースにしつつ、特とく殊しゆ部隊用に全面的な改修を施ほどこしたハイエンドモデルだ。

　それが、三機。

「あ、あんたらは？」

『黙だまっていないと舌を嚙むよ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のオペレータくん』

　言うなり〈シグマ〉が動いた。一機が〈レイヴン〉を軽々と背負い、そのまま洞窟の出口を目指し疾しつ走そうする。残り二機はその後方を固め、交こう互ごに下がりつつ〈ケントゥリア〉に向けて間断なく発はつ砲ぽう。

　速い。

　機体のパワーとスピード、そして操縦するオペレータの腕うでも一級だが、何より部隊としての連れん携けいや練度が並みではない。

　すでに半死半生の〈ケントゥリア〉では、抗あらがう術すべすらなかった。ろくな回避すらできず四〇ミリ弾だんのシャワーを浴びる。残った左ひだり腕うでがもぎ取られ、両りよう膝ひざが砕くだけ、ずたずたになった機体がついに横転する。

　崩落し、降り注ぐ岩がん塊かいが、その姿を押おし潰つぶした。

　達哉が呆ぼう然ぜんとしているうちにも、〈シグマ〉は走り続ける。全く危なげのない動きで、第二の洞窟から第一の洞窟へ、そして外へ──

「おお──」

『ああ……』

　その光景に、達哉と菊乃はそろって声を漏らした。

　雪はすでに止んでおり、雲の切れ間から光が差しこんでいる。凍いてついた雪や樹氷が黄金こがね色に照らし出されていた。

　その美しい光景に、ようやく達哉は助かったのだという実感を嚙かみしめた。




　完全に機能を停止した一号機の機体を、〈シグマ〉は下ろした。コクピットから抜ぬけ出した達哉は機体を滑すべり降り、雪原にうずくまった菊乃の所に向かう。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう声をかけるが、返事はない。黒くろ髪かみの少女はぼんやりと、傾かたむきかけた陽光を見上げている。

　いたたまれなくなった達哉が目を逸そらす。と、〈シグマ〉のうち二機が膝ひざをついた。残る一機は、ライフルを構えて哨しよう戒かいを続けている。

　ハッチが開き、オペレータが姿を現す。うち一人は通信機でどこかと連れん絡らくを取り始め、もう一人が機体から降りて達哉たちの方に向かってくる。

　まだ若い、おそらく二〇代前半の青年だ。柔にゆう和わで知的な風ふう貌ぼうは、特殊部隊の隊員というよりも、新進の学者を思わせる。

「あんた、誰だよ？」

　焦あせり、混乱しながら達哉は言った。

〈シグマ・エリート〉を装備している以上、おそらく彼らはアメリカ軍の特殊部隊だろう。ならば、ジオトロンの協力者なのか？　ではなぜ、自分たちを助けて〈ケントゥリア〉を撃うった？

「今は任務中でね、名乗ることができない──」

「おいロニー、大たい尉いからだ」

　もう一人のオペレータが通信機を手に声をかけてきた。ロニーと呼ばれた兵士は、顔をしかめてそちらを振り向く。

「任務中に名前で呼ぶなよ。それと、大尉には少し待ってもらってくれ」

　ロニーはそう答えると、続けて柔和な笑えみをつくって達哉に言った。

「安心してくれ、君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に危害を加えるつもりはないよ。むしろ、感謝してるくらいだ。君たちが引っかき回してくれたおかげで、パーティーのゲストも割れたしね」

「…………？」

　意味が分からず、達哉は困こん惑わくする。

「……米軍が、全すべて一枚岩でカエサル・プロジェクトを支持しているのではありません」

　今まで無言だった菊乃が、ぽつぽつ言葉を漏もらす。

「プランの反対に回っているということは、おそらくあなた方は合衆国海軍特殊部隊Navy　SEALsですわね。国防情報局ＤＩＡあたりの要よう請せいで、プランを探さぐりに来たのでしょうか？」

「へえ」

　ロニーの声の調子が、わずかに変わった。
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「大尉が至急代われと」

　再び通信手がそう呼びかけるが、今度は返事さえしなかった。じっと意味ありげな視線を、菊乃に向けている。

「なるほど、そういうことか。どうやら君には、色々と話を聞く必要がありそうだ」

　身を硬かたくする菊乃を見て、思わず達哉は前に出た。まるで、菊乃を庇かばうように。

「待てよ、あんたさっき俺たちに危害は加えないって言っただろ？」

「君たち本当のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．には、だ。そこの彼女は別だよ。彼女が何者か、君も知っているんだろ？」

「そ、そりゃそうだけど──」

　確かに菊乃はテロリストであり、何度となく達哉も命を狙ねらわれている。たまたま呉ご越えつ同どう舟しゆうになったとはいえ、然しかるべき機関に引き渡すのは当然だ。

　だが今の達哉には、それが当然だと思えなかった。

「それとこれは、話が別だ」

「いいからどきたまえ。彼女を拘束する」

　徐じよ々じよに緊きん張ちようが高まる中──

「ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そう!!」

　通信手の怒ど鳴なり声が響き渡った。ロニーに通信機を押しつける。

「大尉からだ！」

「あーもう、分かったよ──はい、こちらセプテンバー６──現在、関係者を拘束……ではなく保護中で──え、至急ですか？　──了りよう解かいしました」

　通信を切ったロニーが、やや大おお仰ぎように肩かたをすくめた。

「至急、撤てつ収しゆうだとさ。彼女にとっては、幸運だったのかな？」

　最後の言葉は、達哉に向けてのものだった。言うなり、ロニーともう一人のオペレータは〈シグマ〉に乗りこんだ。

　軽く機体を震ふるわせると、再び〈シグマ〉は立ち上がった。機体の各所が展開し、ＥＣＳのレンズが露ろ出しゆつする。

　ぼやけ、虚空に溶とけ消える〈シグマ〉。一機、二機……最後にロニーの機体が達哉を振り向く。

『そうそう、クララによろしく』

「え!?」

　その一言を残し、〈シグマ〉の機体は消え去った。

「なんで、クララの名前を……？」

　呆然とつぶやく達哉の耳に、上空からＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．輸送ヘリのエンジン音が届いた。








エピローグ









　ヘリのエンジン音が、キャビンに響ひびく。達たつ哉やは向かいの席で拘こう束そくされた菊きく乃のを、じっと見やった。

　元々白い顔からは、完全に血の気が引いて青ざめている。表情が消えた顔は作り物めいており、丸っきり人形のようだった。

　今さらながら戸と惑まどい、達哉が視線を落とす。その目が、自分の両手に止まった。

　初めて、人を殺した──

　引き金の感かん触しよくが生々しく蘇よみがえり、達哉は両手を固く握にぎりしめる。

　今までもＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの訓練で、拳けん銃じゆうを撃うったことはある。驚おどろいたのはむしろ、その時と感触が全く同じだったことだ。

　ふと見ると、菊乃も手て錠じようをかけられた自分の両手を、まじまじと見つめていた。

「……旭あきらの手──」

　乾かわいた唇くちびるから、かすれ、ひび割れた声が漏れる。

「旭の手、とても綺き麗れいだったんです。とても男の子とは思えないくらい、白くて、華きや奢しやで、細くて。わたくしの手と、とてもよく似ていました」

「そりゃ、姉弟きようだいだからな」

　愚ぐにもつかない達哉の言葉を気にせず、菊乃は先を続ける。

「そんな綺麗な手なのに、やっぱりあの子の手はわたくしと違ちがっていました。あの手は今まで、多くの命を奪うばっていたから」

「え……？」

　その言葉の小さな違い和わ感に、思わず達哉は声を上げた。

　今、菊乃は何と言ったのだ？

「いつかわたくしも、そんな手になりたいと思っていました。なれると思っていました。それが、それが──」

「菊乃、お前まさか──」

「わたくしの初めてが、まさかあの子になってしまうなんて」

　菊乃にとっても、旭を撃ったのが初めての殺人だった。意外すぎる告白に驚きながら、なぜか達哉は納なつ得とくしていた。




「アキラが未Ｍ帰Ｉ還Ａだと」

　ナタリアからの報告に、ミハイロフは太い眉まゆをわずかに動かした。

「はい。死体は見つかっていませんが、状じよう況きようからして生存は絶望的でしょう」

「下手を打ったな、馬ば鹿か者もの。慣れないことをしおって」

　一いつ瞬しゆんだけ瞑めい目もくしたミハイロフ。再び目を開けた時、その顔には一切の感情が表れていなかった。

「どうなさいます、社長？」

「どうもこうもあるまい。ヘマをした兵隊が死んだ、ただそれだけだろう」

　ミハイロフは一言で、少年の死を終わらせた。

「それで、キクノはどうした？」

「それが──」

　言い淀よどんだナタリアに、ミハイロフは先をうながす。

「どうした、言え」

「申し上げにくいのですが、おそらく──」

　その続きにミハイロフは、珍めずらしく驚きの声を漏らす。

「──ほう」




　着陸したヘリから真っ先に降ろされたのは、医い療りよう用のストレッチャーだった。

「……若！」

「お気を確かに、殿でん下か！　今すぐ医務室へお連れいたしますぞ」

〈シンドバッド〉号の飛行甲かん板ぱん。血相を変えたサミーラとハッサンの親子に、横たわっていたユースフは苦く笑しようしながら身を起こそうとする。

「なに、大事はない。落ち着くがよい」

「……だめ！」

　取りすがったサミーラが、起き上がろうとするユースフを止める。その懸けん命めいな表情に、ユースフは再び身を横たえた。

　運び去られたストレッチャーに続き、ヘリの乗員たちが降り立つ。金きん髪ぱつのポニーテールを揺ゆらしたアデリーナも、その中にいた。

「申し訳ない、私の判断ミスです」

　出で迎むかえたベルトランの顔には、悔かい恨こんの表情が色いろ濃こく表れている。

「隙すきをついた奇き襲しゆうのつもりが、敵の大戦力に突つっこませてしまった」

「こちらも、一応の目的は達成した。ベルが詫わびる筋合いではない」

　そう頭を振ふったアデリーナが、ヘリを振り向く。

「もっとも、被ひ害がいは大きかったが」

　投入された三機のＡＳアーム・スレイブのうち、無事に帰還したのはアデリーナの〈レイヴン〉二号機のみ。ユースフの〈ヴォルフ〉は放ほう棄きされ、達哉の〈レイヴン〉一号機は回収したものの大破している。

「サミーラの〈シャドウ〉の修理は、もうじき終わりますが」

「それでも動くＡＳが三機か。いくら予想外の成果があったとはいえ、当面は厳しいな」

　噂うわさをすれば影かげ、その『成果』が姿を現した。ヘリから降ろされた菊乃が、拘束されたまま連行されていく。

「どう使うつもりだ？」

「取りあえず、今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．とジオトロンについて洗いざらい吐はかせます。その後は、しかるべき法的機関に引き渡わたすべきでしょうが──」

　合衆国政府とジオトロンの関係を考えたのか、ベルトランは言葉を濁にごす。と、ヘリから最後に降り立ったのは達哉だった。

「イチノセくん──」

「待ってくれ」

　呼び止めようとしたベルトランを、アデリーナは遮さえぎる。

「リーナ？」

「わたしに任せて欲しい」

　少女の灰色の瞳ひとみには、複雑な感情が揺れていた。




（何か俺、出しゆつ撃げきから戻もどるたびに海を見てるよな）

〈シンドバッド〉号の甲板、群ぐん青じよう色の海面を見下ろしながら、達哉はぼんやりとそんなことを考えていた。

　奇き妙みようなジンクスと言うべきだろうか？　いや、ジンクスだとしたらむしろ──

「…………」

　ある種の予感があった。

　達哉が振り向くと、無言の人ひと影かげが佇たたずんでいる。

　アラスカの時もそうだった。インドシナでもだ。今度もまたアデリーナは、静かに達哉の側にいてくれた。

　ああ、アラスカといえば──ふと達哉はあの日、アデリーナと交かわした会話を思い出した。彼女が故郷で民兵をしていた時、初めて撃った敵兵の話だ。

　右も左も分からぬまま、命令されて闇やみ雲くもに銃じゆうを撃ち続け、気がつけば敵兵が倒たおれていたという。達哉は、自分の両手をじっと見た。

「報告は、わたしも聞いた」

「そっか」

　静かなアデリーナの声に、達哉は視線を水平線に戻した。ややあって、ぽつぽつと言葉を続ける。

「何て言うか、引き金って意外と軽いものだったな」

「…………」

「ほらさ、何度も何度も練習で撃ってるけどさ、それとあまり変わらず撃てたぜ。ちゃんと一発で当たったしさ」

「…………」

　回る舌が止まらない。まるで何かに急せき立てられるように、達哉は言葉を吐き出していった。

「そりゃまあ、外しようのない距きよ離りだったかもしれないけどさ、それでも命中は命中だし。意外と俺って、本番に強いタイプかもな」

　徐じよ々じよに声が上ずっていく。段々と、自分が何を言ってるのかも分からなくなる。背中に感じるアデリーナの視線。ああ、彼女の姿が見たい──だめだ、今の自分の顔は見せられない──

「だからさ、本当に大したことなかったんだよ！　人を撃つなんて、全然大したことじゃ──」

「……タツヤ」

　その一言と共に、達哉の背中をこの上なく柔やわらかな感かん触しよくが包みこむ。

「──え？」

　アデリーナだった。達哉の背中から腕うでを回し、優やさしく抱だきしめている。

「リ、リーナ？」

「無理はしなくていい」

　振り向いた達哉に、アデリーナはそう言った。

「泣きたければ、泣けばいい。わたしだって、そうだった」

「あ……」

　不意に、熱いものがこみ上げてきた。両目からこぼれ落ちそうになるそれを、達哉は懸命にこらえる。

　両りよう脚あしから、力が抜ぬけた。甲板に膝ひざをついた達哉は、アデリーナの胸に顔をうずめる。

　それ以上アデリーナは何も言わず、ただ達哉の背を優しく撫なでさする。小刻みに肩かたを震ふるわせながら、達哉は声を押おし殺して嗚お咽えつした。




「見つけた、見つけたぞ」

　闇やみの中、熱に浮うかされたような声が響ひびく。

「無事か、無事だったか。いやはや、これぞ天運──いや、必然だな」

　のっぺりとした顔に喜き悦えつを浮かべ、クルピンスキーは掘ほり起こしたそれを前に身を震わせる。

　到とう底てい、無事には見えない。

　引き裂さかれ、押し潰つぶされ、原形を留とどめぬまで破は壊かいしつくされたそれがＡＳの残ざん骸がいだと、分かる人間がどれだけいるだろう。

　だがクルピンスキーには、それだけで十分だ。

「ようやくだ、ようやくここまできた」

　その熱気──あるいは狂きよう気きにあてられたのか、それ──いや『彼』の十字目が、弱々しく明めい滅めつする。

「ようやく、カエサルが生まれる！」








あとがき









　今年の春期は、ロボットアニメが豊作でした。

　中でも僕が気に入ったのは『翠星のガルガンティア』──超ちよう未来の宇宙と地球を舞ぶ台たいにした、異文化交流ＳＦです。

　戦いしか知らない少年兵の主人公レドと、相方である人型戦せん闘とう兵器チェインバー（の機体制せい御ぎよＡＩ）の関係が、非常に巧うまく描びよう写しやされていました。フルメタ本編の宗そう介すけとアルを思い出し、思わずニヤリとすることもしばしば。

　まあそれ以上に素晴らしかったのが、メインヒロインのエイミーを初めとする、褐かつ色しよくムチムチの女の子たちですが。




　……女の子云うん々ぬんはさておき、機械仕じ掛かけの人工知能というのは、フルメタ本編においても重要な位置を占しめていました。

　その一方これまでフルメタアナザーでは、ＡＩ関連はあまり詳くわしく描写してきませんでした。本編におけるアルの特異さと整合性をとるため、過度に『人間的な』ＡＩは出せなかったのです。

　達たつ哉やのゴーシュもアデリーナのカラマーゾフも、機体制御の補助システムという枠わくを超こえることはありません。小こ粋いきなジョークを飛ばすこともなければ、流行のナンバーの視し聴ちようも要求せず、当然ながらオペレータの恋愛問題ラブアフエアにも無干かん渉しようです。

　そういう意味で、今回の新展開は大きな転てん換かん点になったわけですが、どうだったでしょうか？




　転換点と言えば、今回ついに達哉が一線を踏ふみ越こえます。

　最初この展開を思いついた時、僕も迷いました。ライトノベルとして、あまりにも重すぎるのではないのかと。

　ですがやはりこれからの達哉にとって、これは避さけられない問題です。そしてこれ以上、向き合うことを遅おくらせるわけにはいきません。ならば今、ここで、彼相手というのが最も相応ふさわしいのではないか──

　結果、こういう話となりました。その是ぜ非ひについては、読者の方々が判断してください。

　……それはそうと、ネタバレを避けるため、代名詞だらけで何が何だかよく分からない文章になってしまいました。

　申し訳ありません。




　今までは色々な意味で中ちゆう途と半はん端ぱだった達哉も、前巻と今巻でついに腹をくくりました。もはや素人しろうと兵士であることを、自分にも他人にも言い訳はできません。

　彼はもう、選んだのですから。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一三年七月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　フルメタアナザー、とうとう六巻です。日本の日常とはおさらばして、西へ東へと大だい奮ふん闘とうの達たつ哉やくんですね。まあ、ヤクザな業界からズブズブと足抜ぬけできなくなってきている感じでもありますが……。前巻でも触ふれましたが、意思決定は人任せで安全なところから冒ぼう険けんしている主人公というのもどうかと思いまして、達哉くんもどんどん追おい詰つめてもらっています。自分の才能をだれかにコピーされて、それで人殺しとかやられて大おお儲もうけされたら……さすがに頭にくるんじゃないのかなあ、とかなんとか。

　そんな感じで動機づけをしてもらいました。

　ついでにこの巻ではとうとう達哉くんも●●卒業です。もう後あと戻もどりはできないというか、この調子で平和な日本に戻ることができるのでしょうか。相当こたえたはずですが、このあたりも今後どうなることやら。

　よく思うのですが、「ロボットもの」というジャンルにはいくつかのメリット、デメリットがあります。

　メリットは、戦闘シーンの描写がダイナミックになること、ダメージ描写がマイルドになること（ロボなら手足が吹ふき飛んでも平気）、リアリティに色々と都合のいいウソが仕込めること。

　デメリットは、読者にあれこれ知識を要求してしまうこと、ダメージ描写がマイルドになること（緊きん迫ぱく感かんは若干落ちてしまう）、描写を間ま違ちがえるとものすごくウソっぽくなってしまうこと。

　……なんて感じでしょうか。

『人死に』問題もあります。カッコよく敵機を『撃げき破は』するまではいいのですが、その敵機にはちゃんと人が乗っているので、ドカンと機体が爆ばく発はつしたら確実にパイロットが一人お亡くなりになっているわけです。『敵機』という乗り物をやっつける気持ちよさと、人を死なせてしまう気持ち悪さ。この辺のギクシャク感をどうしたらいいのか、賀東も昔からずっと悩なやんでいたりします。

　とりわけこうしたジャンルは一〇代の少年少女がパイロットになることが多いので、『敵機を撃破』という状じよう況きようをどう扱あつかったらいいのか、いろんな作り手が試し行こう錯さく誤ごしているのだろうなあ、と思ったり思わなかったり。

　本家フルメタのときは、そもそも宗そう介すけはそれまでバンバン敵をブッ殺しまくってきた人なので、あんまり悩まないで済んだところもあったのですが。

　えー、まだ二ページか。

　近きん況きよう報告でもしておきますかね。最近、なぜか突とつ然ぜんガンプラ熱が再燃しました。一〇年以上放置していたエアブラシとコンプレッサー一式を引っ張りだしてきて、塗と装そうブースも新設、一いつ生しよう懸けん命めいジムばかり作っています。

　で、実感したんですが……賀が東とうはプラモが下手だった！

　エッジがきれいに仕上げられない。合わせ目が完かん璧ぺきに消せない（消したつもりが完成後よく見たら微び妙みようなヒケが……）。スジ彫ほりが壊かい滅めつ的に下手くそ。マスキングがきれいにできない。色のコーディネートやデカールの貼はり方もセンスがない。

　なんということでしょう！　電でん撃げきホビーマガジンさんなんかでエラそうにインタビュー受けてたくせに、その腕うで前まえは『近所の模型屋さんに飾かざってある、ちょっとビミョーで仕上げもアレだけど、お情けで展示してもらってる常連客の作品』みたいな、そんな感じなんですよ！　情けない。本当に情けない。

　いずれＡＳの立体物を自分流に弄いじり回して『俺専用Ｍ９』とか作ってツイッターあたりで公開して自じ慢まんしようと思ってたのに……。

　あまりに下手なので、真ま面じ目めに模型誌の指南記事なんかを読みあさり、自分の失敗点を洗い出し、工具や素材も考えなおして、「奇きをてらわずに、きれいに仕上げたＨＧＵＣジムカスタム」を目指してがんばってます。ですが昨日、担当モリイとの打ち合わせのあと酔よっ払ぱらって帰宅して、やらかしてしまいました。スミ入れがうまくいったパーツに気を良くして、酒で気が大きくなってるからすぐにトップコート吹いてしまったら、スミ入れのエナメル塗と料りようがジワーっとにじんで……。きれいだった表面が黒いシミで台無しです。

　馬ば鹿かか、俺は！　最初にあれほど「しっかり乾かわかしてから次の工程へ」と自分に言い聞かせてたのに！　……なんだかもう、死にたい気分です。

　死にたいといえば、先週新宿の模型ファクトリーさんというお店（いいお店です。超おすすめ！）に行ったら、自分が作ってるのと同じジムカスタムが飾ってありました。プロのモデラーさんの作品です。超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの超カッコいいジムカスタムです。見てはいけない、見たらやる気がなくなってしまう……と思ったのですが見てしまいました。

　……生きているのがイヤになってしまいました。

　よし、二ページ埋うまった。

　そんなこんなでアナザーもいよいよ佳か境きようにさしかかって参りました。七巻をお楽しみに！（なんか取ってつけたような文句）





二〇一三年　七月　賀東招しよう二じ
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